
特集　こどもの日イベント

今月の表紙
　新寝屋川八景の「寝屋のまちなみ」にただずむ昔ながらの民家で、
「夏のひととき」をイメージして撮影しました。縁側に置かれた、と
てもおいしそうなすいかやとうもろこしなどは、寝屋地域の畑で採れ
た野菜です。「ねやがわの夏」ですね。
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私たちが寝屋川市を
24時間守っています!!

広報ねやがわ
令和元年８月号 2

１

２

緊急特集!!

若者Ａ若者Ｂ

　大雨などの災害時、市民の皆さんの安全のため
に市職員は何をしているでしょう？
　電話対応や避難所の開設…だけではありませ
ん。警報前から体制を敷き、大きな災害時には全
職員が出動することも。災害時の職員に密着しま
した。

問　各担当課（☎824・1181）

寝屋川市役所
密着 24時!!
～災害に立ち向かう戦士たち～

道
路
が
陥
没
し
た

り
浸
水
し
た
り
す
る

と
困
る
な
あ

最
近
自
然
災
害
が

多
い
か
ら
不
安
に
な

る
ね

土
日
や
夜
に
、市
役
所
が
お

休
み
の
と
き
は
ど
こ
に
連
絡

す
れ
ば
い
い
ん
だ
ろ
う

僕
の
24
時
間
に

つ
い
て
来
る
か
い
？



寝屋川市役所密着24時 ー災害に立ち向かう戦士たちー特集

3

避難所　56か所
避難地　40か所

空き家 約1,200件

水道管　約600キロメートル

水路　約100キロメートル
下水道管路　約500キロメートル　

ちびっこ老人憩いの広場　285か所　
都市公園　74か所

土砂災害特別警戒区域　41か所
土砂災害警戒区域約　42か所

（特別警戒区域を含む）

水道事業課

危機管理室

3 広報ねやがわ
令和元年８月号

土のうステーション　24か所

下水道事業課

市道　約318キロメートル
アンダーパス　４か所

数 字 で 見 る 寝 屋 川 市

寝屋川市から宇宙までの
距離

寝屋川市―軽井沢間

都市計画室
下水道事業課

まちづくり指導課

道路交通課

公園みどり課

寝屋川市―東京ディズニーランド間

避難所一覧

あなたの避難所
を確認しておきま
しょう

土砂災害危険個所等を
確認しましょう

※�実態調査で空き家と判断し
た数（空き家等・老朽危険
建築物等対策計画から）

寝屋川市―広島間

６
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、何

の
数
字
か
わ
か
り
ま
す
か
？

寝
屋
川
市
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
ま
で
の
距
離
…

で
は
な
く
、実
は
市
内
の
水

道
管
の
長
さ
で
す
。

市
が
管
理
・
苦
情
対
応
な
ど

を
し
て
い
る
も
の
が
他
に
も

あ
り
ま
す
。

市内面積の
約0.5パーセント

こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
あ
る
な
ん
て
！

災
害
が
起
き
た
ら

ど
う
な
る
の
？

災
害
発
生
時
だ

け
で
な
く
、道
路

の
陥
没
や
下
水
道

管
路
の
詰
ま
り
な

ど
市
民
生
活
を
守

る
た
め
に
時
間
に

関
係
な
く
対
応
し

て
い
ま
す
。

次
の
ペ
ー
ジ
へ



4広報ねやがわ
令和元年８月号 4

気象庁や民間を含む他機関、近隣自治体と相互に連携し、警戒や避
難の判断に必要な気象情報などを入手するための情報収集を行い、
災害に迅速な対応ができる体制を整えます。

過去に冠水したところを中心に、市内道路の排水設
備のチェックや掃除などを行い、冠水を防ぎます。

水位監視及び水門の操作

道路パトロールカー出動！

古閑 貴裕さん

嶋田　克幸 係長

古田 裕之さん

下水道事業課

下水道事業課

◀水門操作の様子

▲アンダーパスの掃除の様子

◀浸水したアンダーパス

道路交通課

水路の水位が、ある一定に達したら水門を開門
し、淀川に水を逃がすなど、水路の氾濫を防いで
います。手作業で開閉する水門もあり、なかなか
大変です。

あの日は、前日から大雨に備えて役所に待機
していました。早朝に豪雨となり、状況把握や
パトロール、電話対応に追われました。あの
時、市内が水浸しになった光景を見て、自然の
恐ろしさを感じました。本当に大変でしたが、
困っている市民を一人でも多く助けるのが自
分の使命だと感じ、町中を奔走しました。

道路パトロールカーに乗って市内を走る
のですが、子どもたちから「かっこいい！」と
言ってもらうときがあり、誇らしいですね。

水があふれたら大変だ！

平成24年８月14日豪雨の記憶

午後２時

午後３時

大雨が予想される

雨が降りだす

注意報発表、市内水路の水位が上昇

危機管理室

道路交通課

下水道事業課・治水計画室

気象情報などの収集は任せろ

START

夜遅くに大雨が降ると予報された平日の、
災害に立ち向かう寝屋川市役所の姿を紹介します。

実録

午前９時



寝屋川市役所密着24時 ー災害に立ち向かう戦士たちー特集

5 広報ねやがわ
令和元年８月号

24時間「オール寝屋川市役所」体制で市民を守ります！

通報窓口の一本化、
部署間連携強化

今回は大きな被害はなく、まちの平和は守られた。

そして、また彼らは通常業務に励むのであった…。

都市計画室、まちづくり事業推進室、まち
づくり指導課、高架事業課、建設営繕課

◀
土
砂
災
害
警
戒
区

域
の
見
守
り
の
様
子

午後６時

午後８時

午前６時

午前９時

大雨警報発表

さらに雨が激しくなる

大 雨 警 報 解 除

▪�２時間おきに、市内道路をパトロールし、
道路の冠水や異常がないか確認、対応。

▪�土砂災害警戒区域などのパトロール、
注意喚起

緊急即応体制に移行

▪�河川、水路、雨水調節池などをパトロール
して、水位監視や水門の操作を行い、河川
の氾濫を防ぐ

▪土のうステーションの確認、補充

４つのチームに分かれて災害に立ち向かい
ます。
▪�電話チーム…情報収集を行う
▪�広報パトロールチーム…危険箇所から避難

の呼び掛けなどを行う
▪�総務チーム…取りまとめを行う
▪�自主避難所チーム…自主避難所（コミュニ

ティセンター）の開設・運営を行う

みんなで力を合わせて、まちを守る！
気象情報収集体制

緊急即応体制の解散

道路交通課、道路建設課、公園みどり課

下水道事業課、治水計画室

GOAL

※�非常時は交代制で勤務
します。

さらに被害が発生するおそれが
あるときは…

全部署集合、多くの職員が出勤

▪�避難所（小学校）の開設・運営
▪�市域全体の見回り、避難行動の呼び掛け
▪�電話応対（通報受付など）

災害警戒本部・災害対策本部の設置



6広報ねやがわ
令和元年８月号

　アルカスホールや初本町公園など寝屋川駅前線沿い
の施設や道路上で、いろいろな文化・芸術活動の紹介・
発表・体験ができるイベントを開催します。親子や家族
で楽しめるイベントが盛りだくさんです。

バンド部門・芸能部門（民謡・詩吟
など）・ダンス部門・合唱部門
市民作品展(陶芸・写真・書道・俳
画・アートフラワーなど）

市民映像作品発表会
＜11月２日（土）のみ＞

市立市民会館、アルカスホール

無料

初本町公園ほか

８月８日午前９時30分
～26日午後５時

８月13日午前９時30分
～９月２日午後５時

●グルメエリア
  1万2,000円（２日間出店）
●アート＆カルチャーエリア
  1,000円（1日）

①アンダー18部門（18歳以下）
②一般部門

９月８日（日）寝屋川市駅東側デッキ下

一人又はペア500円

８月１日午前９時30分
～23日午後５時

11月２日（土）市立市民会館大ホール

グルメエリア・アート＆カルチャーエリア出店
者を募集

　11月を「文化芸術月間」とし、11月に行われる文化芸術事業を募
集、文化芸術月間冊子に掲載し、発行します。

市内に事務所を構える団体で、市内で市民を対象に
行われる、営利を目的としない、文化芸術（音楽・
演劇など）の公演・展覧会など

10月予定

８月９日午前９時～９月２日午後５時

無料

市役所、シティ・ステーションなど

場 所

申込期間

申込期間

出店費

予 選

参加費

申込期間

本 選

ステージ

展 示

文 芸場 所

参加費

対象事業

冊子配布開始日

申込期間

費 用

配布場所

　詳しい募集内容や申し込
み方法については、市ホー
ムページ「文化スポーツ
室」（下のQRコード）又は
問い合わせてください。募
集要項は市役所、シティ・
ステーションなど市内公共
施設で配布しています。

寝屋川文化芸術祭
出演者などを募集01

トピックス

問　文化スポーツ室（☎813・0074）

出演団体・出展作品募集

「ねや市」出店者募集 「歌うま選手権」参加者募集

文化芸術月間冊子に掲載しませんか？

11月２日土・３日㊗日 時

昨年は
延 べ 21,998人が

来 場 ! !  

※ステージは申込順
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トピックストピックス 大切なお知らせ

広報ねやがわ
令和元年８月号

　

利
用
す
る
施
設
に
応

じ
、
手
続
き
が
必
要
で
す

（
左
の
表
の
と
お
り
）。

　
申
請
書
は
、
在
籍
す
る

施
設
か
ら
配
布
さ
れ
る
ほ

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
保

育
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
保
育

課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

∧
副
食
費
（
お
か
ず
）
の

実
費
徴
収
が
開
始
∨

　

無
償
化
の
開
始
に
伴

い
、
３
歳
～
５
歳
の
副
食

費
の
実
費
徴
収
が
始
ま
り

ま
す
。
年
収
３
６
０
万
円

未
満
世
帯
又
は
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
第
３
子
以
降

の
子
ど
も
が
免
除
さ
れ
ま

す
。
免
除
対
象
者
に
は
、

９
月
頃
に
文
書
を
郵
送
す

る
予
定
で
す
。

　

２
歳
ま
で
の
子
ど
も

は
、
現
行
ど
お
り
で
す
。

幼児教育・保育の無償化
手続きが必要な人はお忘れなく02

トピックス

問　�保育課（☎812・2552）�
学務課（☎813・0072）

市公式アプリからがん検診などの申込受付を開始
検診日の指定が可能03

トピックス

問　健康づくり推進課（☎812・2002）

　詳しくは、市ホームペー
ジ「保育課」（下のQR
コード）を見てください。

主に利用（在籍）する施設及び
サービス

無償化の手続き

通常の保育料
預かり保育、認可外保育施設な
ど（一時預かり、病児保育、
ファミリー・サポート・セン
ター）の保育料

認
可
施
設

保育所※①
認定こども園（保育所部分）
※①

必要なし 無償化対象外

認定こども園（幼稚園部分）
市立幼稚園 必要なし

必要あり※②
私立幼稚園 必要あり

認
可
外

保
育
施
設
な
ど

一時預かり、病児保育、ファミ
リー・サポート・センター※① 必要あり※②

※①２歳までの子どもは市民税非課税世帯に限ります②保育の必要性（保護者の就労や疾
病・障害、妊娠・出産、同居親族の看護・介護などにより、子どもの保育が必要な状態）
がある世帯に限ります。

　市立保健福祉センターで行われる集団検診（が
ん検診など）の申し込みが市公式アプリ「もっと寝
屋川」からできるようになりました。アプリから申
し込みを行うと、検診日を選ぶことができます。
※�直接窓口、郵送、市ホームページ「電子申請シ
ステム」からの申し込みでは検診日を指定する
ことはできません。

８月１日（木）
午前９時

※�①予約は注意事項をよく読
んで行ってください②集団
検診について詳しくは、「健
康づくりプログラム」又は市
ホームページ「健康づくり
推進課」を見てください。Android用

インストールは
こちら

iOS
（iPhone）用

予約開始日時
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トピックストピックス 大切なお知らせ

広報ねやがわ
令和元年８月号

安全・安心を確保するための施策

○災害見舞金の拡充	 460万円

シルバー世代が住みやすいと感じる施策
○�高齢者交通系IC	
カード購入補助の	
拡充
　　　　　825万円

子育て支援のための施策
○新生児聴覚検査費用助成	 1,001万8千円
○一時預かり事業補助の拡充	 289万3千円
○�市立保育所におけ
る完全給食の実施
　　1,129万3千円

教育環境の充実を図るための施策
○小中一貫校の整備
　　　417万7千円
○�英語村（英語力向上
プラン）事業の拡充
　　1,054万2千円

◆◆◆◆◆◆おもな事業と予算◆◆◆◆◆◆

　
４
月
に
市
長
・
市
議
会
議
員

選
挙
が
行
わ
れ
た
た
め
、
当
初

予
算
で
は
、
継
続
事
業
や
義
務

的
経
費
を
主
と
し
た
骨
格
予
算

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
補

正
に
お
い
て
、
新
規
・
拡
充
事

業
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
人
口
の
年
齢
構
成
の
リ
バ
ラ

ン
ス
の
達
成
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
学

研
都
市
線
及
び
京
阪
本
線
の
２

軸
の
沿
線
が
互
い
に
成
長
し
、

市
全
域
が
継
続
的
に
発
展
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
２
軸
化
構

想
の
策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査

の
実
施
、
学
研
都
市
沿
線
の
ま

ち
づ
く
り
の
メ
イ
ン
ア
イ
コ
ン

と
な
る
「
小
中
一
貫
校
」
の
整

備
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
補
正
は
、
一
般
会
計

で
24
億
５
８
５
４
万
４
０
０
０

円
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
９
８
４
万
７
０
０
０
円
を
追

加
し
、
既
決
予
算
を
含
め
た
総

額
は
、
一
般
会
計
で
８
８
６
億

５
３
０
９
万
１
０
０
０
円
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
２
５

７
億
４
９
８
４
万
７
０
０
０
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

快適で魅力あるまちを創出するための施策
○２軸化構想のための基礎調査	 1,000万円
○京阪本線連続立体交差事業の推進
	 15億4,096万9千円
○萱島駅耐震補強事業補助	 2,470万円
○自転車通行空間の整備	 820万円
○香里園駅西側駅前広場さく井設置事業
	 6,100万円
○�打上川治水緑地有料駐車場の整備
	 5,030万円

環境を守るための施策
○旧焼却施設解体工事	 2億100万円

市民生活を守るための施策
○プレミアム付き商品券事業	 4億70万円

効率的な運営のための施策
○ICT戦略アドバイザーの活用	 200万円

広瀬市長就任 初の補正予算
一般会計は約24億5,900万円04

トピックス

問　財政課
（☎825・2041）
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インフォメーション

広報ねやがわ
令和元年８月号

※�
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
申
込
開
始

日
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、原
則
、１
日
か
ら
申
し

込
み
が
可
能
で
す（
公
共
機
関・団
体
、市
民
情
報

ひ
ろ
ば
は
除
く
）。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

市

　
　政

市
役
所
日
曜
窓
口 

（
第
４
日
曜
日
）
８
月
は
25
日

∧
業
務
実
施
窓
口
∨

　
市
民
課
、保
険
事
業
室
、納
税
課
で
す
。

※
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
担
当
課
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
各
担
当
課
（
☎
８
２
４・１
１
８
１
）

全
国
家
計
構
造
調
査
の
実
施

　
８
月
か
ら
12
月
の
間
、
無
作
為
に
抽
出

し
た
世
帯
を
調
査
員
が
巡
回
し
、
調
査
票

な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
調
査
は
家
計
に
お
け
る
消
費
・
所
得
・

資
産
及
び
負
債
の
実
態
を
総
合
的
に
把

握
し
、
世
帯
の
所
得
分
布
及
び
消
費
の
水

準
、
構
造
な
ど
を
全
国
的
及
び
地
域
別
に

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
調
査
内
容
は
、
法
律
に
よ
り
統
計
以
外

の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。

問　
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
１
１
８
１
）

情
報
公
開
制
度
・ 

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　
平
成
30
年
度
の
概
要
を
公
表
し
ま
す
。

∧
情
報
公
開
制
度
∨

　
市
が
も
っ
て
い
る
情
報
を
公
開
す
る
制

度
で
す
。

　
公
文
書
の
開
示
請
求
な
ど
の
処
理
状
況

は
、表
１
（
10
ペ
ー
ジ
）
の
と
お
り
で
す
。

公
文
書
の
開
示
請
求
な
ど
の
件
数
は
52
件

で
、
請
求
な
ど
の
多
か
っ
た
も
の
は
、
ま

ち
づ
く
り
政
策
・
福
祉
・
水
道
・
防
犯
な

ど
に
つ
い
て
の
文
書
で
し
た
。

∧
個
人
情
報
保
護
制
度
∨

　
市
が
も
っ
て
い
る
情
報
に
皆
さ
ん
の
個

人
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
と
き
、
そ
の
情

報
を
適
正
に
取
り
扱
い
、
保
護
す
る
制
度

で
す
。
個
人
情
報
の
開
示
な
ど
請
求
の
処

理
状
況
は
、
表
２
（
10
ペ
ー
ジ
）
の
と
お

り
で
す
。
個
人
情
報
の
開
示
請
求
は
46
件

で
、
請
求
の
多
か
っ
た
も
の
は
自
己
の
戸

籍
や
住
民
票
の
交
付
申
請
書
な
ど
で
し

た
。

問　
総
務
課
（
☎
８
２
５
・
２
１
９
５
）

手

　続

　き

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

　
平
成
31
年
度
市
民
税
非
課
税
者
と
見
込

ま
れ
る
人
に
７
月
末
よ
り
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

申
請　
届
い
た
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
11
月
30
日
（
土
）
ま
で
に
＝
消
印

　
市
は
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て
、
市

川
克
美
さ
ん
（
57
歳
）
＝
写
真
＝
を
６

月
19
日
に
副
市
長
に
選
任
し
ま
し
た
。

市川 克美さん

　
市
川
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
４
月
に

市
に
就
職
。
市
民
生
活
部
長
、
理
事

兼
健
康
部
長
、
理
事
兼
都
市
未
来
政

策
監
兼
経
営
企
画
部
長
な
ど
を
務
め

ま
し
た
。

　
久
本
副
市
長
は
６
月
19
日
に
退
任

し
ま
し
た
。

問　
人
事
室
（
☎
８
２
５・２
１
９
８
）

副
市
長
に

市
川
克
美
さ
ん
を

選
任
し
ま
し
た

　
保
険
料
を
算
出
す
る
た
め

の
保
険
料
率
な
ど
は
、
こ
れ

ま
で
市
が
決
定
し
て
い
ま
し

た
が
、
広
域
化
に
よ
り
、
平

成
30
年
度
か
ら
府
内
統
一
保

険
料
率
を
大
阪
府
が
決
定
し

て
い
ま
す
。

問　
保
険
事
業
室
（
☎
８
２

５
・
２
２
３
８
）

◆年間保険料モデルケース（所得200万円、4人世帯）

※�寝屋川市では、加入者の負担軽減のため、平成 30年度から独自の軽減
措置を実施し、平成29年度の保険料370,100 円を維持

広域化により
保険料率は大阪府が
決定しています

へか
ら市 府

国民健康保険

383,900

寝屋川市
府内統一基準

平成
26年度

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度

381,300
376,100 370,100

392,500

419,700

（単位：円）

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば
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広報ねやがわ
令和元年８月号

有
効
＝
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
又
は

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
産
業
振
興

室（
〒
572
―
０
８
３
１
豊
野
町
15
番
10
号
、

市
役
所
別
館
１
階
）

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問　
産
業
振
興
室
（
☎
８
２
２
・
９
２
９

２
）児

童
扶
養
手
当
現
況
届
・ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
の 

提
出

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

を
受
け
て
い
る
人
に
現
況
届
・
所
得
状
況

届
の
お
知
ら
せ
を
８
月
初
旬
に
送
り
ま

す
。

　
必
要
書
類
を
持
っ
て
、
受
給
者
本
人
が

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
（
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
は
、
家
族
の
人
で
も
手

続
き
が
で
き
ま
す
）。

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
手
当
の
支
給
が

一
時
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
７
月
に
「
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停

止
適
用
除
外
事
由
届
の
提
出
」
の
通
知
を

受
け
取
っ
た
人
は
、
現
況
届
と
合
わ
せ
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
期
間　
児
童
扶
養
手
当
…
８
月
１

日
～
30
日
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
…
８
月

９
日
～
９
月
11
日
、
い
ず
れ
も
午
前
９
時

～
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

※
８
月
５
日
（
月
）・
13
日
（
火
）・
19
日

（
月
）・
26
日
（
月
）
は
午
後
７
時
ま
で
、

8
月
25
日
（
日
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５

時
30
分
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
場
所　
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

研
修
室
５
∧
９
月
２
日（
月
）か
ら
は「
こ

ど
も
を
守
る
課
」
で
受
け
付
け
ま
す
∨

問　
こ
ど
も
を
守
る
課
（
☎
８
１
２
・
２

２
１
０
）

未
婚
の
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
に 

対
す
る
臨
時
・
特
別
給
付
金
の
申
請

▽
期
限　
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）

▽
対
象
者　
令
和
元
年
11
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
す
る
父
又
は
母
で
、
10
月

31
日
時
点
で
婚
姻
し
た
こ
と
が
な
く
、
事

実
婚
を
し
て
い
な
い
人

▽
給
付
額　
１
万
７
５
０
０
円

申
請
・
問　
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
提

出
時
に
申
請
書
を
交
付
、
戸
籍
謄
本
を
添

付
し
て
、
令
和
２
年
１
月
31
日
（
金
）
ま

で
に
直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
こ
ど
も
を
守

る
課
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28
番

22
号
☎
８
１
２
・
２
２
１
０
）

く
ら
し
の
情
報

食
用
油
の
回
収

　
８
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
。

※
業
務
用・未
使
用
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

容
器
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

問　
「
市
消
費
者
協
会
」・
前
田
（
☎
８
２

※１件の受付で複数の処理を含みます。

請求（申出）
件数 合計

（参考）
平成29年度
合計請求 申出

受 付 件 数 32 20 52 84

処
理
状
況

開 示 11 8 19 25

部 分 開 示 18 11 29 45

開
示
拒
否

不 開 示 0 0 0 4

存否不応答 0 0 0 0

不 存 在 10 2 12 9

取 り 下 げ 0 0 0 10

合　計 39 21 60 93

表１ 公文書開示請求などの処理状況	（単位：件）

※１件の受付で複数の処理を含みます。

表２ 個人情報開示請求などの処理状況（単位：件）

合　計 （参考）
平成29年度合計

開示請求受付件数 46 45

処
理
状
況

開 示 11 18

部 分 開 示 27 21

開
示
拒
否

不 開 示 2 2

存否不応答 0 0

不 存 在 8 5

取 り 下 げ 1 1

合　計 49 47

訂正請求受付件数 0 0

削除請求受付件数 1 0
処理
状況 削除拒否 1 0

目的外利用等
中止請求受付件数 0 0

　
来
庁
者
の
皆
さ
ん
が
安
全
か
つ
安

心
し
て
本
庁
舎
を
利
用
す
る
た
め
に

本
庁
舎
の
出
入
口
及
び
階
段
付
近
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。

問　
資
産
活
用
課
（
☎
８
２
５
・
２

２
１
８
）

市
役
所
本
庁
舎
に

防
犯
カ
メ
ラ
22
台
を

設
置
し
ま
し
た



11 広報ねやがわ
令和元年８月号

２
・
１
９
９
７
）

募
集
情
報

民
間
賃
貸
住
宅
の
空
き
部
屋
を 

借
上
住
宅
と
し
て
活
用
し
ま
せ
ん
か

∧
借
上
住
宅
の
募
集
∨

　
借
上
住
宅
と
し
て
認
定
さ
れ
た
住
宅
は

借
上
住
宅
登
録
台
帳
に
登
録
し
、
市
営
住

宅
と
し
て
転
貸
し
ま
す
。
借
上
住
宅
登
録

台
帳
へ
の
登
録
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、
普

段
ど
お
り
賃
貸
住
宅
の
募
集
も
で
き
ま

す
。

∧
主
な
基
準
∨

○
公
営
住
宅
な
ど
の
整
備
基
準
に
適
合
し

た
共
同
住
宅
（
長
屋
住
宅
は
不
可
）

○
耐
火
構
造
又
は
準
耐
火
構
造
の
住
宅

○
４
階
建
て
以
上
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置○
新
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
住
宅

○
タ
イ
プ
…
１
Ｋ
～
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

○
床
面
積
…
25
平
方
メ
ー
ト
ル
～
75
平
方

メ
ー
ト
ル
程
度

申
請
・
問　
所
定
の
用
紙
を
直
接
、
ま
ち

づ
く
り
事
業
推
進
室
（
☎
８
２
５
・
２
４

０
９
）

※
実
施
要
領
、
各
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
室
」
を
見
て

く
だ
さ
い
。

任
期
付
職
員
募
集

▽
採
用
予
定
職
種　
保
育
士
・
児
童
指
導

員
な
ど

▽
試
験
日　
９
月
７
日
（
土
）

▽
採
用
日　
10
月
１
日
（
火
）

※
①
欠
員
状
況
に
よ
り
、
採
用
予
定
職
種

を
追
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
②
受
験
資

格
・
勤
務
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
、
８
月

13
日
（
火
）
か
ら
配
布
す
る
試
験
案
内
又

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
事
室
」
を
見
て

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
郵
送
で
８
月
13
日
～
29
日
＝

必
着
＝
に
人
事
室
（
〒
572
―
８
５
５
５
本

町
１
番
１
号
、
☎
８
２
５
・
２
１
９
８
）

保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
職
員 

登
録
者
募
集

▽
職
種　
①
保
育
士
②
延
長
保
育
士

▽
勤
務
日
時　
月
～
土
曜
日
①
午
前
８
時

45
分
～
午
後
５
時
15
分
（
週
38
時
間
45

分
）
②
午
前
７
時
15
分
～
午
後
７
時
15
分

∧
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
５
時
間
程
度

の
勤
務
、
シ
フ
ト
制
（
応
相
談
）
∨

▽
日
給　
①
１
万
円

▽
時
給　
②
資
格
有
り
…
１
３
３
０
円
、

資
格
な
し
…
１
２
５
０
円

申
込　
履
歴
書
・
免
許
証
な
ど
の
写
し
を

直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
人
事
室
（
〒
572
―

８
５
５
５
本
町
1
番
1
号
）

※
登
録
後
に
面
接
を
行
い
、
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

問　
保
育
課
（
☎
８
１
２
・
２
５
５
２
）

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
を 

募
集

▽
施
設
の
概
要　
①
所
在
地
…
四
條
畷
市

大
字
下
田
原
２
２
３
７
番
地
②
敷
地
面
積

１
万
９
９
２
９
平
方
メ
ー
ト
ル

▽
指
定
期
間　
令
和
２
年
４
月
か
ら
５
年

維持管理・修繕

借上住宅

転貸

家賃

賃
貸
借
契
約

借
上
料

入

　居

入居者 寝屋川市

事業者
（オーナー）

入退去に
伴う修繕

借上住宅の仕組み

寝屋川市職員募集
令和２年４月１日採用

　市では、今までにない、より柔軟で、より新しい働き方の実現を目指し
ています。共に中核市となった寝屋川市を「一歩前」へと推し進める原動
力となるような輝ける人材を募集します。
　申込方法や採用予定職種など、詳しくは人事室で配布している試験案内又
は市ホームページ「人事室」を見てください。

問　人事室（☎825・2198）

※�詳しくは市ホームペー
ジ「人事室」（右のQR
コード）又は問い合わせ
てください。

　市の概要や仕事、職員採
用などに関する説明などを
行います。

職員採用説明会を
開催します

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば
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広報ねやがわ
令和元年８月号

間▽
応
募
資
格　
法
人
格
を
持
つ
団
体
（
個

人
は
不
可
）

▽
選
定　
提
出
さ
れ
た
所
定
の
書
類
の
審

査
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
審
査
を
実
施
し
、
管
理

運
営
を
行
う
の
に
も
っ
と
も
適
当
と
認
め

る
団
体
を
選
定

▽
募
集
要
項
の
配
布　
８
月
１
日
～
14
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、
文
化
ス
ポ
ー

ツ
室（
土・日
曜
日
は
除
く
）又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

▽
申
請
期
間　
８
月
23
日
～
29
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
∧
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は

除
く
、
８
月
29
日
（
木
）
は
午
後
４
時
ま

で
∨

問　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
（
☎
８
１
３
・
０

０
７
４
）

青
年
祭
の
開
催
・
出
演
者
募
集

　
次
代
を
担
う
若
者
が
集
い
、
ダ
ン
ス
や

バ
ン
ド
な
ど
得
意
分
野
を
と
お
し
て
交
流

し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
17
日
（
日
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
（
時
間
は
予
定
）

▽
場
所　
市
立
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

▽
募
集
内
容

∧
舞
台
部
門
∨

　
①
バ
ン
ド
な
ど
楽
器
演
奏
…
７
組
②

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
…
15
組
③
ダ
ン

ス
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
…
10
組
④
フ
リ
ー
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
…
４
組

∧
活
動
紹
介
部
門
∨

　
部
屋
に
陳
列
で
き
る
も
の
（
美
術
・
写

真
・
書
道
・
イ
ラ
ス
ト
・
生
け
花
な
ど
）

の
展
示
、
学
校
や
サ
ー
ク
ル
の
紹
介

▽
対
象　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
職
の
12

歳
～
30
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
又
は
メ
ン

バ
ー
の
半
数
以
上
が
条
件
を
満
た
し
て
い

る
団
体

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
青
少

年
課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
青
少
年
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
）
を
直
接
又
は
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
９
月

30
日
（
月
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
青
少
年
課

（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
☎
８

１
３
・
０
０
７
５
、
ＦＡＸ
８
１
３
・
０
０

８
７
）

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
員
を 

募
集

　
安
全
で
清
潔
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
円
滑

に
運
用
す
る
た
め
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
任
期　
10
月
1
日
～
令
和
３
年
９
月
30

日▽
報
酬　
あ
り
ま
せ
ん

▽
対
象　
条
例
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
ち
、
熱

意
の
あ
る
20
歳
以
上
の
市
民

▽
活
動
内
容　
駅
前
で
の
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
の
啓
発
や
指
導
な
ど

申
込
・
問　

８
月
13
日
（
火
）
ま
で
に

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
環
境
総
務
課
（
☎

８
２
１
・
４
０
５
５
、
ＦＡＸ
８
２
１
・
３

３
４
９
）

昨年の青年祭の様子

　インターネットでの転売チケット
購入に関する相談が増えています。
【事例】
　歌手のコンサートチケットを購入
しようと思い、サイトにアクセスし
たら「売り切れ間近」と表示され、
慌ててクレジットカードで決済し
た。
　後からよく見ると、公式サイトで
はなく海外のチケット転売サイトか
ら購入したことが分かった。転売チ

ケットでは入場ができないため、取り
消したいが規約に「キャンセル不可」
と書かれている。
【アドバイス】
○チケットを購入するときには、公
式サイトであることを確認しましょ
う。
〇チケットを購入するときは、興行チ
ケットなどの規約で転売が禁止されて
いないかを確認しましょう。

転売チケットの購入トラブル
コンサートやスポーツ観戦などの

相談受付は月～土曜日午前９時～午後４時
（正午～午後１時を除く）

桜木町5番30号☎828・0397

消費生活センターだより
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ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー 

有
料
広
告
を
募
集

　
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
年
間
の
ご

み
収
集
日
程
な
ど
を
市
民
に
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
３
月
に
全
戸
配
布
し
、
転
入
世

帯
に
は
手
続
き
時
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
宣
伝
な
ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

▽
掲
載
期
間　
令
和
２
年
４
月
１
日
～
３

年
３
月
31
日
の
２
か
月
ご
と

▽
配
布
予
定
数　
14
万
５
０
０
０
部

▽
形
式　
製
本
カ
レ
ン
ダ
ー
壁
掛
け
タ
イ

プ
（
２
か
月
め
く
り
）

▽
広
告
枠
・
募
集
数　
12
枠
（
Ａ
・
Ｂ
地

域
各
６
ペ
ー
ジ
、
４
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
×
８
・
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

▽
掲
載
基
準　
市
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー

広
告
掲
載
実
施
要
領
を
見
て
く
だ
さ
い

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
総
務
課
」
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
掲
載
料　
１
枠
３
万
円

申
込
・
問　
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
環
境
総
務
課
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
）
と
原
稿
を
直
接
窓
口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又

は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
）
で
、
９
月
30
日
（
月
）
ま
で

に
環
境
総
務
課
（
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

内
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
、
ＦＡＸ
８
２
１
・

３
３
４
９
）

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

折
り
畳
み
式
箱
型
ネ
ッ
ト
の 

購
入
補
助
金
交
付
制
度
ス
タ
ー
ト

▽
対
象　
市
の
区
域
内
に
ご
み
集
積
所
を

管
理
す
る
自
治
会
な
ど

▽
補
助
金
額　
箱
型
ネ
ッ
ト
の
購
入
価
格

（
税
抜
き
）
の
２
分
の
１
の
額
（
１
個
当

た
り
の
限
度
額
１
万
円
）

※
①
購
入
前
に
補
助
金
の
交
付
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
②
ご
み
集
積
所
１
か
所
に
つ

き
１
回
限
り
。

申
請
・
問　
申
請
書
を
直
接
又
は
郵
送
で

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）
に
環
境
総
務
課
（
〒

572
―
０
８
５
５
寝
屋
南
一
丁
目
２
番
１
号

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
６
階
☎
８
２
４
・

０
９
１
１
）

※
申
請
書
は
、
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

市
民
活
動
振
興
室
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
又
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環

境
総
務
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

ご
み
減
量
マ
イ
ス
タ
ー 

養
成
講
座

　
家
庭
や
地
域
で
自
主
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
学
び
、
修
了
者
を
ご
み
減
量

マ
イ
ス
タ
ー
（
初
級
）
と
し
て
認
定
し
ま

す
。

▽
日
時　
８
月
27
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

▽
場
所　
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　
①
講
義
「
ご
み
減
量
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
②
施
設
見
学
（
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
③
ご
み
減
量
や
生
ご
み
水

切
り
体
験
・
雑
紙
分
別
体
験

▽
対
象　
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
高

校
生
以
上
の
人

※
①
車
で
来
場
で
き
ま
す
。
市
役
所
か
ら

送
迎
も
で
き
ま
す
（
事
前
申
し
込
み
が
必

要
）
②
受
講
希
望
者
に
は
詳
し
い
案
内
を

送
付
し
ま
す
③
掲
載
日
時
以
外
を
希
望
す

る
と
き
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
当
日
の
来
場
手
段
を
郵
送
、
電
話

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
８
月
16
日
（
金
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
環
境
総
務
課
（
〒
572
―
０
８
５

５
寝
屋
南
一
丁
目
２
番
１
号
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
内
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
、
ＦＡＸ

８
２
１
・
３
３
４
９
）

リ
ユ
ー
ス
作
品
を
募
集

　
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
ご
み
と
な
る
製

　
申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
当
日
直
接
。

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会 

代
表
者
会
議

▽
日
時　
８
月
２
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時

▽
場
所　
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階
会
議
室
１
・
２

問　
こ
ど
も
を
守
る
課（
☎
８
３
８・

０
４
６
６
）

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

▽
日
時　
８
月
２
日
（
金
）
午
後
３

時
15
分

▽
場
所　
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階
会
議
室
１
・
２

問　
こ
ど
も
を
守
る
課（
☎
８
３
８・

０
４
６
６
）

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル 

推
進
会
議

▽
日
時　
８
月
６
日
（
火
）
午
後
２

時
（
受
付
は
午
後
１
時
40
分
か
ら
）

▽
場
所　
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
６

階
多
目
的
室

問　
環
境
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
０

９
１
１
）

男
女
共
同
参
画
審
議
会

▽
日
時　
８
月
30
日
（
金
）
午
前
10
時

▽
場
所　
市
役
所
議
会
棟
５
階
第
２

委
員
会
室

問　
人
権
文
化
課
（
☎
８
２
５
・
２

１
６
８
）

委員会など

折り畳み式箱型ネット

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば
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品
な
ど
を
再
使
用
又
は
再
利
用
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま

す
。

申
込
・
問　
８
月
30
日
（
金
）
ま
で
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土・日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）に
直
接
、環
境
総
務
課（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
６
階
☎
８
２
４
・
０
９

１
１
）

リユース作品

地
球
温
暖
化
を
学
ぶ 

家
族
ア
ニ
メ
上
映
会

　
ア
ニ
メ
を
通
し
て
、
地
球
規
模
や
身
近

な
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
に
つ
い
て

学
び
ま
せ
ん
か
。
上
映
後
、
地
球
温
暖
化

や
環
境
に
つ
い
て
学
べ
る
教
材
や
パ
ネ
ル

を
展
示
し
ま
す
。
涼
し
い
場
所
を
シ
ェ
ア

し
、
み
ん
な
で
夏
休
み
の
宿
題
や
勉
強
を

し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
８
月
12
日
（
休
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時
30
分

▽
場
所　
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　
ア
ニ
メ
の
上
映
「
地
球
と
の
約

束
」・「
私
た
ち
の
未
来
」

▽
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
30
人
程
度

（
小
学
生
は
親
と
同
伴
が
必
要
で
す
）

※
①
車
で
来
場
で
き
ま
す
②
市
役
所
か
ら

送
迎
が
あ
り
ま
す
（
事
前
申
し
込
み
が
必

要
）。

申
込
・
問　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
８
月

５
日
（
月
）
ま
で
に
環
境
総
務
課
（
☎

８
２
４
・
０
９
１
１
、
ＦＡＸ
８
２
１
・
３

３
４
９
）

市
内
４
駅
前
一
斉
清
掃

▽
日
時　
９
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
集

合
＝
雨
天
中
止
（
午
前
７
時
30
分
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▽
集
合
場
所　
①
寝
屋
川
市
駅
東
側
広
場

②
萱
島
駅
東
口
③
香
里
園
駅
西
側
広
場
④

寝
屋
川
公
園
駅
東
側
広
場
の
い
ず
れ
か

※
軍
手
や
ご
み
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委

員
会
事
務
局
（
市
市
民
活
動
振
興
室
内
☎

８
２
５
・
２
１
２
０
）

８
月
は 

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

　
８
月
10
日
（
土
）
は
「
道
の
日
」
で
、

８
月
は
道
路
の
重
要
性
の
認
識
や
正
し

い
使
用
に
つ
い
て
考
え
る
全
国
的
な
啓

発
月
間
で
す
。
市
で
は
、
駅
前
で
の
街
頭

啓
発
活
動
や
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

行
い
ま
す
。

※
道
路
な
ど
に
違
法
に
掲
出
さ
れ
た
簡
易

屋
外
広
告
物
の
撤
去
活
動
や
道
路
の
清
掃

活
動
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　
道
路
交
通
課（
☎
８
２
５・２
３
８
４
）

相

　
　談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
何
で
も
相
談

　
８
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
手
続
き
や
会
計
処
理
、
団
体
運
営

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
定
員
４
団
体
（
申

込
順
）。

申
込
・
問　
８
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

産
業
・
事
業
者

就
職
に
役
立
つ
パ
ソ
コ
ン
講
座

∧
ワ
ー
ド
基
礎
か
ら
実
践
編
∨

　
８
月
26
日
～
28
日
、
基
本
的
な
操
作
か

ら
簡
単
な
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
の
作
成
。

∧
エ
ク
セ
ル
基
礎
か
ら
実
践
編
∨

　
９
月
３
日
～
５
日
、
基
本
的
な
操
作
か

ら
簡
単
な
表
作
成
な
ど
。

　
　
※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
計
３

回
、
昼
休
み
１
時
間
あ
り
）、
市
立
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
求
職
活
動
中
の
人

10
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、

受
講
無
料
。

申
込
・
問　
８
月
14
日
（
水
）
ま
で
に
直

接
、
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て

い
る
求
職
番
号
が
必
要
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の 

取
扱
店
を
募
集

　
10
月
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
の

引
き
上
げ
な
ど
に
伴
う
影
響
を
緩
和
す
る

た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
取
扱

店
（
市
内
店
舗
）
を
募
集
し
ま
す
。

【広告】
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▽
商
品
券
の
有
効
期
間　
10
月
１
日
～
令

和
２
年
２
月
29
日

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
産
業
振
興
室
」
を
見
て
く
だ
さ

い
。

問　
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）

公
募
型
セ
ミ
ナ
ー 

受
講
者
募
集

　
市
内
事
業
者
か
ら
テ
ー
マ
を
公
募
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
９
月
10
日
（
火
）
午
後
６
時
～
７
時
30

分
、
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
３
階
第
１

セ
ミ
ナ
ー
室
、
テ
ー
マ
「
働
き
方
改
革
施

行
に
伴
う
こ
れ
か
ら
の
企
業
対
策
」、
市

内
在
住
・
在
職
の
人
30
人
（
申
込
順
）、

参
加
無
料
。

申
込
・
問　
９
月
６
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
２
８
・
０
７
５
１
）

三
市
合
同
企
業
就
職
面
接
会
の 

参
加
企
業
募
集

　
寝
屋
川
市
、枚
方
市
、交
野
市
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
枚
方
が
枚
方
雇
用
開
発
協
会
と
協

力
し
て
行
う
求
職
者
と
の
面
接
会
の
参
加

企
業
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
25
日
（
金
）
午
後
１
時
～

４
時
（
面
接
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）

▽
場
所　
市
立
市
民
会
館

▽
内
容　
企
業
別
ブ
ー
ス
内
で
求
職
者
と

面
接

申
込
・
問　
８
月
26
日
（
月
）
ま
で
に
電

話
で
枚
方
雇
用
開
発
協
会
（
☎
８
６
１
・

５
０
３
１
）
又
は
市
立
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
２
８
・
０
７
５
１
）

寝
屋
川
市
モ
ノ
づ
く
り
企
業 

総
合
展

　
市
内
外
の
モ
ノ
づ
く
り
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
や
自
社
技
術
力
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に

開
催
す
る
総
合
展
示
会
の
出
展
者
を
募
集

し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
５
日
～
28
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時

▽
場
所　
も
の
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
大
阪
（
東
大
阪
市
荒
本
北
一
丁
目
）

▽
対
象　
自
社
で
製
品
を
製
造
し
て
い
る

市
内
製
造
業
者
（
食
品
・
バ
イ
オ
関
係
は

不
可
）
10
社
（
申
込
順
）

▽
出
展
料　
無
料

※
①
期
間
中
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
も

開
催
し
ま
す
②
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問　
８
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）

モ
ノ
づ
く
り
き
ら
り
企
業
を 

募
集

　
優
れ
た
技
術
で
市
場
か
ら
評
価
を
受
け

る
企
業
や
事
業
活
性
化
に
向
け
た
先
進
的

な
取
り
組
み
を
進
め
る
企
業
を
「
き
ら
り

企
業
」
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

　
認
定
企
業
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
モ
ノ

づ
く
り
支
援
ネ
ッ
ト
」
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
な
ど
、
企
業
認
知
度
の
向
上

住宅の耐震診断・耐震改修補助

　住宅の耐震診断・耐震改修、リフォームなどの相談
に利用してください。

問　まちづくり指導課（☎825・2765）

○�木造住宅耐震診断が自己負担5000円程
度で受診可能

○�木造住宅耐震改修工事に要する費用を最大
90万円補助

○�木造住宅耐震設計に要する費用を最大�
10万円補助

※�補助を受けるためには要件があります。詳しくは市
ホームページ「まちづくり指導課」又は問い合わせて
ください。

耐震相談特設窓口を開設

８月20日～22日

市役所１階玄関ホール

日時・場所

午前10時～正午・午後１時～４時

【広告】

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

安
全
・
安
心
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や
技
術
の
Ｐ
Ｒ
促
進
を
図
る
ほ
か
、
補
助

金
上
限
額
を
拡
大
す
る
な
ど
、
活
性
化
を

支
援
し
ま
す
。

▽
対
象　
市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ

り
、
か
つ
、
引
き
続
き
１
年
以
上
同
一
事

業
を
営
ん
で
い
る
市
内
製
造
業
者

▽
認
定
期
間　
認
定
年
度
を
含
む
３
年

間▽
募
集
期
間　
８
月
１
日
～
30
日

※
応
募
に
は
、
市
経
営
支
援
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
推
薦
が

必
要
で
す
。

問　
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）安

全
・
安
心

防

　
　災

８
月
28
日
（
水
） 

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
緊
急
情
報
の
周
知
に
活
用
す
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
使
っ

た
自
動
放
送
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
内
52
か
所
に
設
置
し
て
い

る
屋
外
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
し
ま

す
。

▽
日
時　
８
月
28
日
（
水
）
午
前
11
時
頃

問　
危
機
管
理
室
（
☎
８
２
５
・
２
１
９

４
）乳

児
用
防
災
用
品
配
布
中

　
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
生
ま
れ
で
、

出
生
と
同
時
に
市
の
住
民
に
な
っ
た
子
ど
も

に
乳
児
用
防
災
用
品
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、
母
子
手

帳
を
持
っ
て
市
民
課
ま
で
来
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
民
課
（
☎
８
２
５
・
２
２
１
５
）

市
消
防
団
、
北
河
内
地
区
支
部 

総
合
訓
練
大
会
に
出
場
し
ま
す

　

市
消
防
団
は
、
8
月
18
日
（
日
）
午

前
9
時
か
ら
寝
屋
川
公
園
で
開
催
さ
れ

る
「
大
阪
府
消
防
協
会
北
河
内
地
区
支
部

総
合
訓
練
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。
こ

の
大
会
で
は
北
河
内
7
市
の
規
律
訓
練
、

ポ
ン
プ
操
法
模
範
訓
練
が
あ
り
、
本
市

を
含
む
５
市
が
停
止
間
規
律
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、地
域
の
安
全・

安
心
を
守
る
消
防
団
の
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

問　
危
機
管
理
室
（
☎
８
２
５
・
２
１
９

４
）

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
か
ら
の 

お
知
ら
せ

∧
「
救
急
の
日
」
に
伴
う

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
∨

　
９
月
11
日
（
水
）
午
後
２
時
～
５
時
、

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
用
方
法
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
知

識
と
技
術
及
び
指
導
技
法
を
再
習
得
、
寝

屋
川
市
・
枚
方
市
に
在
住
・
在
職
で
応
急

手
当
普
及
員
の
資
格
を
持
つ
人
30
人
（
申

込
順
）、
受
講
無
料
。

申
込
・
問　
８
月
27
日
～
30
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
電
話
で
枚
方
寝
屋
川

消
防
組
合
救
急
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
１

８
）

∧
甲
種
防
火
管
理
講
習
∨

　
９
月
７
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４

　
通
電
火
災
と
は
、
大
規
模

な
地
震
な
ど
に
伴
い
停
電
が

発
生
し
、
電
気
が
復
旧
し
た

際
に
発
生
す
る
火
災
で
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
や
東

日
本
大
震
災
で
発
生
し
た
建

物
火
災
の
約
６
割
が
電
気
が

原
因
の
火
災
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

∧
避
難
は
ブ
レ
ー
カ
ー
を

切
っ
て
か
ら
∨

　
地
震
後
に
避
難
し
、
無
人

と
な
っ
た
室
内
か
ら
時
間
差

で
出
火
す
る
た
め
、
発
見
・

初
期
消
火
が
遅
れ
、
散
乱
し

た
室
内
の
状
況
と
相
ま
っ
て

火
災
が
拡
大
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　
避
難
な
ど
で
自
宅
を
離
れ

る
と
き
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を

落
と
し
、
復
旧
後
は
電
気
機

器
や
コ
ー
ド
が
損
傷
し
て
い

な
い
か
、
近
く
に
燃
え
や
す

い
も
の
が
な
い
か
を
十
分
に

確
認
し
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
戻

し
て
く
だ
さ
い
。

∧
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の

設
置
を
∨

　
地
震
発
生
時
に
設
定
値
以

上
の
揺
れ
を
感
知
し
た
と
き

に
、
ブ
レ
ー
カ
ー
や
コ
ン
セ

ン
ト
な
ど
の
電
気
を
自
動
的

に
止
め
、
通
電
火
災
を
防
止

す
る
装
置
と
し
て
「
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
」
が
あ
り
ま
す
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
各
家
庭

に
是
非
設
置
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
危
機
管
理
室
（
☎
８
２

５
・
２
１
９
４
）

防 災

豆 知 識

通
電
火
災
を
防
止
す
る
た
め
に

乳幼児防災用品
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時
30
分
・
８
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

５
時
、
い
ず
れ
も
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合

消
防
本
部
、
寝
屋
川
市・枚
方
市
に
在
住・

在
職
の
人
で
防
火
管
理
の
資
格
を
必
要
と

し
、
適
切
に
業
務
を
遂
行
で
き
る
人
１
０

０
人（
申
込
順
）、受
講
料
４
０
０
０
円（
テ

キ
ス
ト
代
な
ど
、
初
日
に
納
付
）。

申
込
・
問　
所
定
の
用
紙
（
消
防
署
・
消

防
出
張
所
で
配
布
）
を
８
月
５
日
～
９
日

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分
に
直
接

窓
口
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
枚
方
寝
屋
川
消
防

組
合
予
防
指
導
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
１

２
、
ＦＡＸ
８
０
０
・
３
０
０
０
）

※
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

∧
普
通
救
命
講
習
会
∨

　
８
月
31
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
、
寝
屋
川
消
防
署
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
や
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
知
識

と
技
術
を
習
得
、
寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に

在
住・在
職・在
学
の
人
30
人
（
申
込
順
）、

受
講
無
料
。

申
込
・
問　
８
月
20
日
～
23
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
に
電
話
で
寝
屋
川
消
防
署

警
備
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
６
６
）

∧
消
防
吏
員
採
用
∨

▽
受
験
資
格　
①
大
学
②
短
大
・
高
等
専

門
学
校
・
専
修
学
校
③
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
人
又
は
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人
（
令
和
２
年
３
月
卒
業
見
込
み

を
含
む
）

▽
第
１
次
試
験　
９
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分

▽
対
象　
①
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
②

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
③
平
成
７
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
①
８
人
②
③

合
わ
せ
て
10
人

申
込・問　
直
接
窓
口
、郵
送（
簡
易
書
留
）

又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
８
月
23
日
～
９
月

２
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
＝
消
印
有
効

＝
に
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
人
事
課
（
〒

573
―
１
１
９
１
枚
方
市
新
町
一
丁
目
７
番

11
号
☎
８
５
２
・
９
９
２
２
）

　
　
※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

※
①
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
②

詳
し
く
は
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

税
・
保
険
・

年
金

各
種
保
険
・
医
療
制
度

差
押
財
産
の 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
の
た
め
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
公
売
し
ま
す
。

▽
出
品
予
定　
テ
レ
ビ
な
ど

▽
参
加
申
込
期
間　
８
月
16
日
午
後
１
時

～
９
月
４
日
午
後
11
時

▽
入
札
期
間　
９
月
10
日
午
後
１
時
～
９

月
12
日
午
後
11
時

※
①
滞
納
保
険
料
が
完
納
さ
れ
た
と
き

は
、
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
②
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
保
険
事
業
室
」

を
見
て
く
だ
さ
い
。

∧
国
民
健
康
保
険
料
は
貴
重
な
財
源
∨

　
国
民
健
康
保
険
の
財
源
は
、
加
入
者
の

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
と
府
の
交
付
金

な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
加
入
者

一
人
一
人
が
、
平
等
に
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
保
険
料
を
公
平
に
負
担
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
理
由
も
な
く
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、

財
産
調
査
（
預
金
・
生
命
保
険
・
不
動
産
・

給
与
な
ど
）
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
な
ど

の
滞
納
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
保
険
料
は
必
ず
納
付
期
限
内
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
で
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
保
険
事
業
室
（
☎
８
１
３
・
１
１
８

９
）

年
金
制
度

障
害
基
礎
年
金
や 

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
に
は 

請
求
が
必
要

∧
障
害
基
礎
年
金
∨

　
国
民
年
金
加
入
中
や
20
歳
前
に
初
診

日
（
初
め
て
医
師
の
診
察
を
受
け
た
日
）

が
あ
る
病
気
や
け
が
で
、
国
民
年
金
に
お

け
る
障
害
等
級
の
１
級
・
２
級
の
状
態
に

な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

∧
遺
族
基
礎
年
金
∨

　
国
民
年
金
加
入
中
の
人
や
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
資
格
期
間
（
原
則
と
し
て
25
年
）

を
満
た
し
た
人
が
死
亡
し
た
と
き
に
、
そ

の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子

の
あ
る
妻
・
夫
又
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
支
給
要
件
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問　
市
民
課
（
☎
８
２
４
・
１
１
８
１
）

納期限のお知らせ

＜納付相談など＞
　市税、国民健康保険料については、平常業務の
ほかに、毎週木曜日（祝日を除く）午後８時までと
毎月第４日曜日（８月は25日）午前９時～午後５時
30分に納付相談と納付を受け付けています。

＜口座振替が便利です＞
　納期限に自動で口座から引き落として納めることができます。申
し込みは、指定金融機関での手続きと各窓口やシティ・ステーション
などで手続きできます。納め忘れがなくなりますので利用してくだ
さい。手続き方法など詳しくは、各課へ問い合わせてください。

★市民税・府民税（普通徴収）
　第２期（市民税課）……………………９月２日
★国民健康保険料（保険事業室）………９月２日
★後期高齢者医療保険料（保険事業室）…９月２日

★保育所保育料（保育課）………………９月２日
★介護保険料（高齢介護室）……………９月２日
★留守家庭児童会保育料（青少年課）………９月２日

～忘れずに納めましょう～

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

税
・
保
険
・
年
金

安
全
・
安
心

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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インフォメーション

広報ねやがわ
令和元年８月号

健
康
・
福
祉

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

▽
日
時　
８
月
７
日
・
21
日
、
い
ず
れ
も

水
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▽
場
所　
市
保
健
所

申
込　
当
日
直
接

※
匿
名
・
検
査
無
料
、
梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ

ア
検
査
も
併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問　
保
健
予
防
課
（
☎
８
２
９
・
７
７
７

３
）風

し
ん
抗
体
検
査

▽
日
時　
８
月
14
日
・
28
日
、
い
ず
れ
も

水
曜
日
午
前
11
時
～
11
時
40
分

▽
場
所　
市
保
健
所

▽
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市

民
（
検
査
や
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
人
を
除
く
）
①
妊
娠
を
希
望

す
る
女
性
②
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
の
配

偶
者
③
妊
娠
し
て
い
る
女
性
の
配
偶
者

▽
検
査
料　
無
料

申
込
・
問　
前
日
ま
で
に
電
話
で
保
健
予

防
課
（
☎
８
２
９
・
７
７
７
３
）

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　
８
月
16
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

会
議
室
１
・
２
、
認
知
症
の
人
を
介
護
す

る
家
族
の
情
報
交
換
な
ど
、
参
加
無
料
。

申
込　
当
日
直
接

問　
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
３
８
・
０

感染症患者の支援
　結核やＨＩＶなどのいろいろな感染症患者が適切な医
療が受けられるように、相談や服薬の助言などの支援を
行います。

感染症対策
　感染症が発生したときに速やかに状況の把握を行
い、感染を拡大させないため、注意の呼び掛けなどの対
策を行います。
感染症予防啓発

　府全体で行う結核やHIVなどのキャンペーンに協働
して取り組み、市内の関係機関と協力して、感染症の正
しい知識の普及や予防の啓発を行っています。
　保健所ではHIV及び、性感染症に関する保健師によ
る相談や検査、風しん抗体検査も実施しています。

問　保健予防課（☎829・7773）

こんにちは、
寝屋川市保健所です

コ
ラ
ム

保健所ってどんな仕事しているの？
～感染症担当の役割～

　市が行っている健康づくりの教室やイベ
ント、健（検）診に参加し、ポイントを貯める
とクオカードなどの参加賞がもらえます。
　さらに、抽選で自転車などの健康グッズ
が当たるコースもあります。

期間▶　令和２年３月31日（火）まで
問　健康づくり推進課（☎812・2002）

※�応募方法など、詳しくは健
康づくり推進課や各シティ・
ステーションなどで配布し
ているリーフレットか市ホー
ムページ（右のＱＲコード）
を見てください。

豪華健康グッズが当たる!!
ワガヤネヤガワ

健康ポイント事業  

【広告】



19 広報ねやがわ
令和元年８月号

４
０
０
）

母
子
保
健

母
子
保
健
事
業

　
日
時
な
ど
は
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

問　
子
育
て
支
援
課
（
☎
８
３
８
・
０
３

７
４
）

乳
幼
児
健
康
診
査　

　
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
届
い
て
な
い
人
は
、
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

∧
４
か
月
児
健
康
診
査
∨

　
平
成
31
年
３
月
16
日
～
４
月
９
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　
平
成
29
年
11
月
16
日
～
12
月
23
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　
平
成
28
年
１
月
１
日
～
２
月
６
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
歯
の
親
子
教
室
∨

　
平
成
29
年
１
月
１
日
～
23
日
生
ま
れ
の

人
。

問　
子
育
て
支
援
課
（
☎
８
３
８
・
０
３

７
４
）

健
康
づ
く
り

お
盆
に
病
気
に
な
っ
た
ら

　
病
院
協
会
の
協
力
で
、
８
月
10
日
～
15

日
に
救
急
の
診
察
が
行
わ
れ
ま
す
（
下
の

表
の
と
お
り
）。

※
①
健
康
保
険
証
な
ど
を
必
ず
持
っ
て
来

て
く
だ
さ
い
②
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず

事
前
に
各
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問　
健
康
政
策
課
（
☎
８
１
２
・
２
３
７

２
）エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

　
８
月
２
日
・
９
日
・
30
日
、
い
ず
れ
も

金
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
５
階
多
目
的
ホ
ー
ル
、
40
歳
以
上

の
市
民
30
人
（
申
込
順
）、
参
加
費
１
８

０
０
円
（
月
３
回
）。

申
込
・
問　
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立

内　容 日　時 対　象 申　込

離乳食
講習会

離乳食の進め方につ
いての実演と指導

９月６日・20日、い
ずれも金曜日午後
１時30分～３時

４か月～７か月
の子どもと保
護者20組

開催日の
前日まで
に電話

育児相談

子育てについて、保
健師などが相談に応
じます。電話での相
談も受け付けていま
す。

月～金曜日（祝日
を除く）
午前９時
～午後５時30分

市内在住の人 直接窓口又は電話

母子保健事業

※いずれも市立保健福祉センター、申込順、参加無料です。

医療機関名
電話番号 診療科目

診療時間
８月10日（土） 11日（日） 12日（休） 13日～15日

藤本病院
☎824・1212 外科・内科

午前９時～翌日午前９時

ねや川サナトリウム
☎822・3561 精神科･心療内科

寝屋川ひかり病院
☎829・3331 外科・内科

星光病院
☎824・3333

整形外科・脳神経外
科・外科・内科・耳鼻科

寝屋川生野病院
☎834・9000

内科・外科・整形外科・
脳神経外科

小松病院
☎823・1521

①内科・循環器内科
②小児科　
※

①②午前９時
～翌日午前９時

午前９時～①翌日午前
９時②午前11時30分 ①午前９時～翌日午前９時

上山病院
☎825・2345

①通常診察
②外科・内科・脳外科・
整形外科
③外科・内科・脳外科

①午前9時～午後０時30分
②午後０時30分～５時
③午後５時～翌日午前９時

②午前９時
～翌日午前
９時

③午前９時
～翌日午前
９時

①午前9時～午後8時
③午後8時～翌日午前9時

松島病院
☎826・5021 外科・内科・小児科

午前９時～正午
午後５時30分～７時30分
（15日は午前９時～正午のみ）

お盆の救急診療

※ほかの診療はホームページなどで確認してください。

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

健
康
・
福
祉

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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インフォメーション

広報ねやがわ
令和元年８月号

西
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
３
８
・

１
４
４
１
）

自
分
で
健
康
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス 

～
今
が
始
め
時
、
ず
っ
と
糖
尿
病
知
ら

ず
講
座
～

　
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
糖
尿
病
を
予
防

す
る
正
し
い
方
法
を
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ

う
。

　
９
月
13
日
・
27
日
・
10
月
11
日
・
25
日
、

い
ず
れ
も
金
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分

（
計
４
回
）、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
健
康
指
導
室
、
定
員
40
人
（
申
込
順
）、

筆
記
用
具
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
一
時
保
育
を
行
い
ま
す
∧
６
か
月
～
就

学
前
の
子
ど
も
５
人
（
申
込
順
）
∨
。

申
込
・
問　
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
健
康

づ
く
り
推
進
課
（
☎
８
１
２・２
０
０
２
）

ど
こ
で
も
健
康
教
室 

～
備
え
あ
れ
ば
フ
レ
イ
ル
な
し
～

　
９
月
17
日
（
火
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
市
立
西
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

和
室
、
定
員
30
人
（
申
込
順
）、
健
康
運

動
指
導
士
と
保
健
師
に
よ
る
簡
単
な
体
操

な
ど
を
行
う
出
張
講
座
、
介
護
が
必
要
な

状
態
の
一
歩
手
前
「
フ
レ
イ
ル
」
を
予
防

す
る
た
め
の
生
活
の
工
夫
、
参
加
無
料
、

筆
記
用
具
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
を
持
っ
て

運
動
し
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

◎
一
時
保
育
を
行
い
ま
す
∧
６
か
月
～
就

学
前
の
子
ど
も
５
人
（
申
込
順
）
∨
。

申
込
・
問　
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
健
康

づ
く
り
推
進
課
（
☎
８
１
２・２
０
０
２
）

童
謡
唱
歌
を
歌
う
会 

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

　
９
月
18
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
20
分
、
市
立
中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
懐
か
し
い
童
謡
唱
歌
を
歌
い
ま

し
ょ
う
、
40
歳
以
上
の
市
民
80
人
（
申
し

込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
参
加
費
５

０
０
円
（
飲
み
物
代
な
ど
）。

申
込
・
問　
直
接
窓
口
又
は
往
復
は
が
き

に
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト
希
望
、
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
８
月
30
日
（
金
）
＝
必

着
＝
ま
で
に
市
立
中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
〒
572
―
０
０
０
４
成
田
町
３
番
６

号
☎
８
３
２
・
０
０
５
０
）

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　
９
月
30
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

診 療 日

内科・小児科・歯科

午前10時から
（受付は午前９時30分～11時30分）
午後１時から
（受付は午後０時30分～４時30分）
午後６時から
（受付は午後５時30分～８時30分）

保健福祉センター１階診療所☎828・3931

日曜日・祝日
年末年始（12月30日～１月４日）　

診療科目

診療時間
（受付）

場　　所

休日診療は保健福祉センターへ

※受診には、健康保険証・医療証などが必要です。

内科・
小児科・
歯科

小児科

　
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
は
ち
か
づ
き
ち
ゃ
ん
」

と
「
ね
や
丸
く
ん
」
が
今
年
も

一
緒
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
投
票
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
®

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
９
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）
を
見
て
く
だ
さ
い
。

「はちかづきちゃん」と「ねや丸くん」
「ゆるキャラ®グランプリ 2019」に参加します

８月１日
～10月25日

投
票
期
間

着
ぐ
る
み
を

　
　
貸
し
出
し
ま
す

　
「
は
ち
か
づ
き
ち
ゃ
ん
」
と

「
ね
や
丸
く
ん
」
の
着
ぐ
る
み

を
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
団
体
活
動

（
営
利
・
宗
教
・
政
治
活
動
な

ど
を
除
く
）
に
貸
し
出
し
て
い

ま
す
（
申
込
順
）。

申
込
・
問　
電
話
で
着
ぐ
る
み

の
空
き
状
況
を
確
認
後
に
所
定

の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
市
民
活
動
振
興
室
」
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
と
利
用
目
的

が
分
か
る
資
料
を
直
接
窓
口
又

は
郵
送
で
市
民
活
動
振
興
室

（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番

１
号
、
☎
８
２
５・２
１
２
０
）
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健
康
指
導
室
、
頭
痛
・
め
ま
い
・
物
忘
れ

に
つ
い
て
、
市
民
40
人
（
申
込
順
）、
参

加
無
料
。

申
込
・
問　
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
健
康

づ
く
り
推
進
課
（
☎
８
１
２・２
０
０
２
）

介
護
予
防
体
操
教
室

　
10
月
２
日
か
ら
の
第
１
水
曜
日
午
後
１

時
～
２
時
30
分
、
市
立
中
央
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
医
療
国
家
資
格
者
に
よ
る
、

転
倒
・
寝
た
き
り
予
防
の
た
め
の
、
筋
力

維
持
や
認
知
症
予
防
な
ど
に
も
効
果
が
あ

る
体
操
を
座
っ
た
ま
ま
で
行
え
ま
す
、
60

歳
以
上
の
市
民
、
参
加
無
料
。

申
込　
当
日
直
接　

問　
市
立
中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
３
２
・
０
０
５
０
）

ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト

　
夏
季
期
間
中
の
熱
中
症
対
策
と
し
て
、

次
の
施
設
を
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
（
涼
し
く

感
じ
る
場
所
）
に
指
定
し
て
い
ま
す
。
外

出
時
、
小
休
憩
所
と
し
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
場
所　
市
役
所
・
市
立
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
各
施
設
で
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

り
、ご
み
な
ど
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
づ
く
り
推
進
課 

（
☎
８
１
２
・

２
０
０
２
）高

齢
者
福
祉

今
日
か
ら
始
め
よ
う 

認
知
症
予
防
講
座

　
８
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時
～
３
時
30

分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
健
康

指
導
室
、
認
知
症
の
専
門
医
師
に
よ
る
認

知
症
や
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
の
講
話
、

65
歳
以
上
の
市
民
40
人
（
申
し
込
み
が
多

い
と
き
は
抽
選
）、
参
加
無
料
。

申
込
・
問　
８
月
21
日
（
水
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室
（
☎
８

３
８
・
０
３
７
２
）

男
性
介
護
者
の
交
流
会

　
８
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
セ
ミ
ナ
ー

室
、
介
護
経
験
の
あ
る
男
性
が
、
相
談
し

た
い
こ
と
や
介
護
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
話
し

合
い
ま
す
、
参
加
無
料
。

申
込　
当
日
直
接

問　
高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７

２
）介

護
予
防
ポ
イ
ン
ト
事
業 

サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
研
修

　
９
月
９
日
（
月
）
午
前
10
時
～
正
午
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
研
修
室

５
、
市
内
の
福
祉
施
設
な
ど
で
簡
単
な
手

伝
い
が
で
き
る
65
歳
以
上
の
人
。

※
活
動
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
と
交
付
金
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

申
込
・
問　
９
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
電

話
で
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
３
８
・

０
４
０
０
＝
土・日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
９
月
12
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
健
康
指
導

室
、
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
学

び
ま
す
、
参
加
無
料
。

申
込　
当
日
直
接

問 

高
齢
介
護
室（
☎
８
１
２・２
５
６
０
）

介
護
保
険
住
宅
改
修
給
付
券
方
式
施

工
登
録
事
業
所
の
募
集 

居
宅
介
護
支
援
専
門
員
対
象
研
修
会

　
10
月
１
日
（
火
）
か
ら
介
護
保
険
住
宅

改
修
費
を
給
付
券
方
式
で
の
取
り
扱
い
で

希
望
す
る
事
業
所
は
、
市
へ
の
登
録
が
必

要
で
す
（
既
に
登
録
し
て
い
る
事
業
所
も

更
新
が
必
要
）。
登
録
を
希
望
す
る
事
業

所
は
研
修
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
同
日
に
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
向
け
の
住
宅
改
修
に

関
す
る
研
修
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

すこやかライフすこやかライフ
健   康

１食でどれくらい食べたらいいの？
問　保健総務課（☎829・7771） 　　　

　健康的な食事を心掛けるといってい
ても、実際に何をどれだけ食べたらよい
かわからない人が多いのではないでしょ
うか？
　バランスよく食べるために「お弁当箱
バランス」があります。１食の量にぴった
りなサイズの弁当箱を選び、その中に
主食・主菜・副菜をそれぞれ「３・１・２」
の割合で詰め合わせます。

　「お弁当箱バランス」を意識すること
で、適量でバランスの良い１食を簡単に
つくることができます。実践に当たって
は、次のポイントがあります。
①�食べる人に合ったサイズの弁当箱を
選びましょう。例えば、１食あたり６５０
キロカロリーが必要な人は６５０ミリ
リットルの弁当箱になります。

②�各料理が動かない程度に、適量を詰
めましょう。
③��同じ調理法や調味料の料理は重なら
ないように、それぞれ１品ずつにしま
しょう。
④�彩りを工夫して全体的においしそう
に仕上げましょう。
　８月は、府の「食育推進強化月間」で
す。「お弁当箱バランス」を意識した食
事を実践していきましょう。

◦主食　ご飯、パン、麺類 など
◦主菜　魚、肉、卵、大豆製品 など
◦副菜　野菜、キノコ類、海藻類 など

１食に必要なエネルギー
量の目安（キロカロリー） 男性 女性

18～ 29歳 900 650
30 ～ 49 歳 900 700
50 ～ 69 歳 800 650
70歳以上 700 600

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば
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▽
日
時　
８
月
26
日
（
月
）、
①
施
工
登

録
事
業
所
向
け
…
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
午
後
３
時
～
４
時
30
分
②
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
向
け
…
午
後
１
時
～
２
時
30
分

▽
場
所　
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

会
議
室
１
・
２

▽
対
象　
住
宅
改
修
施
工
事
業
所
、
市
内

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
（
い
ず
れ
も
１
事

業
所
に
つ
き
１
人
）

申
込　
申
込
書
を
直
接
窓
口
、
郵
送
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
８
月
22
日
（
木
）
ま
で
に
高
齢

介
護
室
、
①
を
受
講
し
登
録
を
希
望
す
る

事
業
所
は
、
研
修
当
日
、
介
護
保
険
住
宅

改
修
施
工
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
申
込
書
・
登
録
申
請
書
は
高
齢
介

護
室
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
高
齢
介
護

室
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

問　
高
齢
介
護
室
（
〒
572
―
８
５
６
６
池

田
西
町
24
番
５
号
☎
８
３
８・０
５
１
８
、

ＦＡＸ
８
３
８
・
０
１
０
２
）

介
護
サ
ー
ビ
ス
整
備
事
業
者 

公
募
の
説
明
会

　
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所

者
生
活
介
護
４
か
所
、
認
知
症
対
応
型
共

同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）１
か
所
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
１
か
所
の
整

備
事
業
者
公
募
説
明
会
を
開
き
ま
す
。

　
西
北
圏
域
、
東
北
圏
域
、
西
南
圏
域
及

び
西
圏
域
で
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉

施
設
入
所
者
生
活
介
護
を
各
１
か
所
、
東

圏
域
で
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
を

１
か
所
、
東
圏
域
に
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
を
１
か
所
、
そ
れ
ぞ
れ
整
備
す
る

予
定
で
す
。

▽
日
時　
８
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時

▽
場
所　
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

セ
ミ
ナ
ー
室

申
込　
当
日
直
接

問　
高
齢
介
護
室（
☎
８
３
８・０
５
１
８
）

障
害
者
福
祉

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
申
請

∧
新
規
申
請
∨

　
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

に
常
時
介
護
が
必
要
な
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

▽
支
給
額　
①
特
別
障
害
者
手
当
…
月
額

２
万
７
２
０
０
円
②
障
害
児
福
祉
手
当
…　

月
額
１
万
４
７
９
０
円

※
対
象
者
や
申
請
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

∧
現
況
届
の
提
出
∨

　
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手

当
・
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
人

に
現
況
届
を
８
月
初
旬
に
送
り
ま
す
の

で
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
が
遅
れ
る
と
支
給
が
遅
れ
、
支
給

さ
れ
な
く
な
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
期
間　
８
月
９
日
～
９
月
11
日

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

申
請
・
問　
障
害
福
祉
課
（
☎
８
３
８
・

０
３
８
２
）

人

　権

８
月
女
子
会
ト
ー
ク

　
話
し
た
い
こ
と
、聞
い
て
み
た
い
こ
と
、

女
同
士
で
気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ

う
。

　
①
８
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
～

正
午
②
31
日
（
土
）
午
後
７
時
～
８
時
30

分
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
、
女
性
10
人

程
度
、
参
加
無
料
。

申
込　
当
日
直
接

問　
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・

５
７
８
９
）

ふ
ら
っ
と
市
民
セ
ミ
ナ
ー

∧
①
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
体

操
～
災
害
被
災
地
で
の
健
康
指
導
か
ら
の

ま
な
び
～
∨

　
災
害
被
災
地
で
、
心
身
の
不
調
を
改
善

す
る
た
め
の
健
康
指
導
活
動
を
行
う
講
師

に
よ
る
講
演
と
セ
ル
フ
ケ
ア
体
操
セ
ミ

ナ
ー
。

　
８
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
正
午
、

タ
オ
ル
・
飲
み
物
を
持
っ
て
動
き
や
す
い

服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

∧
②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
∨

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
国
際
社
会
共
通
の
目
標

で
す
。そ
の
目
標
の
一
つ
に「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
実
現
」
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は

ど
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
何
に
取
り
組

め
ば
よ
い
の
か
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
８
月
31
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時
。

　
　
※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

　
い
ず
れ
も
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
研
修

室
、
定
員
30
人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

◎
一
時
保
育
を
行
い
ま
す
∧
６
か
月
～
就

学
前
の
子
ど
も
で
年
齢
に
よ
り
２
人
～
６

人
（
申
込
順
）、無
料
、①
８
月
19
日
（
月
）

②
27
日
（
火
）
ま
で
に
予
約
∨
。

【広告】
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申
込
・
問　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ふ
ら
っ

と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・
５
７
８
９
、

ＦＡＸ
８
０
０
・
５
４
８
９
）

ふ
ら
っ
と
シ
ネ
マ 

「
わ
た
し
に
会
う
ま
で
の
１
６
０
０
キ
ロ
」

　
人
生
の
ど
ん
底
に
い
た
女
性
が
、
本
来

の
自
分
を
取
り
戻
す
た
め
、
砂
漠
と
山
道

を
３
か
月
か
け
て
１
６
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
歩
く
姿
を
描
い
た
実
話
。

　
９
月
６
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～
８

時
40
分
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
、
定
員

35
人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

申
込
・
問　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ふ
ら
っ

と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・
５
７
８
９
、

ＦＡＸ
８
０
０
・
５
４
８
９
）

子
育
て
・
教
育

寝
屋
川
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
９

　
教
職
員
・
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
が

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
と
い

う
目
標
を
共
有
す
る
た
め
に
開
き
ま
す
。

　
８
月
27
日（
火
）午
後
３
時
〜
５
時（
受

付
は
午
後
２
時
30
分
か
ら
）、
市
立
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
、
テ
ー
マ
「
子
ど
も
た
ち

一
人
一
人
に
学
ぶ
習
慣
と
学
び
続
け
る
力

を
身
に
付
け
る
た
め
に
～
子
ど
も
た
ち
を

は
ぐ
く
み
育
て
る
教
師
の
指
導
技
術
と
家

庭
・
地
域
で
の
か
か
わ
り
方
～
」、
参
加　

無
料
。

※
手
話
通
訳
を
行
い
ま
す
。

申
込・問　
総
合
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー（
☎

８
２
２
・
２
１
２
６
）

マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

∧
親
子
で
お
絵
描
き
セ
ラ
ピ
ー
∨

　
８
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分
、
市
立
学
び
館
、
年
少
児
～
小
学

生
と
保
護
者
５
組
（
申
込
順
）、
材
料
費

１
組
５
０
０
円
、
汚
れ
て
も
い
い
服
で
来

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
８
月
19
日
～
23
日
に
直
接
窓

口
又
は
電
話
で
市
立
学
び
館（
☎
８
２
２・

３
３
１
１
）

出
張
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

　
子
育
て
中
の
人
を
対
象
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
就
労
相
談
を
行
い

ま
す
。

　
８
月
９
日
・
23
日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日

午
前
９
時
50
分
～
午
後
１
時
（
１
人
40
分

程
度
、
完
全
予
約
制
）、
リ
ラ
ッ
ト
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
１
（
市
立
子
育
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
館
３
階
）、
相
談
無
料
。

※
完
全
個
室
、
子
ど
も
連
れ
可
、
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
有
り
。

申
込
・
問　
開
催
日
の
前
々
日
ま
で
に
市

公
式
ア
プ
リ
「
も
っ
と
寝
屋
川
」
又
は
電

話
で
市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）

入
園
・
入
学

誕
生
会

　
毎
日
午
前
11
時
30
分
～
正
午
（
８
月

13
日
～
15
日
と
第
３
日
曜
日
休
館
を
除

く
）、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
軽
ス
ポ
ー
ツ

室
、
カ
ー
ド
・
手
形
・
身
体
計
測
、
８
月

生
ま
れ
の
乳
幼
児
、
参
加
無
料
。

申
込　
当
日
直
接

問　
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

令
和
元
年
度
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

な
ど
の
中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　
対
象
者
が
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
国

が
行
う
も
の
で
、
合
格
し
た
人
に
は
高
校

へ
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象　
令
和
２
年
３
月
31
日
（
火
）
ま

で
に
満
15
歳
以
上
に
な
る
人
で
①
就
学
義

務
の
猶
予
又
は
免
除
を
受
け
た
②
就
学
義

務
の
猶
予
又
は
免
除
を
受
け
て
い
な
い

が
、
中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る

と
文
部
科
学
大
臣
が
認
め
て
い
る
な
ど

▽
試
験
日　
10
月
24
日
（
木
）

▽
試
験
会
場　
エ
ル
・
お
お
さ
か
（
大
阪

市
中
央
区
）

▽
試
験
科
目　
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理

科
・
外
国
語
（
英
語
）

「地域子育て支援拠点」のイベントは
34～ 35ページを見てください。
「地域子育て支援拠点」のイベントは
34～ 35ページを見てください。

て子育地域で地域で

子 ど も を 守 る 位 置 情 報  
（GPS）サービスを運用しています
　市立小学校１・２年生に位置情報（ＧＰＳ）端
末を無料で貸与しています。
　保護者が市公式アプリ「もっと寝屋川」など
から子どもの位置情報がいつでも確認できる
サービスを小学校２年生修了まで行っていま
す。
　申し込みがまだの人は、学校から配布してい
る案内を見てください。
問　教育政策総務課（☎８１３・００７０）

市公式アプリ
もっと寝屋川

iOS用 Android用

いつでも子ども
の居場所が分
かって安心です。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
・
教
育

人　
権
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▽
願
書
受
付
期
間　
８
月
19
日
～
９
月
６

日問　
教
育
指
導
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７

１
）

青

　少

　年

８
月
は
こ
ど
も
１
１
０
番
月
間

　
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
な
ど
か
ら
守
る
た

め
、
子
ど
も
た
ち
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込

ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
に
逃
げ
込
み
、

助
け
を
求
め
る「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
旗
＝
写
真

＝
の
掲
載
が
必
要
）。

「こども110番の家」の旗

　
協
力
し
て
く
れ
る
家
庭
又
は
既
に
協
力

し
て
い
て
旗
な
ど
が
劣
化
・
損
傷
し
て
い

る
と
き
も
、
校
区
の
小
学
校
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
家
庭
で
心
掛
け
、
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。

∧
５
つ
の
約
束
∨

○
一
人
で
遊
び
ま
せ
ん

○
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
行
き
ま
せ
ん

○
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
大
声

を
出
し
て
助
け
を
求
め
、「
こ
ど
も
１
１

０
番
の
家
」
へ
逃
げ
込
み
ま
す

○
誰
と
ど
こ
で
遊
ぶ
か
、
い
つ
帰
る
か
を

家
の
人
に
言
っ
て
か
ら
出
掛
け
ま
す

○
友
達
が
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

ら
、
す
ぐ
大
人
に
知
ら
せ
ま
す

問　
青
少
年
課
（
☎
８
１
３・０
０
７
５
）

ひ
ょ
う
た
ん
ラ
ン
プ
教
室

　
８
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３

時
、
南
寝
屋
川
公
園
、
市
内
在
住
・
在

職
・
在
学
で
10
歳
以
上
の
人
10
人
（
申
込

順
、小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）、参
加
無
料
、

弁
当
・
飲
み
物
、
汚
れ
て
も
い
い
服
又
は
エ

プ
ロ
ン
・
軍
手
を
持
って
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　
８
月
５
日
～
９
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
南
寝
屋
川

公
園
管
理
事
務
所
内
（
☎
８
２
４
・
６
２

６
２
）

ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ
ガ
ワ
・ 

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
募
集

　
市
内
産
業
の
振
興
を
推
進
す
る
事
業
と

し
て
、
学
生
を
対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

を
募
集
す
る
「
ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ
ガ
ワ
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催

し
ま
す
。
部
門
賞
を
受
賞
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
に
は
、
実
施
す
る
た
め
の
経
費
を

支
援
し
ま
す
。

▽
募
集
期
間　
８
月
19
日
～
10
月
20
日

▽
募
集
内
容　
市
内
で
の
起
業
・
事
業
化

を
想
定
し
た
、
地
域
課
題
や
社
会
的
課
題

を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

▽
応
募
部
門　
①
工
業
（
も
の
づ
く
り
）

②
商
業
③
農
業
④
協
働
（
各
分
野
連
携
）

▽
応
募
資
格　
市
が
包
括
連
携
協
定
を
締

結
し
て
い
る
学
校
法
人
に
所
属
す
る
学

生
・
生
徒

※
協
働
部
門
は
応
募
テ
ー
マ
「
み
ん
な
が

発
信
し
た
く
な
る
観
光
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
産
業
振
興
室
」
を
見
て
く
だ
さ

い
。

問　
産
業
振
興
室（
☎
８
２
８・０
７
５
１
）

市
民
活
動
講
座 

「
夏
休
み
の
宿
題
サ
ポ
ー
ト
」

　
８
月
７
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
民
会
館
４
階
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
ミ

ニ
黒
板
作
り
な
ど
、定
員
30
人（
申
込
順
）、

参
加
無
料
。

申
込
・
問　
８
月
５
日
（
月
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

市
民
体
育
館

中
学
生
卓
球
無
料
開
放

　
８
月
５
日
（
月
）・
８
日
（
木
）・
15
日

（
木
）、い
ず
れ
も
午
後
３
時
～
４
時
45
分
、

参
加
無
料
、
上
靴
が
必
要
。

申
込　
当
日
直
接

問　
市
立
市
民
体
育
館
（
☎
８
２
４
・
５

８
５
８
）

夏
休
み
宿
題
仕
上
げ
部
屋

　
８
月
８
日
～
10
日
の
午
前
９
時
30
分
～

【広告】
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正
午
、
小
・
中
学
生
が
集
中
し
て
宿
題
を

で
き
る
よ
う
に
会
議
室
を
開
放
し
ま
す
、

定
員
40
人
、
参
加
無
料
。

申
込　
当
日
直
接

問　
市
立
市
民
体
育
館
（
☎
８
２
４
・
５

８
５
８
）

ス
ポ
ー
ツ
無
料
体
験
教
室

∧
レ
ス
リ
ン
グ
∨

　
９
月
１
日
～
令
和
２
年
２
月
２
日
の
第

１
日
曜
日
午
後
１
時
～
２
時
30
分
（
11
月

の
み
第
２
日
曜
日
、
計
６
回
）、
柔
軟
体

操
・
基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
マ
ッ
ト
運
動

な
ど
レ
ス
リ
ン
グ
の
基
礎
を
学
び
ま
す
、

４
歳
～
中
学
生
15
人
（
保
護
者
の
送
迎
が

必
要
）、
動
き
や
す
い
服
装
・
上
靴
・
タ

オ
ル
・
飲
み
物
が
必
要
。

申
込　
当
日
直
接

問　
池
田
（
☎
８
２
１
・
８
０
７
３
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
者
講
習
会

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
新
規
に
利
用
す
る

人
は
、
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
時
間

に
遅
れ
る
と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

　
９
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時・13
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時・

23
日
（
祝
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時
、
16

歳
以
上
の
人
30
人
（
申
込
順
）、
受
講
料

３
５
０
円
（
利
用
許
可
証・テ
キ
ス
ト
代
、

当
日
納
付
）、
写
真
、
上
靴
、
住
所
を
確

認
で
き
る
免
許
証・保
険
証
な
ど
が
必
要
。

※
詳
し
く
は
市
立
市
民
体
育
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。　
　
　

申
込
・
問　
講
習
会
の
前
日
ま
で
に
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
体
育
館
（
☎

８
２
４
・
５
８
５
８
）

▽
日
時　

10
月
20
日（
日
）午
前
９
時

（
開
会
式
）＝
雨
天
中
止

▽
場
所　
打
上
川
治
水
緑
地

∧
①
満
腹
コ
ー
ナ
ー
出
店
募
集
∨

▽
対
象　
売
り
上
げ
の
全
て
を
活
動
資

金
に
充
当
す
る
市
内
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク

ル・社
会
教
育
団
体・地
域
協
働
協
議

会・地
域
の
団
体
な
ど

▽
募
集
店
舗　
20
店
舗（
申
し
込
み
が
多

い
と
き
は
抽
選
）

▽
出
店
内
容　
ア
ル
コ
ー
ル
を
除
く
飲

食
物
の
販
売（
１
店
舗
食
べ
物
２
種
類
ま

で
、飲
み
物
な
ど
の
同
時
販
売
可
）

※
火
気
使
用
の
と
き
は
消
火
器
が
必
要

で
す
。

▽
出
店
料　
一
区
画
２
０
０
０
円（
衛
生

費
）

※
テ
ン
ト・発
電
機・机
な
ど
は
実
費
で
レ

ン
タ
ル
が
あ
り
ま
す
。

◎
抽
選
会・打
ち
合
わ
せ
…
８
月
26
日

（
月
）午
後
７
時
、市
役
所
本
庁
２
階
第

１
会
議
室

※
必
ず
代
表
者
は
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
②
舞
台
演
技
参
加
者
募
集
∨

▽
出
演
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
１
団
体
５
分
～
15
分
程
度
）

▽
内
容　
ダ
ン
ス・エ
ア
ロ・各
種
演
武・

体
操
な
ど
見
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
又
は
会
場

に
い
る
み
ん
な
と
一
緒
に
楽
し
め
る
演
技

な
ど

▽
対
象　
ス
ポ
ー
ツ
団
体・サ
ー
ク
ル（
２

人
以
上
）15
団
体（
申
し
込
み
が
多
い
と

き
は
抽
選
）

▽
舞
台
の
大
き
さ　
９
メ
ー
ト
ル
×
９

メ
ー
ト
ル
、高
さ
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

∧
③
団
体
競
技
参
加
者
募
集
∨

▽
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

▽
対
象　
市
内
在
住・在
職・在
学
の
人

▽
種
目・内
容
な
ど　
下
の
表
の
と
お
り

　
　
※　
　
　
　
　
　
　
　
　
※

申
込・問　
所
定
の
申
込
書（
電
話
で
請

求
し
て
く
だ
さ
い
）を
①
直
接
窓
口
又
は

郵
送
で
８
月
20
日（
火
）＝
必
着
＝
②
直

接
窓
口
、郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
８
月
30

日（
金
）＝
必
着
＝
③
は
が
き
又
は
用
紙

（
１
団
体
に
付
き
１
枚
）に
参
加
種
目

名
、団
体
名
、代
表
者
の
住
所
、氏
名
、電

話
番
号
を
書
い
て
９
月
13
日（
金
）＝
必

着
＝
ま
で
に
エ
ン
ジョ
イ
フェス
タ
in
ね
や

が
わ
実
行
委
員
会
事
務
局（
〒
572
―
８
５

５
５
本
町
１
番
１
号
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

内
☎
８
１
３・０
０
７
４
、ＦＡＸ
８
１
３・０

０
８
７
）

２
０
１
９
エ
ン
ジ
ョ
イ
フ
ェ
ス
タ
in
ね
や
が
わ 

出
店
・
舞
台
出
演
者
・
団
体
競
技
を
募
集
し
ま
す

種目名（時間） 内　容 対　象
エンジョイ駅伝
午前９時30分

（集合は開会式前）

小学生・中学生・一般
男女６人１チームでタイム
を競います

24チーム

大縄跳び
午前 10時 20分

（集合は午前 10時５分）

10人１チームで、２人が
持ち手、８人が大縄の中
に入り、２分間で跳んだ
合計回数を競います

小学生の部…30チーム
中学生の部…24チーム
一般の部…45チーム

みんなで探せ！
NEYAGAWA BIG 

KARUTA
午前 11時 10分

（集合は午前 10時 55分）

８人１チームで、読み上
げられた「寝屋川かる
た」を１人ずつ取りに行
きます

小学生の部…36チーム
中学生の部…24チーム
一般の部…48チーム

事前申し込みが必要な団体競技

※申し込みが多いときは抽選、そのほかの団体競技は当日直接。

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉
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広報ねやがわ
令和元年８月号

【広告】【広告】

柔
道
教
室
（
２
期
）

　
９
月
４
日
～
12
月
13
日
の
毎
週
水
・
金

曜
日
①
小
学
生
…
午
後
６
時
30
分
～
７
時

30
分
②
中
学
生
以
上
…
午
後
８
時
～
９

時
、
基
本
動
作
・
礼
儀
作
法
な
ど
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
で
小
学
生
以
上
の
人

各
30
人
（
先
着
順
）、
受
講
料
…
小
・
中

学
生
８
０
０
０
円
（
別
に
保
険
料
８
０
０

円
が
必
要
）・
一
般
１
万
円
（
別
に
保
険

料
１
８
５
０
円
が
必
要
）。

※
１
期
参
加
者
は
保
険
料
不
要
。

申
込　
当
日
直
接

問　
「
市
柔
道
連
盟
」・中
川
（
☎
８
５
３・

３
３
５
６
＝
午
後
７
時
以
降
）

市
民
体
育
大
会 

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の
部

　
９
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
、
Ｂ
Ｔ
ラ

リ
ー
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
戦
（
男
子
・
女
子
・

混
合
）、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
中

学
生
以
上
の
人
（
男
子
・
女
子
各
３
人
、

男
子
の
代
わ
り
に
女
子
の
参
加
可
）、
参

加
費
１
人
１
０
０
０
円
（
当
日
納
付
）。

申
込　
所
定
の
用
紙
又
は
大
会
名
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い
た
も
の

を
直
接
窓
口
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
８
月

８
日
（
木
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
（
〒
572
―
０
８
２

３
下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市
民
体
育
館

内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　
前
部
（
☎
８
２
６
・
９
３
０
８
）

市
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン
グ
の
部 

兼
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
寝
屋
川
大
会　

　
９
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
、学
年
別・

体
重
別
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
（
フ
リ
ー
ス
タ

イ
ル
）、
協
会
登
録
者
又
は
市
内
在
住
・

在
学
の
４
歳
～
中
学
生
、
参
加
費
２
０
０

０
円
（
当
日
納
付
）。

申
込
・
問　
所
定
の
用
紙
を
郵
送
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
８
月
19
日
（
月
）
＝
必
着
＝
ま
で

に
「
市
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
事
務
局
」
池

田（
〒
572
―
０
８
３
１
豊
野
町
13
番
２
号
、

☎
８
２
１
・
８
０
７
３
、
ＦＡＸ
８
２
１
・
８

１
０
９
）

オ
ー
ル
ダ
ブ
ル
ス
卓
球
大
会

　
９
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
15
分
、
①

男
子
ダ
ブ
ル
ス
②
女
子
ダ
ブ
ル
ス
③
混
合

ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
終
了

後
）、い
ず
れ
も
一
般
の
部・１
１
０
歳（
２

人
の
合
計
年
齢
）
以
上
の
部
（
男
子
・
女

子
ダ
ブ
ル
ス
と
混
合
の
部
の
２
種
目
参
加

可
）、
参
加
費
１
組
…
一
般
２
０
０
０
円・

中
学
生
１
０
０
０
円
。

申
込　
所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
９
月
４
日
（
水
）
午
後
５

時
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
卓
球
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　
松
田
（
☎
８
２
２
・
１
５
５
６
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
10
月
６
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
、
①

男
女
シ
ン
グ
ル
ス
…
１
部
（
上
級
）・
２

部
（
中
級
）・
３
部
（
初
級
）
②
男
女
ダ

ブ
ル
ス
…
１
部
～
４
部
（
ペ
ア
の
合
計
年

齢
が
１
０
０
歳
以
上
）、協
会
登
録
者
（
申

込
時
に
登
録
可
）、
参
加
費
…
一
般
８
０

０
円
・
小
学
生
～
高
校
生
４
０
０
円
（
当

日
納
付
）。

※
昨
年
度
２
部
・
３
部
優
勝
者
は
各
上
の

部
で
出
場
、（
60
歳
以
上
の
人
は
い
ず
れ

の
部
で
も
出
場
可
）。

申
込　
所
定
の
用
紙
（
申
し
込
み
は
１
人

１
種
目
）
を
直
接
窓
口
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
９
月
24
日
（
火
）
午
後
４
時
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　
磯
部（
☎
06・６
９
３
３・５
５
６
４
）

市
民
体
育
館
杯 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
秋
季
交
流
大
会

　
10
月
13
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
、
ト

リ
ム
の
部
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
、
い
ず
れ
も

４
人
～
８
人
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
、
参
加

費
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円
（
当
日
納
付
）。

申
込　
所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
９
月
12
日
（
木
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

事
務
局
（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16

番
16
号
市
立
市
民
体
育
館
内
、ＦＡＸ
８
２
２・

６
８
０
０
）

問　
尾
崎
（
☎
８
８
８
・
２
３
１
３
）

池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

池
の
里
ク
ラ
ブ

∧
レ
ス
リ
ン
グ
教
室
無
料
体
験
∨

　
８
月
28
日
・
９
月
４
日
、
い
ず
れ
も
水

曜
日
午
後
７
時
～
８
時
30
分
、
マ
ッ
ト
運

動
を
中
心
に
体
力
づ
く
り
と
レ
ス
リ
ン
グ

の
基
礎
を
学
び
ま
す
、
年
中
児
～
中
学
生
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各
日
10
人
（
申
込
順
、
参
加
は
１
人
１
回

ま
で
）、
上
靴
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル
・
動

き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

電
話
又
は
池
の
里
ク
ラ
ブ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
池
の
里
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
☎
８
３
９
・
７
０
０
４
）

打
上
川
治
水
緑
地

市
長
杯 

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
９
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
＝
雨
天
の

と
き
は
15
日（
日
）、３
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル
、

個
人
・
団
体
戦
、
協
会
登
録
又
は
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
で
初
め
て
参
加
す
る

人
（
２
回
目
以
降
は
協
会
登
録
が
必
要
）、

参
加
費
１
人
３
０
０
円
。

申
込
・
問　
所
定
の
用
紙
と
参
加
費
を
８

月
22
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
に
直
接
、

「
市
グ
ラ
ウ
ン
ド・ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
」・

仲
内
（
大
利
町
22
番
27
号
☎
８
２
６
・
１

６
８
４
）

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

親
子
の
あ
キ
ャ
ン
プ

　
９
月
８
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
、
丸
ご
と
か
ぼ
ち
ゃ
グ
ラ
タ

ン
と
竹
で
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
、
定
員

30
人（
申
込
順
、子
ど
も
は
保
護
者
同
伴
）、

参
加
費
…
市
内
在
住
の
３
歳
～
小
学
生
＝

２
０
０
０
円
、
中
学
生
以
上
の
人
＝
２
５

０
０
円
、市
外
在
住
者
は
２
０
０
円
増
し
。

申
込
・
問　
８
月
７
日
（
水
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

乳
幼
児
と
親
の
自
然
体
験
活
動 

「
す
く
す
く
の
あ
」

　
９
月
20
日
（
金
）
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分
、
虫
メ
ガ
ネ
で
い
ろ
ん
な
も
の
を

見
て
み
よ
う
、
自
然
体
験
活
動
に
興
味
の

あ
る
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
10
組

（
申
込
順
）、
参
加
費
５
０
０
円
（
市
外
在

住
者
は
２
０
０
円
増
し
）。

申
込
・
問　
８
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

寝
屋
川
公
園

寝
屋
川
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
団
体
戦

　
９
月
15
日
（
日
）
午
前
９
時
＝
雨
天
中

止
、
男
子
複
・
女
子
複
の
オ
ー
プ
ン
団
体

戦
（
補
欠
２
人
）
、
募
集
総
数
18
チ
ー
ム

（
申
込
順
）
①
一
般
ク
ラ
ス
②
初
級
ク
ラ

ス
③
２
０
０
歳
ク
ラ
ス
（
４
人
の
合
計
年

齢
が
２
０
０
歳
以
上
）
、
予
選
リ
ー
グ

戦
、
本
戦
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
３
試
合
以
上

で
き
ま
す
、
参
加
費
…
１
チ
ー
ム
１
万
円

（
締
切
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
不
可
）
。

申
込　
所
定
の
用
紙
又
は
大
会
名
、
団
体

名
、
代
表
者
・
選
手
の
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
た
も
の
を
直
接
窓

口
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
）
で
９
月
７
日

（
土
）
ま
で
に
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

（
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　
小
林
（
☎
０
９
０
・
９
２
８
７
・
７

４
６
６
）

ほ
か
の
場
所
で
の
催
し

自
然
体
験
学
習
室

∧
大
人
自
然
工
作
シ
リ
ー
ズ
講
座

木
で
作
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
∨

　
９
月
４
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正
午
、

中
央
図
書
館
臨
時
図
書
室
１
階
、
イ
チ
ゴ

の
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
を
作
り
ま
す
、
定
員
20

人
（
先
着
順
）
、
参
加
無
料
。

申
込
・
問　
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
自

然
資
料
施
設
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
会
（
市
臨

時
図
書
室
１
階
☎
８
３
９
・
６
８
８
２
）

又
は
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
（
☎
８
１
３
・
０

０
７
４
）

天
体
観
測
イ
ベ
ン
ト
「
星
の
学
校
」

　
①
９
月
７
日
②
21
日
、
い
ず
れ
も
土
曜

日
午
後
７
時
30
分
～
９
時
＝
雨
天
決
行
、

野 外 活 動 セ ン タ ー

木造ロッジ10棟（定員５人〜80
人）、天体ドーム、屋外ステージ、
工作室、ミニアスレチック、アーチェ
リー場、ディスクゴルフ場、キャン
プファイアー場など

主な施設

毎月第３火曜日（祝日のときは
その翌日、７月～８月は休みま
せん）・年末年始

※�詳しくは市ホームページ「野外活動セン
ター」を見てください。

　野外炊飯・場内散策・ハイキング・キャン
プファイアー・ディスクゴルフ・自然観察・昆
虫観察・天体観測・アーチェリーなど、いろ
いろなプログラムが体験できます。

問　市野外活動センター
（四條畷市下田原2237☎0743・78・1910）

休所日

▲屋根のある自炊場

◀人気の滑り台

夏 休 み 体 験 し よ う

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉
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広報ねやがわ
令和元年８月号

【広告】

四
條
畷
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
集

合
・
解
散
）
、
天
体
観
測
の
話
や
望
遠
鏡

で
の
観
望
、
定
員
各
10
組
（
申
込
順
）
、

参
加
費
５
０
０
円
。

※
①
②
と
も
内
容
は
同
じ
で
す
。
雨
天
時

は
、
室
内
で
天
体
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま

す
。

申
込
・
問　
８
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

後
期
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　
９
月
８
日
～
10
月
13
日
の
毎
週
日
曜
日

午
前
９
時
～
11
時
（
10
月
６
日
を
除
く
、

計
５
回
、
雨
天
順
延
）
、
田
井
西
公
園
、

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
で
中
学
生
以
上

の
人
20
人
（
初
心
者
可
、
申
し
込
み
が
多

い
と
き
は
抽
選
）
、
参
加
費
３
０
０
０
円

（
当
日
納
付
）
、
ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
が
必
要
。

申
込　
所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
８
月
30
日
（
金
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　
小
野
（
☎
８
２
０
・
３
０
６
９
）

文
化
・
交
流

市
民
活
動
交
流
会

　
８
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
市
立
市
民
会
館
４
階
第
13
会
議
室
、

市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る
市
民
と
市
民
活

動
団
体
の
意
見
交
換
会
、
参
加
費
１
０
０

円
（
お
茶
代
）
。

申
込　
当
日
直
接

問　
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
１

２
・
１
１
１
６
）

歌
は
と
も
だ
ち

　
８
月
21
日
（
水
）
午
前
11
時
～
正
午
、

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
、
み
ん
な
で

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

申
込　
当
日
直
接

問　
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

魚
と
あ
そ
ぼ
う

　
８
月
24
日
～
25
日
午
前
10
時
～
午
後
５

時
、
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
、
ガ
ラ

ス
瓶
で
小
さ
な
水
槽
を
作
る
ボ
ト
ル
ア
ク

ア
リ
ウ
ム
や
金
魚
す
く
い
な
ど
。

申
込　
当
日
直
接

問　
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

多
文
化
交
流
ひ
ろ
ば

∧
講
演
会　
自
分
の
老
後
は
ど
う
し
た

い
？
ど
う
で
き
る
？
∨

　
8
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
市
立
市
民
会
館
４
階
研
修
室
、
海
外

と
の
比
較
か
ら
老
後
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
、
市
内
在
住
・
在
学
の
外
国

人
・
日
本
人
20
人
（
申
込
順
）
、
参
加
無

料
。

申
込　
８
月
６
日
（
火
）
か
ら
直
接
窓
口

又
は
電
話
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
寝
屋
川
市
国

際
交
流
協
会
」
（
☎
８
１
１
・
５
９
３
５

＝
日
・
月
曜
日
、
祝
日
、
８
月
11
日
～
19

日
を
除
く
）

問　
寝
屋
川
市
国
際
交
流
協
会
又
は
市
民

活
動
振
興
室
（
☎
８
２
５
・
２
１
２
０
）

避
難
訓
練
コ
ン
サ
ー
ト

　
８
月
31
日
（
土
）
午
後
２
時
、
市
立
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
、
市
民
管
弦
楽
団
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
中
に
災
害
が
起

こ
っ
た
設
定
で
避
難
訓
練
に
参
加
し
て
も

ら
い
ま
す
、
訓
練
後
は
再
び
コ
ン
サ
ー
ト

を
楽
し
め
ま
す
、
入
場
無
料
、
定
員
７
０

０
人
（
申
込
順
）
。

申
込
・
問　
直
接
、
市
立
市
民
会
館
（
☎

８
２
３
・
１
２
２
１
）

ね
や
が
わ
に
ぎ
わ
い
ス
テ
ー
ジ 

綾
小
路
き
み
ま
ろ　
爆
笑
ス
ー
パ
ー
ラ

イ
ブ
〜
知
ら
な
い
人
に
笑
わ
れ
続
け
て
〜

　
10
月
２
日
（
水
）
午
後
２
時
、
市
立
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
、
出
演
＝
綾
小
路
き
み

ま
ろ
（
漫
談
家
）
、
全
席
指
定
５
８
０
０

円
。

申
込
・
問　
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立

市
民
会
館
（
☎
８
２
３
・
１
２
２
１
）

市
立
市
民
会
館 

大
ホ
ー
ル
ひ
と
り
じ
め

　
①
10
月
３
日
（
木
）
午
後
１
時
～
５
時

②
４
日
（
金
）
午
後
６
時
～
10
時
③
５
日

（
土
）
午
後
１
時
～
５
時
、
大
ホ
ー
ル
の

舞
台
で
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
で
き

ま
す
、
い
ず
れ
も
申
込
順
、
費
用
（
１
区

分
、
60
分
）
２
０
０
０
円
。

申
込・問　
８
月
10
日（
土
）午
前
10
時
か

ら
直
接
窓
口
、午
後
２
時
か
ら
電
話
で
市

立
市
民
会
館（
☎
８
２
３・１
２
２
１
）
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　「人に喜んでもらいたい」。こ
の思いが高じて 40年前に始め
たのが、民謡「安来節」のコミ
カルな踊りや喜劇王チャップ
リンのパフォーマンス芸です。
　小学生の頃から茶目っ気ぶ
りを発揮。休み時間には友達を
笑わせる人気者でしたが、夫と
の出会いがパフォーマンス芸
を始めるきっかけでした。
　「物静かで子どもを見る目が
優しい夫を一生笑わせてあげ
たい」と思っていたある日のこ
と。お酒を飲めない夫が宴会の
場を盛り上げるために使って
いた〝ひょっとこ面〟を見つ
けると、クラスメートの笑いを
誘っていた小さい頃の思い出

がふつふつと湧いてきたとい
います。
　「お面より素の顔の方が面白
いわ」と言われ、口をとがらせ
てどじょうすくいを踊ったと
ころ、家族や知人に大うけ。仲
間内での評判が広がり、福祉施
設などから出演の依頼が来る
ようになりました。
　「お呼びがあれば断れない性
分なので」と声がかかればどこ
へでも。腰にビク、ザルを手に
したユーモラスな格好と動き
の踊りにチャップリンを真似
た芸も加わって人気を集めま
した。
　「恥ずかしいと思ったら何も
できません」と話し、披露する
場所や行事も様々。市民会館や
老人ホーム、寺院の落慶法要の
ほか大阪市内のディスコ店で
お立ち台に上がったこともあ
ります。さらに人形劇グループ
の交流イベントが開かれた米
国やハンガリーでも小道具を
持参して披露しました。
　仲睦まじい夫婦のストー
リーを考案し、観客も巻き込ん
で安来節を演じることも。「全
部我流ですが、みんなに笑って
もらい、その場がぱ～っと明る
くなってくれれば本当にうれ
しい」と、パフォーマンス芸に
ますます磨きをかけています。

ボランティアで
パフォーマンス芸40年
伊地智  友子さん（太秦桜が丘）

チャップリンに変身

小道具を前にする伊地智さん

vol.43

公

　演

社
明
12
地
区
合
同 

環
境
美
化
講
演
会

　
８
月
31
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
（
開

場
は
午
後
１
時
か
ら
）、
市
立
市
民
会
館

小
ホ
ー
ル
、「
我
が
家
の
環
境
大
作
戦
」・

講
師
＝
笑
福
亭
学
光
さ
ん
（
落
語
家
）、

入
場
無
料
。

※
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

申
込　
当
日
直
接

問　
市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委

員
会
事
務
局
（
市
市
民
活
動
振
興
室
内
☎

８
２
５
・
２
１
２
０
）

浪
曲
寄
席

　
９
月
23
日
（
祝
）
午
後
２
時
（
開
場
は

午
後
１
時
30
分
）
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー

ル
、
出
演
＝
京
山
幸
枝
若
さ
ん
＝
写
真

＝
・
京
山
若
菜
さ
ん
、
定
員
２
０
０
人

（
申
込
順
）
、
前
売
り
２
０
０
０
円
・
当

日
２
５
０
０
円
。

申
込
・
問　
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立

エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・
４
１
４
１
）

生
涯
学
習

文
化
講
座

∧
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ボ
ッ
ク
ス
∨

　
８
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
市
内
在
住・在
職・

在
学
の
15
歳
以
上
の
人
20
人
（
申
込
順
、

５
人
未
満
の
と
き
は
中
止
）、
参
加
費
２

５
０
０
円
。

申
込
・
問　
８
月
12
日
（
休
）
ま
で
に
直

浪曲寄席

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

文
化
・
交
流

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉
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接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

（
☎
８
２
８
・
４
１
４
１
）

パ
ソ
コ
ン
教
室

∧
オ
フ
ィ
ス
総
合
入
門
編
∨

　
８
月
28
日
～
10
月
16
日
の
毎
週
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分
（
計
８
回
）、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10

を
使
っ
て
、
ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル・パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在

学
の
15
歳
以
上
の
人
10
人
（
申
込
順
、
申

込
が
６
人
未
満
の
と
き
は
中
止
）、
受
講

料
１
万
３
０
０
０
円
（
教
材
費
２
５
９
２

円
が
別
に
必
要
）。

申
込
・
問　
８
月
20
日
（
火
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

（
☎
８
２
８
・
４
１
４
１
）

成
人
教
育
講
座

∧
笑
い
ヨ
ガ
∨

　
８
月
31
日
（
土
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
、
市
立
西
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

多
目
的
室
、
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
組

み
合
わ
せ
た
楽
し
い
健
康
体
操
、
市
内
在

住
・
在
職
・
在
学
の
20
歳
以
上
の
人
30
人

（
申
込
順
）、参
加
無
料
、ハ
ン
ド
タ
オ
ル・

上
靴
・
飲
み
物
を
持
っ
て
動
き
や
す
い
服

装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込　
８
月
10
日（
土
）か
ら
直
接
窓
口
、

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
市
立
西
南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
ＦＡＸ
８
３
８
・
２

３
２
２
）

問　
社
会
教
育
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７

６
）成

人
教
育
講
座 

お
も
し
ろ
京
都
再
発
見 

「
京
の
魔
界
・
怨
霊
伝
説
」

　
９
月
13
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
多
目
的
室
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在

学
の
20
歳
以
上
の
人
30
人
（
申
込
順
）、

参
加
無
料
、
筆
記
用
具
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
。

申
込　

８
月
９
日
（
金
）
か
ら
直
接
窓

口
、
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
立
南
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
ＦＡＸ
８
２
１
・
０

３
０
１
）

問　
社
会
教
育
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７

６
）

展

　示

な
か
ま
の
ひ
ろ
ば

　
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ
ー
に

写
真
や
製
作
物
な
ど
、
活
動
を
紹
介
す
る

展
示
を
行
う
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
展
示
期
間　
10
月
１
日
～
12
月
28
日

申
込・問　
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

８
１
２
・
１
１
１
６
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

∧
ア
ド
バ
ン
ス
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン
写
真
展
∨

　
８
月
９
日
～
14
日
の
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
14
日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

∧
寝
屋
川
治
水
公
園
を
描
く　
河
野
裕
子

個
展
∨

　
８
月
９
日
～
14
日
の
午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
14
日
は
午
後
４
時
ま
で
）。

∧
旺
玄
会
寝
屋
川
グ
ル
ー
プ
展
∨

　
８
月
23
日
～
28
日
の
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
28
日
は
午
後
５
時
ま
で
）、
洋
画・

日
本
画
。

∧
「
写
団
・
四
季
」
写
真
展
∨

　
８
月
30
日
～
９
月
４
日
の
午
前
10
時
～

午
後
６
時
（
９
月
４
日
は
午
後
４
時
ま

で
）。

問　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
☎
８
１
１
・
５

５
４
４
）

図

　書

　館

中
央
図
書
館
臨
時
図
書
室
で
の
催
し

∧
読
書
会
∨

　
９
月
１
日
（
日
）
午
後
２
時
、「
銀
河

鉄
道
の
父
」・
門
井
慶
喜
著
。

問　
市
立
中
央
図
書
館
臨
時
図
書
室
（
旧

教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
、
池
田
新
町
３
番
23

号
☎
８
３
８
・
０
１
４
１
＝
午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
）

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
説
明
会
…
９
月
４
日
（
水
）
午
前
10
時

～
正
午
、
講
習
会
…
９
月
11
日
～
10
月
２

【広告】

プリザーブドフラワー
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日
の
毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
、
説

明
会
・
講
習
会
に
全
回
参
加
で
き
意
欲
的

に
活
動
で
き
る
人
。

※
編
集
作
業
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
操
作
も

あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　
８
月
28
日
（
水
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
中
央
図
書
館
臨

時
図
書
室
（
☎
８
３
８
・
０
１
４
１
）

東
図
書
館
で
の
催
し

∧
な
つ
を
た
の
し
く
∨

　
８
月
１
日
～
31
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
夏
・
ま
っ
盛
り
∨

　
８
月
１
日
～
31
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
夏
の
東
図
書
館　
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
∨

　
８
月
２
日
～
４
日
、
幼
児
・
小
学
生
１

０
０
人
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）。

問　
市
立
東
図
書
館
（
☎
８
２
３
・
０
６

６
１
）

駅
前
図
書
館
で
の
催
し

∧
０
歳
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

「
だ
っ
こ
で
よ
ん
で　
あ
そ
ん
で
よ
ん
で
」

～
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
楽
し
む
時
間
～
∨

　
①
９
月
５
日
…
絵
本
と
わ
ら
べ
唄
を
子

ど
も
た
ち
へ
②
12
日
…
０
・
１
・
２
ど
ん

な
絵
本
が
あ
る
の
か
な
③
26
日
…
子
育
て

に
わ
ら
べ
唄
を
④
10
月
３
日
…
絵
本
で
あ

そ
ぼ
う
、
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
前
10
時
30

分
～
11
時
15
分
、乳
児
と
保
護
者
20
組（
申

込
順
）。

申
込
・
問　
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
中
央

図
書
館
臨
時
図
書
室
（
☎
８
３
８
・
０
１

４
１
）

∧
夏
の
工
作
教
室
∨

　
８
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
（
受

付
は
午
後
２
時
15
分
）、小
学
生
15
人
（
申

込
順
、低
学
年
は
保
護
者
同
伴
）、工
作（
ピ

ン
ボ
ー
ル
カ
メ
ラ
）、
参
加
無
料
。

申
込
・
問　
８
月
３
日
（
土
）
午
前
10
時

か
ら
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
駅
前
図

書
館
（
☎
８
１
１
・
５
５
４
４
）

地
域
連
携
型
公
開
講
座

∧
環
境
に
や
さ
し
い
建
物
の
デ
ザ
イ
ン

～
建
築
環
境
工
学
の
視
点
か
ら
～
∨

　
８
月
21
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
～
８

時
、
駅
前
図
書
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
定

員
40
人
（
申
込
順
）、
無
料
。

申
込　
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
中
央
図
書
館
」
に

掲
載
）
８
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
摂
南
大

学
研
究
支
援
・
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー
（
ＦＡＸ

８
３
９
・
９
１
８
８
）

問　
摂
南
大
学
研
究
支
援
・
社
会
連
携
セ

ン
タ
ー
（
☎
８
２
９
・
０
３
８
５
＝
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５

時
）
又
は
市
立
中
央
図
書
館
臨
時
図
書
室

（
☎
８
３
８
・
０
１
４
１
＝
午
前
９
時
30

分
～
午
後
５
時
）

移動図書館

８月

５日（月）

19日（月）

26日（月）

香里北・西（香里浄水場）午後２時～４時

香里北・西（香里浄水場）午後２時～４時

香里北・西（香里浄水場）午後２時～４時

内　容 対　象 時　間 場　所
中央図書館 東図書館 駅前図書館

おはなし会
幼児・小学生

午後3時 第3土曜日 第2・4土曜日
大型絵本など 午後３時 第４土曜日

絵本タイム
乳幼児 午前10時30分 毎週木曜日 毎週水曜日 毎週金曜日　
幼児・小学生 午後２時 第1・3・５土曜日 　

かみしばいタイム 幼児・小学生 午後３時 第1・3日曜日
絵本で子育て
にこにこ赤ちゃん 乳児と保護者 午前10時30分 　 毎週火曜日　

ミニミニおはなし会 幼児・小学生 午前11時 毎週土曜日

図書館定例行事

【広告】【広告】
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広報ねやがわ
令和元年８月号

のときは8日（日）、大利公園、￥無料。
＜講習会＞
8月7日・28日、いずれも水曜日午後1時
30分～3時、大利公民館、￥無料。
問　「知輪会」・関根（☎090・3840・
3227）
書道入門講座
①小筆・仮名入門…9月4日～25日②毛
筆小筆の基礎（宛名・手紙文）…10月2日
～23日③小筆・くらしの実用書入門…11
月6日～27日、いずれも毎週水曜日午前
10時30分～正午（計4回）、木田町公民
館、定員10人（申込順）、￥2160円（資料
代）、書道用具（初日に購入可）が必要。
申込・問　「市書道協会」・髙木（☎
090・3263・2241）
マンドリン・ギター
9月14日（土）午後2時（開場は午後1時
30分から）、アルカスホール、シャンソンメド
レー・ポールモーリア特集・パストラルファン
タジー・広い河の岸辺、￥無料。
問　「香里マンドリンアンサンブル」・中島

（☎080・5357・3508）
秋バザー
10月4日（金）午前10時、市民会館小ホー
ル、日用品・食器・雑貨・衣料・古着など。
問　ワークセンター小路を支える会

（ワークセンター小路内☎820・6135）

募　集
合気武道
毎週水曜日午後7時30分～10時、八坂
公民館、型中心の護身術、￥年3000円・
月3000円、初心者・体力に自信のない
人も歓迎。
問　「合気武道」・平杉（☎090・5069・
7610）
女子ソフトボール
毎週土・日曜日と祝日の午前9時～午後
5時、木田小学校、小学生が対象、￥月
2000円（保険代が別に必要）、体験あり。
問　「レッドガールズ」・西原（☎090・
8538・6441）
クラシックギター
第2・4火曜日午後1時～5時、市民会館、
ギター合奏と独奏の練習で楽しみましょ
う、￥月1000円。
問　「ギターサークル・メトロ」・村福（☎
090・6377・6161）
社交ダンス
月4回木曜日、①初心者…午後3時～4
時②経験者…午後4時～5時、池の里市
民交流センター・プロの講師が指導しま
す、￥入会2000円・月2500円、初心者・
見学歓迎。

問　「ローズクォーツ」・ニイノミ（☎070・
6921・9903）
女声コーラス
第1～4木曜日午前10時～正午（祝日を
除く）、エスポアール、正しい発声を学び
ながら一緒に楽しみませんか、￥入会
1000円・月3500円、見学体験無料。
問　「レ・サンドリオン」・南（☎090・
9286・9684）

　「市民情報ひろば」は、市民の皆さ
んの情報交換の場です。市の行事と
関わりはありません。内容は直接問い
合わせてください。
　政治・宗教・営利を目的としたもの
は掲載できません。同一イベントの掲
載は１回、会員募集の掲載は６か月に
１回が限度です。発行日以前に行わ
れるイベントや定員のある催しの申
込開始日又は申込終了日が発行日以
前のときは掲載できませんので、早め
に連絡してください。誌面に限りがあ
るため、記事の編集や掲載ができな
いこともあります。
◎�原稿の締切日は、掲載号の約２か
月前です。
　掲載について、詳しくは広報広聴
課に問い合わせてください。

局（〒530―8660大阪市北区中之島二
丁目1番45号（☎06・6206・7748、ＦＡＸ
06・6233・6080）
自衛官などを募集
○対象…一般曹候補生・自衛官候補生

（18歳～32歳）、航空学生＜高卒（見
込みを含む）、海上（18歳～22歳）・航空

（18歳～20歳）＞
※受付期間・試験日程など、詳しくは問
い合わせてください。
問　自衛隊守口出張所（☎06・6997・
7339）
「かざぐるま」を見学
北河内４市リサイクルプラザ（愛称「かざ
ぐるま」）は、寝屋川市・枚方市・四條畷市・
交野市の各家庭から分別排出されたペッ
トボトルやプラスチック製の容器包装をリ
サイクルするため、異物を取り除いて選別
し、圧縮梱包の処理を行う施設です。
施設では選別作業の見学ができます。
地球環境問題などを学習できる啓発フ
ロアもありますので利用してください。
○見学時間…月～金曜日午前９時～午
後５時（年末年始を除く）
※団体予約は2か月前から受け付けてい
ます（120人まで）。
申込・問　北河内４市リサイクル施設組
合事務局（☎823・2038＝午前９時～午
後５時30分（土・日曜日、年末年始を除く）
府営住宅入居者総合募集
〇募集…新住宅（一般世帯向けなど）・
空き家住宅（一般世帯向け・福祉世帯向
けなど）
○申込書配布日時・場所…８月１日～15
日、市役所総合案内、保健福祉センター
の1階受付、堀溝サービス窓口（土・日
曜日、祝日は除く）、各シティ・ステーション

（期間中は無休）
申込・問　郵送又は府ホームページ「く
らし・住まい・まちづくり」から８月15日

（木）＝消印有効＝までに大阪府営住宅

寝屋川管理センター日本管財株式会社
（☎８１２・２８６０）
調停手続無料相談
8月21日（水）午前10時～正午、市広報
広聴課相談室、調停制度の利用につい
ての相談など、定員３人（申込順）。
申込・問　電話で8月15日（木）までに大
阪民事調停協会（☎06・6363・3091＝
火・木曜日午前10時～午後4時）
行政書士日曜無料相談会
8月25日午後1時～3時、アルカスホー
ル、遺言・相続・成年後見・内容証明の作
成など。
申込　当日直接
問　「大阪府行政書士会枚方支部」・渋
谷（☎814・9920）
学校説明会
9月14日（土）①午前10時～正午②午後
1時30分～3時30分、府立大学工業高
等専門学校、中学生と保護者各180人

（申込順）、￥無料、申込方法など詳しく
はホームページを見てください。
問　府立大学工業高等専門学校総務課

（☎821・6401）
全国一斉「子どもの人権110番」
強化週間
子どもをめぐる人権問題について専門
の相談員が相談を受け付けます。一人
で悩まずに電話してください。
※秘密は守ります。
〇実施期間…8月29日～9月4日午前８
時30分～午後7時（土・日曜日は午前10
時～午後5時）
〇相談内容…いじめ、不登校、体罰、児
童虐待など子どもの人権問題
〇専用電話番号…☎0120・007・110
問　大阪法務局人権擁護部（☎06・
6942・9496）
寝屋川公園イベント
＜①夏の星空観察会＞
8月4日（日）午後7時～8時30分＝雨天

曇天は中止、定員100人（子どものみの
参加不可）、￥無料。
＜②じゃんぼかぼちゃ見学会＞
8月23日（金）午前10時30分～11時45
分、￥無料。
＜③草木染めで夏のスカーフ作り＞
8月24日（土）午後1時～3時、大人15人

（申込順）、￥1000円（スカーフ代）、エ
プロン・ゴム手袋・汚れてもよい服で来て
ください。
　　※　　　　　　　　　　　※
申込　①③前日までに直接窓口又は電
話②当日直接
問　寝屋川公園管理事務所（☎824・
8800）

　いろいろな事
じじょう

情で小
しょう　ちゅうがっこう

・中学校を

卒
そつぎょう

業できなかった人
ひと

、十
じゅうぶん

分な教
きょういく

育を

受
う

けられないまま中
ちゅうがっこう

学校を卒
そつぎょう

業した

人
ひと

が夜
やか ん

間に学
まな

ぶ学
がっこう

校です。「ひらがな」

から勉
べんきょう

強できます。

○�対
たいしょう

象　大
おおさかふ

阪府に住
す

む、平
へいせい

成 31 年
ねん

４

月
がつ

１日
にち

現
げん

在
ざい

で 15歳
さいいじょう

以上の人
ひと

（国
こくせき

籍

は問
と

いません）

○�授
じゅぎょうりょう

業料　無
むりょう

料

○�受
うけつけきげん

付期限　９月
がつ

10 日
にち

（火
かようび

）
申
もうしこみ　といあわせさき

込・問合先
守
もりぐちしりつ　　　　　がくえんやかんがっきゅう

口市立さつき学園夜間学級

（守
もり ぐ ち し

口市春
かすがちょう

日町 13 番
ばん

26 号
ごう

☎ 06・
6991・0637、ＦＡＸ 06・6996・2082）

 守
もりぐちしりつ

口市立さつき学
がくえん

園

夜
やかんがっきゅう

間学級の生
せ い と

徒を募
ぼしゅう

集
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市民情報ひろば

【原稿締切日のお知らせ】
○10月号…8月8日（木）
○11月号…9月6日（金）
※￥は活動にかかる費用です。

イベント
夏休み木工教室
8月4日（日）午前10時～午後3時、池田
新町16番33号、木工教室と包丁研ぎ

（2本まで）、5歳～小学校6年生の人30
人、￥無料。
申込　当日直接（事前予約可）
問　「住宅デー実行委員会」・市吉（☎
838・0070）
親子サマーコンサート
8月5日（月）午後2時（開場は午後1時
30分）、市民会館、親子で一緒に歌って
踊りましょう、￥無料。
問　「ママバンドぷちみるく」・村井（☎
090・5243・5351）

相続・遺言・後見のセミナー
8月18日（日）午後1時、ふれあいプラザ
香里、自筆証書遺言についての法律改
正、￥無料。
申込・問　「香里園 行政書士の会」・し
かた（☎888・0807）
こっこ保育園夏祭り
8月24日（土）午後4時30分～7時＝雨天
決行、こっこ保育園（中木田町）、子どもた
ちの出し物・太鼓演奏・模擬店・遊びコー
ナーなど、親子で遊びに来てください。
問　こっこ保育園を支える会（☎820・
3939）
前結び着付ショー
8月24日（土）午後1時30分～3時30分、
アルカスホール、￥無料。
申込・問　「前結び着付研究会」・宮原

（☎090・4566・6446）
寝屋川戦争・原爆展
8月25日（日）午前10時～午後3時30
分、市民会館、パネル展示「戦争と原
爆」広島・長崎での被爆証言、￥無料。
問　実行委員会（☎828・4730）
ストレッチリラックスヨガ
①8月28日（水）午後1時～2時15分…
池の里市民交流センター②30日（金）午
前10時～11時15分…市民会館、凝りや
むくみを解消しましょう、いずれも定員20

人（申込順）、￥500円、飲み物・ヨガマッ
ト又はバスタオル・動きやすい服装で来
てください。
申込・問　8月29日（木）までに電話で

「こころヨガ」・鳥井（☎090・6964・
9853）
親子調理講習会
8月31日（土）午前10時30分～午後1
時30分、パルコープ寝屋川組合員会館

（大利町）、話と交流・子ども食育体験・
親子調理（三度豆のごまみそ炒め・冬瓜
スープ・こんぶごはん）、小学生以上の子
どもと保護者30人（申し込みが多いとき
は抽選）、￥350円。
◎一時保育を行います（1歳以上の子ど
も、無料）。
申込・問　8月16日（金）午後4時までに電
話で寝屋川・子どもたちの給食をよくする
会（新婦人寝屋川支部内☎823・7411）
福祉大バザー
8月31日～9月1日の午前10時～午後8時

（1日は午後7時まで）、平和堂アル・プラザ
香里園、布雑貨・手織り製品・手すき和紙
製品・クッキー・パウンドケーキなどの販売。
問　「実行委員会」・柳（パゴダの丘作
業所合掌園☎835・2800）
越中おわら踊り
9月7日（土）午後5時～7時30分＝雨天

公共機関・団体
母子家庭等就業・自立支援センター
就職や転職、職場の悩みなどについて
相談を受け付けます。
月～土曜日午前10時～午後４時（要予約）、
谷町福祉センター６階、求人の情報提供・
職業紹介・面接に備えた就職セミナー。
◎一時保育を行います（２歳～就学前の
子ども）。
申込・問　府母子家庭等就業・自立支援
センター（〒540―0012大阪市中央区
谷町五丁目４番13号谷町福祉センター
内☎06・6762・9498）
税務署からのお知らせ
＜中学生・高校生の

「税についての作文」募集＞
中学生・高校生に税に対する関心を高
め、正しい理解を深めてもらうため、「税
についての作文」を募集します。
○テーマ・文字数…中学生「税に関する
こと」（1200字以内）・高校生「税の意
義と役割について考えたこと」（800字～
1200字）、いずれも1人1編、題名は自由
※①作品は返却しません②優秀作品に
は賞状と記念品を贈呈し、国税庁ホーム
ページなどで発表します。
応募　作文の冒頭に題名・学校名・学
年・氏名、末尾に応募者の住所（学校か
ら応募するときは不要）を書いて、中学
生…９月４日（水）までに所属する学校、
高校生…９月5日（木）までに枚方税務署
又は所属する学校
＜小学生の「税に関する習字」作品募集＞
小学生に「税」に関する文字を書くこと
によって「税」とは何かを考えてもらうた
め「習字作品」を募集します。
○テーマ…税に関するもの（１人１作品）

○作品の規格…半紙
※優秀作品には賞状と記念品を贈呈し
ます。
応募　作品の左側に学校名・学年・氏名
を書いて9月5日（木）までに所属する学校
　　※　　　　　　　　　　　※
問　枚方税務署総務課（☎844・9521）
個人事業税の第1期分納期限は
9月2日（月）
8月に第1期分と第2期分の納付書を送付
しますので、納期限までに納めてください。
※①年間の税額が1万円以下のときは、
第2期分の納付書はありません②納税に
は便利な口座振替を利用してください。
問　府北河内府税事務所（☎844・
1331）
心の輪を広げる体験作文・障害者週
間のポスターの募集 
障害のある人とない人との心の触れ合
いの体験を綴った作文や障害者への理
解を促進するポスターを募集していま
す。入賞者には、賞状などを贈呈します。 
○作文…４００字詰め原稿用紙（縦書き、
点字や電子メールでの応募も可）で①
小・中学生は２枚～４枚②高校生・一般は
４枚～６枚 
○ポスター…Ｂ３画用紙又は四つ切り画
用紙（縦長のみ）、小・中学生のみ
申込・問　直接窓口又は郵送で９月４日

（水）＝消印有効＝（土・日曜日、祝日を
除く）までに府福祉部障がい福祉室障
がい福祉企画課権利擁護グループ（〒
540―8570大阪市中央区大手前三丁
目２番12号（☎06・6941・0351、ＦＡＸ06・
6942・7215） 
人権を考える映画会
「ワンダー君は太陽」
9月14日（土）①午前11時②午後2時

（開場は各30分前）、いずれもメセナ
ひらかた会館多目的ホール（枚方市新
町）、340人（申込順）、￥無料。

◎一時保育を行います＜6か月～就学前
の子ども、各回10人（申込順）＞。
申込・問　8月20日（火）午前９時から
電話又はＦＡＸ、メール（アドレスは問い
合わせてください）にイベント名、希望時
間、氏名（ひらがな）、電話番号、保育の
有無（有りのときは子どもの氏名・年齢）
を書いて枚方市人権政策室（☎072・
841・1259、ＦＡＸ841・1700）
※詳しくは、ホームページを見てください。
大阪労働局からのお知らせ
毎月勤労統計調査における不適切な取
り扱いについては、厚生労働省（大阪労
働局）で信頼回復に全力で取り組みま
す。今後の追加給付に向けて迅速かつ
正確な支給に努めます。
※詳しくは、問い合せ専用ダイヤル又は
大阪労働局ホームページを見てください。
＜追加給付問い合わせ専用ダイヤル

（通話料無料）＞
いずれも平日午前8時30分～午後８時、
土・日曜日、祝日午前8時30分～午後5
時15分）
○雇用保険…☎0120・952・807
○労災保険…☎0120・952・824
○船員保険…☎0120・843・547
問　大阪労働局労働基準部労災補償課

（☎06・6949・6507）
金融・経済講演会
9月6日（金）午後7時～8時30分、ブリー
ゼプラザ小ホール（大阪市北区）、くらし
とお金に役立つ講演会「働く世代の生
活再建のための住まいとお金の知識の
備え～ここから一歩を踏み出すための防
災の家計簿～」、府民200人（申込順）、
￥無料。
申込・問　はがき、ＦＡＸ又はメールに日
付、郵便番号、住所、氏名（フリガナ）、年
齢、電話番号、同伴者の氏名・年代、「広
報ねやがわ」と書いて８月28日（水）＝必
着＝までに大阪府金融広報委員会事務
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つどいの広場

子育て支援センター
施　設 日　時 内　容 申込・定員

③�たんぽぽ
　保育所
☎823・2900

８月27日（火）
午前10時～11時30分 色水あそび 当日直接
９月４日・11日・18日・10月２日、いず
れも水曜日午前10時～11時30分

★Ⅱ期うさぎ教室
９月１日現在、０歳の子どもと保護者

８月21日（水）から電話予
約、定員各12組

④寝屋川めぐ
み保育園

☎833・3301

８月９日（金）午前10時～正午 ぴーなっつ（双子や多胎児同士の交流）
双子の先輩ママとの話、水遊び 当日直接

８月29日（木）・９月２日（月）・９月５日
（木）午後３時～４時15分

０歳はっぴぃ（３回シリーズ）
手作りおもちゃ・ふれあい遊び・交流など、２か月
～12か月の子どもと保護者

電話又は直接窓口予約、初
めて・月齢の低い人優先、
定員10組

⑤�あやめ
　保育園
☎822・1365

８月16日（金）午前11時～正午 パパとあそぼう
当日直接８月28日（水）

午前11時30分～正午
８月生まれのおたんじょうび会

誰でも参加できます

⑥�大阪聖母
　保育園
☎802・5620

８月６日（火）
午前10時～11時30分

「水あそびのおもちゃ作り」と身体計測
０歳の子どもと保護者

当日直接
８月20日（火）午前10時～11時

そらまめのおうち「うんどう遊び」
２歳以上の子どもと保護者、動きやすい服装で
来てください

⑦きんもくせい
　保育園
☎802・3535

９月４日（水）
午前10時15分～11時15分

きらきら広場
平成29年４月１日以前生まれの就園前の子ども
と保護者

電話又は直接窓口予約

９月の毎週木曜日午前10時15分
～11時15分

ここちゃん広場（４回コース）
平成29年４月２日～９月30日生まれの子どもと
保護者

電話又は直接窓口予約、定
員10組程度

⑧池田すみれ
　こども園
☎828・5744

８月22日・29日、いずれも木曜日午
前11時～正午

★給食体験
こども園の給食を体験します

８月６日（火）から電話又は
直接窓口予約、定員各３
組、給食代200円、兄弟の
子どもの保育を行います

９月11日・25日・10月９日・23日い
ずれも水曜日午前10時～正午

★２歳児の広場（４回コース）
平成28年４月２日～29年４月１日生まれの子ど
もと保護者

８月５日（月）から電話又は直
接窓口予約、定員８組、初め
ての人優先、給食１食200円

施　設 日　時 内　容 申込・定員

⑨ゆう
☎800・6694

８月20日（火）
午前10時30分～午後３時

なつまつり
玉入れ・魚釣り・輪投げなど 当日直接

８月30日（金）
午前10時30分～11時30分

★わらべうた 胎教＆ベビーマッサージ
妊娠中の人・０歳の子どもと保護者、マタニ
ティサッシュベルトで記念撮影もあります

電話又は直接窓口予約、定員
８組程度、オイル代200円、撮
影は前日までに予約が必要

⑩そら
☎380・7436

８月８日（木）午前10時～11時30分 おひさま広場
そらの縁日、万代西店２階

当日直接
８月28日（水）
午前10時30分～正午

そらっこ（２歳児交流会）
アルバム作りと座談会

�⑪きしゃぽっぽ
☎865・8005

８月28日（水）
午前10時30分～11時30分

ベビーマッサージ
０歳の子どもと保護者

前日までに電話予約、定員各
10組①８月29日（木）②９月６日（金）③９

月13日（金）④９月19日（木）午前
10時30分～11時30分

２歳教室
①作って遊ぼう②親子でABC③★親子で

リトミック④ふれあい遊び・交流会
平成28年９月～29年８月生まれの子どもと
保護者

⑫はる
☎814・6262

８月16日（金）
午前10時30分～正午

赤ちゃん交流会「ふんわりひろば」
交流・親子ふれあい遊び、１歳までの子ども
と保護者

電話又は直接窓口予約

８月24日（土）
午前10時30分～午後２時30分

夏まつり
金魚すくいやひも引きなどの楽しい縁日ごっこ 当日直接

⑬こころ
☎800・6838

８月２日（金）
午前11時～11時30分

おたんじょうび会
誕生日月の人はカードを作るので午前10時
30分までに来てください 当日直接

８月８日（木）午前10時～正午 親子でワクワク夏祭り
ワニたたきゲーム・金魚釣り・的当てなど

（就学前の子どもと保護者対象、所在は左ページ下の③～⑧）

（おおむね０歳～３歳の子どもと保護者対象、所在は左ページ下の⑨～⑬）
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て子 育地域で地域で

ファミリー・サポート・センターファミリー・サポート・センター リラット内☎８３９・８８１７
月～土曜日午前9時～午後４時

　育児の援助をしてほしい人（依頼会員）と援助をしたい人（提供会員）が互いに助け合う会員組織です（小学校６年
生まで利用できます）。

日　時 内　容 申込・定員
①８月６日(火)②８月29日(木)、いずれも
午前10時～午後０時30分

★取り分け離乳食ランチ
①モグモグ期②カミカミ期子どもと保護者

電話予約、定員各９組、参加費
800円

８月７日（水）①午前10時～10時45分②
午前11時15分～正午

★カプラで遊ぼう
フランス製の積木で動物やナイアガラの滝を作ろう 当日直接、定員30組

①８月13日(火)午前10時30分～正午
②８月26日(月)午前10時～正午

★①親子クッキング②リフレッシュクッキング
①おおむね２歳以上の子どもと保護者②就学前の子どもの保
護者

電話予約、定員・参加費①７組・
500円②12人・700円

①8月18日（日）午後１時30分～３時30
分
②8月28日（水）午後１時30分～３時

★①パパママ教室②プレママ教室
①沐浴実習など、妊娠５か月以上の人②目指せ安産☆妊婦体
操をしてみよう

電話予約、定員①15組②20
組

８月23日（金）午後１時～２時 ★子どものヘアカット＆ヘアケア講座
おうちでの前髪カットやヘアケアの方法を美容師から学ぼう

８月２日（金）から電話予約、定
員15組

８月28日（水）午前10時30分～11時30
分

★姿勢美人ピラティス
ピンと伸びた背中で姿勢美人を目指そう

８月20日（火）から電話予約、
定員12組、参加費200円

日　時 内　容 申込・定員
８月２日（金）・24日（土）午前10時～10時45分 依頼会員説明会

会員登録には説明会の受講などが必要です
予約が必要

※�詳しくは問い合わせてください９月２日（月）午後１時～１時45分

①錦町８番13号②八坂町28番13号③打上南町２番１号④緑町13番20号⑤萱島南町12番３号⑥東香里園町９番６号⑦木屋
町６番３号⑧池田一丁目20番15号⑨市立三井小学校内⑩高柳六丁目13番５号⑪萱島信和町13番１号⑫葛原新町14番１号
⑬木田町18番１号　

所在
一覧

市内のいろいろな場所で楽しい遊びなどを紹介します。気軽に遊びに来てください（申込不要）。
※天候により中止になる場合があります。

万代西店２階…８日（木）午前10時～１１時30分、神田中央公園…10日（土）午前10時～11時、トップワールド黒原店
…21日（水）午後３時30分～４時、ふれあいプラザ香里…28日（水）午前10時30分～正午、ビバモール寝屋川２階…
28日（水）午後１時30分～３時

今月の
出前広場

問　子育て支援課
（☎800・3862）

（就学前の子どもと保護者対象）（就学前の子どもと保護者対象）

こどもセンター ☎８３９・８８１５所在は下記「所在一覧②」
開所午前10時～午後４時（第２日曜日休所）

おやこほっとステーションおやこほっとステーション
日　時 内　容 申込・定員

８月６日・20日、いずれも火曜日
午前10時30分～11時30分

赤ちゃん交流会
０歳の子どもと保護者・妊娠中の人 当日直接８月23日（金）

午前10時30分～11時
みんなであそぼう

紙遊びを楽しもう
８月29日（木）
午前10時30分～11時30分

ヨチヨチ歩きのサーキット遊び
平成30年２月２日～８月１日生まれの子どもと保護者

８月８日（木）から電話予約、定員
15組

リ ラ ッ ト

LINEで
情報配信

☎800・3862所在は下記「所
在一覧①」開所午前９時～午
後５時30分（第２日曜日休所）

ホーム
ページ

ねやがわ☆子育てスタート応援クーポンを使えます。講座の予約は月～金曜日午前９時～午後５時30分。ねやがわ☆子育てスタート応援クーポンを使えます。講座の予約は月～金曜日午前９時～午後５時30分。
（就学前の子どもと保護者対象）（就学前の子どもと保護者対象）リラットセミナールーム・クッキングルームリラットセミナールーム・クッキングルーム

リラットと、市内12か所の地域子育て支援拠点（こどもセンター、子育て支援センター、つどいの広場）では、親子で楽しめる
イベントや、子育てに関する情報提供・相談などを行っています。参加費などの記載のないものは無料ですので、利用してく
ださい（★は講座です）、申し込みが必要なときは申込順、当日直接のイベントは人数制限するときがあります。
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　６月27日、世界水泳選手権大会に出場するアー
ティスティックスイミングの日本代表チームを、
広瀬市長が訪問、激励しました。
　代表チームは大阪での合宿中、市内に宿舎を構
えていました。本番を目前に控え、連日ハードな
練習が続く中でしたが、皆さん笑顔で抱負を語っ
てくれました。
　井村ヘッドコーチは「皆さんの期待に応えられ
るよう頑張ってきます」と力強く話しました。

　昨年度から進めてきた市立36小中学校への「お
いしい水のみ場」の設置工事が完了し、全ての学
校で使用できるようになりました。
　「おいしい水のみ場」は、校内の手洗い場１
か所を直結式給水に改良するとともに、冷水器
（ウォータークーラー）を２台設置し、子どもた
ちが冷たくておいしい水道水を蛇口から直接飲め
るようにする事業です。

　７月１日、プロ野球やメジャーリーグで活躍
し、引退した市出身の上原浩治さんへのメッセー
ジを、後輩たちが市役所に届けました。
　上原さんの母校である市立第十中学校と、同中
学校区にある三井、宇谷両小学校の子どもたちか
らのメッセージ合わせて216通を、各校の代表が
それぞれ市川副市長に託しました。後日、メッ
セージを上原さん本人に送ります。
　第十中学校３年生の河口陸斗さんは「学校の朝礼
でみんなに協力を呼びかけました。上原選手のよう
に僕も将来すごい人になりたい」と話しました。

マーメイドジャパンを激励 おいしい水のみ場が完成

小中学生が上原さんにメッセージ

　7月13日、リラットの開館１周年記念イベント
が行われました。
　スタンプラリーやシャボン玉のサイエンス
ショー、音楽イベントなど、リラット内の会場で
たくさんのイベントが開催され、遊びに来た親子
が楽しみました。
　親子クッキングに参加したお父さんは、「かわ
いいお菓子が作れて、子どもも喜んでます」と話
していました。

リラット開館１周年記念イベント



37

PHOTO　NEWS

広報ねやがわ
令和元年８月号

　市内の民家で今年もデラウエアが緑色の小さい
実をいっぱい付けました。
　約20年前に植えた苗木が玄関を囲むように壁
いっぱいに成長。住宅街で約100房のブドウがた
わわに実る光景は珍しく、赤紫色に成熟する8月下
旬には友人たちとブドウ狩りを楽しむそうです。

住宅街の民家でブドウたわわ 　７月1３日、寝屋川市駅東側の特設会場で、地元
野菜の展示・販売が行われました。会場には、茄
子やピーマンなど、トラック４台分の地元で採れ
た新鮮な野菜がいっぱい。朝から多くの人が訪れ
ました。
　茄子を買った女性は、「寝屋川市でもこんなに
野菜が採れると知り驚きました。食べるのが楽し
みです」と話しました。

地元野菜のトラック市　開催

〇�

ラ
グ
ビ
ー
高
校
日
本
代
表
候
補
選
出

福ふ
く
だ田 

大た
い
が河
さ
ん

（
寝
屋
川
高
校
３
年
生
）

〇�
第
18
回
全
国
小
学
生
倉
敷
王
将
戦
出

場　
大
阪
府
代
表

和わ

け氣 

椋り
ょ
う
た太
さ
ん

（
市
立
成
美
小
学
校
３
年
生
）

〇�

西
川 

温（
に
し
か
わ 

の
ん
）さ
ん　

市

立
神
田
小
学
校
４
年
生

〇�

第
９
回
東
ア
ジ
ア
空
手
道
選
手
権　

女
子
組
手
優
勝

大お
お
に
し西 

凪な
ぎ

さ
ん

（
城
南
学
園
高
校
２
年
生
）

〇�

地
域
環
境
保
全
功
労
者　

環
境
大
臣

表
彰

寝
屋
川
市
自
然
を
学
ぶ
会
の

皆
さ
ん

（
右
か
ら
）

〇�

萬
岡 

妃
瑠（
よ
ろ
ず
お
か 

ひ
め
る
）さ

ん　
市
立
東
小
学
校
３
年
生

〇�

吉
福 

百
葉（
よ
し
ふ
く 

も
も
は
）さ
ん　

市
立
宇
谷
小
学
校
１
年
生 

〇�

吉
福 

啓（
よ
し
ふ
く 

あ
き
ら
）さ
ん　

市
立
宇
谷
小
学
校
６
年
生 

第
19
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会
出
場
の
皆
さ
ん
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10
歳
代
の
日
本
最
高
記
録
を
作
る
と
、

初
の
海
外
遠
征
で
表
彰
台
に
。調
整
で
出

た
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
会
で
は
、

い
き
な
り
世
界
最
高
記
録
を
打
ち
立
て
ま

し
た
。そ
の
度
に
周
り
を
驚
か
せ
た
砂
田

貴
裕
さ
ん
が
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

歩
ん
で
き
た
、そ
の
原
点
は
寝
屋
川
市
に

あ
り
ま
し
た
。

「
京
阪
電
車
と
競
走
す
る
よ
う
に
―
」 

寝
屋
川
の
土
手
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

大
阪
市
で
生
ま
れ
、幼
稚
園
の
頃
に
寝

屋
川
市
へ
。小
学
生
で
剣
道
を
始
め
ま
し

た
が
、「
全
員
部
活
を
す
る
の
が
決
ま
り

だ
っ
た
の
で
」と
市
立
第
九
中
学
校
に
入

学
す
る
と
テ
ニ
ス
部
に
入
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が「
や
ん
ち
ゃ
坊
主
で
逃
げ
足

の
速
さ
」を
見
て
い
た
同
級
生
か
ら「
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
行
け
て
楽
し
い
よ
」と

陸
上
部
に
誘
わ
れ
、た
っ
た
半
年
で
転
向
。

「
球
技
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
し
か
大
会
に
出
ら

れ
な
い
け
れ
ど
、陸
上
な
ら
チ
ャ
ン
ス
も
あ

る
」。そ
ん
な
思
い
も
あ
り
、こ
れ
が
ラ
ン

ナ
ー
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
時
代
の
専
門
種
目
は
３
０
０
０

メ
ー
ト
ル
な
ど
の
長
距
離
。走
れ
ば
10
分

ほ
ど
の
淀
川
河
川
敷
は
格
好
の
練
習
場
所

で
し
た
が
、部
活
中
は
外
に
出
る
こ
と
は

認
め
ら
れ
ず
、「
い
つ
も
学
校
の
中
を
ぐ
る

ぐ
る
回
っ
て
い
ま
し
た
」。そ
こ
で
思
い
付

い
た
の
が
放
課
後
に
寝
屋
川
の
土
手
を
走

る
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
し
た
。

　
「
競
走
す
る
よ
う
に
京
阪
電
車
を
追
い

か
け
、友
呂
岐
緑
地
の
た
こ
公
園
ま
で
ひ
た

す
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
」。中
学
校
で
は
大

阪
府
大
会
止
ま
り
の
成
績
で
し
た
が
、こ
こ

で
鍛
え
た
走
力
が
１
５
０
人
も
の
部
員
が

集
ま
る
私
立
の
有
力
高
校
進
学
や
強
豪
の

大
阪
ガ
ス
入
社
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

初
の
日
本
代
表
で
銀
メ
ダ
ル 

「
競
技
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
」

　

当
然
、強
い
選
手
ば
か
り
で
し
た
。「
そ

れ
な
ら
駆
け
引
き
は
せ
ず
、最
初
か
ら
ど

ん
ど
ん
行
っ
て
記
録
よ
り
記
憶
に
残
る
選

手
に
な
ろ
う
」。勤
務
が
終
わ
る
と
、午
後

７
時
か
ら
夜
遅
く
ま
で
マ
ラ
ソ
ン
の
練
習

に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

　

入
社
２
年
目
に
結
果
は
表
れ
ま
し
た
。19

歳
で
臨
ん
だ
山
口
・
防
府
マ
ラ
ソ
ン
で
ジ
ュ

ニ
ア
日
本
最
高
記
録
を
マ
ー
ク
。積
水
化
学

に
移
籍
し
た
３
年
後
に
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ

ネ
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
マ
ラ
ソ
ン

で
飛
躍
の
き
っ
か
け
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

胸
に
日
の
丸
を
付
け
て
臨
ん
だ
初
め
て

の
海
外
レ
ー
ス
で
、「
日
本
代
表
４
人
の
う

ち
評
価
は
私
が
４
番
目
。日
本
の
メ
デ
ィ

ア
に
は
注
目
も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
レ
ー
ス
は
、予
想
外
の
展
開

に
な
り
ま
し
た
。ほ
か
の
日
本
人
選
手
が

次
々
と
脱
落
す
る
中
で
積
極
的
に
飛
ば
し

た
砂
田
さ
ん
が
、ケ
ニ
ア
の
選
手
に
続
い

て
２
位
に
入
っ
た
の
で
す
。

　

無
名
選
手
の
快
走
に「
ゲ
ス
ト
で
観
戦

し
て
い
た
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
か
ら『
面
白

い
レ
ー
ス
だ
っ
た
』と
声
を
掛
け
ら
れ
ま

し
た
」。競
技
人
生
が
変
わ
る
ほ
ど
の
大
会

だ
っ
た
と
い
い
、こ
れ
を
機
に
多
く
の
大
会

に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
の
サ
ロ
マ
湖
１
０
０
キ
ロ
ウ

ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
は「
右
足
の
手
術
で
し

ば
ら
く
走
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、リ
ハ
ビ

リ
の
た
め
に
初
め
て
出
た
」と
い
う
専
門

外
の
種
目
で
し
た
が
、世
界
最
高
の
６
時

間
13
分
33
秒
で
優
勝
。昨
年
ま
で
20
年
間

も
破
ら
れ
ず
、記
録
に
も
記
憶
に
も
残
る

レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。

「
今
は
息
子
の
活
躍
が
楽
し
み
」 

中
学
陸
上
で
優
勝
の
次
男

　

17
年
前
に
現
役
を
引
退
し
た
砂
田
さ

ん
の
今
の
楽
し
み
は
、高
校
で
陸
上
を
続

け
る
次
男
を
見
守
る
こ
と
で
す
。中
学
校

の
全
国
大
会
４
０
０
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
し
、

「
私
を
超
え
ま
し
た
」と
笑
顔
。自
身
は
ゲ

ス
ト
で
大
会
に
参
加
す
る
な
ど
市
民
ラ
ン

ナ
ー
と
触
れ
る
機
会
も
多
く
、「
私
の
助
言

な
ど
を
き
っ
か
け
に
も
っ
と
成
長
し
て
く

れ
た
ら
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

砂
す な だ

田 貴
た か ひ ろ

裕さん
（46 歳）

記録より
　記憶に残る選手に
元マラソン
日本代表

寝屋川の河川敷に立つ
砂田さん

九中のユニホームで
力走する砂田さん
（ゼッケン 371）

20

　幼稚園の年長の頃
から20歳まで過ごしま
した。この10数年間
は、ちょうど寝屋川の
街が色 と々移り変わる
時期だったのかなと思
います。
　母校の九中（第九
中学校）は球場跡にで
きたのですが、当時外
野の方向にあった原っ
ぱはなくなり、そばに
広い道路が通ったり、
近くの淀川に大きな橋
が架かったり。眺める
景色が随分変わりまし
た。
　現在、東京都内で
暮らしています。年に
１、２回は車などで帰
省していますが、今も
新しい発見がある〝気
になる街〟ですね。

私と
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も く じ

「広報ねやがわ」６月号及び市公式アプリ「もっと寝屋川」で行ったアンケート結果をお知らせします。
問　広報広聴課（☎813・1157）

◆�「広報ねやがわ」で楽しみにしているコーナー
を教えてください。

◆�「広報ねやがわ」にどのような
情報を求めていますか？

アンケート結果

●�表紙がいつも素敵で楽し
みにしています
●�写真など目から入る情報
が多く、楽しんで読んで
います

◆「広報ねやがわ」についての意見や要望など

今回の結果を踏まえ、これからも、より多くの市民の皆さんに読んでもらえる広報誌作りに努めていきます。

　掲載する記事内容を精査すると
ともに、インデックスを付けること
で、検索性を向上させています。ま
た、今月号は月１回発行となって以
降最小のページ数で作成しました。

●�月１回発行となり、１冊の
情報量が増えたので、コ
ンパクトにまとめてほしい

取材を通し、このまちに住んでよ
かったと思えるような風景や場所
を掲載できるよう努めます。

●�寝屋川や草花など、心休まる自
然の写真を増やしてほしい

○�幸せそうなカップルの写真が
ほのぼのとしてとても良かった。

●表紙
○�プールズの情報が楽しそ
うだった。
○�おもしろそうなイベント
が載っていた。

●トピックス

○�いつも楽しみにしてい
る、自分の家の近くだと
特にわくわくします。

●ねやがわ
　いまむかし写真館

○�震災の恐怖が薄らいでいたの
で気を引き締めることができ
ました。
○�もう地震から1年経つんだなぁ
と考えさせられました。

●特集

回答数 230 件 平均年齢 57.8 歳アンケート期間
５月27日～７月１日

（％）

特集

トピックス

表紙

フォトニュース

その他

0 5 10 15 20 25

25

20

14

14

13

11

4

市に縁の
ある人の紹介

いまむかし
写真館

市政情報
21％

手続きの情報
24％

イベント情報
22％

子育て情報
8%

まちの話題
22%

その他 3%

◆「広報ねやがわ」６月号で印象に残ったコーナーを教えてください。 ◆市の情報発信媒体を
　知っていますか。

媒　体 割合（％）
広報誌 92.1

市ホームページ 56.5
「暮らしの便利帳」や
「マップねやがわ」など
の刊行物

56.0

市公式アプリ 57.8

市公式フェイスブック 13.0

市公式ツイッター 11.3

広報ねやがわ

若年層は「イベント情報」を求める回答が多く、高年
層は「市政情報」を求める回答が多くありました。
「手続きの情報」「まちの話題」は年代を問わず求め
る回答が多くありました。



個人的な話ですが、８月は僕の誕生月
です。夏休み期間に誕生日を迎えるた
め、学生時代は祝ってもらう場が少な
く、寂しい思いもしました。誕生日プレゼ
ントは前後６か月だけ受け付けています
ので、よろしくお願いします。

見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

な
べ

市YouTube
公式チャンネル

市フェイスブック

市公式アプリ
もっと寝屋川

市ホームページ
Android用

市ツイッター

iOS用

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
を
迎
え
暑
い
日
が

続
き
ま
す
が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
実
は
暑
さ
が
苦
手

な
の
で
す
が
、
こ
の
「
暑
さ
」
を
、
私

の
寝
屋
川
市
へ
の
「
熱
い
」
思
い
で
、

乗
り
切
っ
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

連
載
ス
タ
ー
ト

　
今
月
号
か
ら
、
私
の
思
い
を
市
民
の

皆
さ
ま
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
こ
の
連

載
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
連
載
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
私
が
20

年
間
続
け
て
き
た
市
内
の
駅
で
の
朝
の

挨
拶
の
言
葉
を
採
用
し
ま
し
た
。

市
長
給
与
を
30
％
削
減
し
ま
す

　
８
月
か
ら
私
の
給
与
の
月
額
を
30

パ
ー
セ
ン
ト
削
減
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、私
の
「
覚
悟
」
と
「
思
い
」

を
お
示
し
し
た
も
の
で
す
。
私
の
仕
事

ぶ
り
が
「
給
与
に
見
合
っ
た
」
も
の
か

市
民
の
皆
さ
ま
に
ご
判
断
頂
こ
う
と
思

い
ま
す
。

最近の出来事

　市長就任後のある日。小
さなお子さんから1通のお
手紙が届きました。
　その手紙は、「こうして
ほしいすなば」という手書
きの図面付きで、近所の公
園の砂場に犬のうんちが
いっぱいで遊べないので砂
場に柵を付けて欲しいとい
う内容でした。勇気のある
“小さな市民”に敬意をは
らって、担当課に指示を出
しました。
　市の宝でもある子どもた
ちに喜ばれる市を目指し
て、市政執行に臨んでまい
ります。

タウンミーティングを開催

日　時 会　場

８月 ８ 日 西南コミュニティセンター２階多目的室
（上神田一丁目 30番１号）

22 日 西コミュニティセンター２階多目的室
（葛原二丁目７番１号）

29 日 南コミュニティセンター２階多目的室
（下木田町 16番 50号）

９月 ５ 日 西北コミュニティセンター２階講義室
（松屋町 20番 30号）

12 日 東コミュニティセンター２階多目的室
（高宮新町 32番２号）

19 日 東北コミュニティセンター２階多目的室
（成田町３番３号）

①いずれも木曜日午後７時～８時です②申し込みは不要です③会場に駐車場
はありません④保育室はないので小さな子どもの入場は遠慮してください⑤
会場の定員などの関係で、入場できないことがあります⑥荒天時などは中止
することがあります。

注
意
事
項

　市役所の「聞く力」を実行するための施策、名付けて「広瀬市長に言い対
話」を開催します。【良い対話】を通じて、より良い市を一緒につくりま
しょう。

問　広報広聴課（☎824・1155）

私が地域にお伺いし、課
題や要望をお聞きするこ
とで今後の市政運営に
生かします。

地域の悩み、
直接広瀬市長に
言いたいわ―!

広ひ

ろ

せ瀬
慶け

い
す
け輔

で
す No.1

市
長

!

N
o.1397

8
2019

年８
月
号
（
毎
月
１
日
発
行
）

発
行
＝
寝
屋
川
市

編
集
＝
経
営
企
画
部
広
報
広
聴
課

（
法
人
番
号
6000020272159）

〒
572-8555

大
阪
府
寝
屋
川
市
本
町
１
番
１
号

　
☎
072-824-1181

㈹
　
ＦＡＸ
072-825-2637

市
の
人
口

・
世
帯
数

（
7
月
１
日
現
在
）

人
口
　
計
232,466

人
（
前
月
比
-126）

男
112,510

人
（
-78）

女
119,956

人
（
-48）

109,950
世
帯
（
+
15）

広
報
誌
が
届
か
な
い
と
き
は
広
報
広
聴
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

印刷コスト１部 20.75 円（115,500 部発行）

ね
や
が
わ

広 報



誌 面 の ご 案 内

定例会のあらまし
請願・陳情の提出方法
代表質問
　ねやがわ未来議員団
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ねやがわ議会だより

議　
案　
の　
概　
要

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、次

の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
適
任
と
し
ま
し

た
。

　
菊
地 

伊
三
男　
氏
（
再
任
）

　
羽
根
田 

康
弘　
氏
（
再
任
）

　
中
野　

 

智
子　
氏
（
新
任
）

　
松
本　

 

勉　
　
氏
（
再
任
）

　
中
井　

 

正
昌　
氏
（
再
任
）

　
原
田　

 

幸
三　
氏
（
再
任
）

　
辻
本　

 

通　
　
氏
（
再
任
）

　
友
井 

芙
美
子　
氏
（
再
任
）

一
般
会
計
繰
越
明
許
費
の
報
告

　

繰
越
明
許
費
と
は
、
予
算
成
立
後
に
、

そ
の
年
度
内
に
支
出
が
終
わ
ら
な
い
見
込

み
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
に
繰

り
越
し
て
使
用
で
き
る
経
費
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
30
年
度
予
算
か
ら
令
和
元
年
度
予

算
に
繰
り
越
さ
れ
た
事
業
及
び
経
費
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
都
市
計
画
道
路
東
寝
屋
川
駅
前
線
事
業

〔
５
９
６
８
万
５
０
０
０
円
〕

○
京
阪
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業

〔
１
億
４
８
３
１
万
８
０
０
０
円
〕

○
主
要
生
活
道
路
整
備
事
業

〔
４
４
９
８
万
８
０
０
０
円
〕

○
都
市
計
画
道
路
対
馬
江
大
利
線
整
備
事
業　

〔
１
億
６
２
９
６
万
１
５
１
３
円
〕

○
小
学
校
特
別
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

〔
４
億
７
２
７
５
万
９
１
６
９
円
〕

○
中
学
校
特
別
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業

〔
２
億
９
１
９
５
万
６
０
３
１
円
〕

令
和
元
年
６
月
定
例
会

　

寝
屋
川
市
議
会
は
、６
月
19
日
か
ら
７
月
８

日
ま
で
の
20
日
間
に
わ
た
り
、令
和
元
年
６
月

定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た

23
件
の
議
案
の
ほ
か
、議
員
が
提
案
し
た
特
別

委
員
会
の
設
置
１
件
、意
見
書
２
件
を
審
議
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、市
長
の
所
信
表
明
演
説
が
６
月
19
日

に
行
わ
れ
、所
信
表
明
に
対
す
る
代
表
質
問
を
、

６
月
27
日
、28
日
の
２
日
間
行
い
、会
派
を
代
表

し
て
、４
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

市
長
の
給
料
等
の
特
例
に
関
す
る 

条
例
の
制
定

　
市
長
の
給
料
（
月
額
）
に
つ
い
て
、
８

月
か
ら
３
割
を
減
額
す
る
特
例
を
定
め
る

た
め
、
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　
国
民
健
康
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
付（
１

年
前
納
）す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
り
、本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

市
に
お
け
る
東
部
大
阪
都
市
計
画
太
秦

桜
が
丘
地
区
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お

け
る
建
築
物
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

太
秦
桜
が
丘
地
区
に
お
い
て
、「
都
市

計
画
法
」
に
基
づ
き
地
区
計
画
を
定
め
た

と
こ
ろ
、「
建
築
基
準
法
」
に
基
づ
き
、

当
該
地
区
計
画
で
定
め
た
建
築
物
の
用
途

に
関
す
る
制
限
や
高
さ
の
最
高
限
度
等
を

条
例
上
の
制
限
と
し
て
定
め
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

執
行
機
関
の
附
属
機
関
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

市
長
の
附
属
機
関
と
し
て
、「
寝
屋
川

市
第
四
中
学
校
区
小
中
一
貫
校
施
設
整
備

事
業
者
選
定
委
員
会
」を
設
置
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）は
、24
億
５
８
５
４
万
４
０
０
０
円

を
増
額
す
る
も
の
で
、こ
れ
に
よ
り
、総
額

は
、８
８
６
億
５
３
０
９
万
１
０
０
０
円
と

公共施設の在り方調査
特別委員会を設置

　平成 30 年６月 18 日に発生した大阪府北部地震
により、市内公共施設にも大きな被害が発生したこ
と等を受け、市議会では同年７月に、公共施設の
在り方調査特別委員会を設置しました。本委員会
では現地調査等を行った結果に基づき、総合セン
ターの機能移転等について緊急提言を行ったほか、
機能移転に係る作業の進捗状況や中央図書館・中
央公民館の休館による影響、市民に対する周知内
容や方法等について、市から説明を受け、適宜、
提言・要請等を行いました。
　今後、市から総合センターアスベスト対策等調査
の結果が提出される予定であり、総合センターの
今後の在り方について、速やかに調査・検討を行
うほか、庁舎の建て替えを含めた公共施設全体の
在り方についても検討するため、令和元年６月に、
前期に引き続き特別委員会を設置しました。

　６月定例会において、次の方々を選任することに
同意しました。

【副市長】市川　克美 氏（新任）
【固定資産評価員】田頭　真二 氏（新任）

人事案件
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な
り
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
※
〔　
〕
内
の
金
額
は
追
加
補
正
額

○
市
議
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

〔
２
３
６
万
９
０
０
０
円
〕

 

効
率
的
・
効
果
的
な
会
議
運
営
及
び
紙

使
用
量
の
削
減
を
図
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
使
用
し
た
資
料
の
閲
覧
が
で
き
る

会
議
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
も
の
で
す
。

○
市
議
会
に
お
け
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施

　
〔
１
０
５
万
３
０
０
０
円
〕

　
議
会
だ
よ
り
や
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
に
向
け
た
検
討
及
び
今
後
の
市
議
会

運
営
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
、

市
議
会
に
対
す
る
市
民
の
意
識
や
満
足
度
、

要
望
等
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

○
乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
等

　
　
〔
２
９
８
万
３
０
０
０
円
〕

　
災
害
時
に
水
が
な
い
状
況
下
で
も
乳
児

に
ミ
ル
ク
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
乳
児

用
液
体
ミ
ル
ク
を
非
常
用
備
蓄
品
と
し
て

備
蓄
し
、
現
在
、
備
蓄
し
て
い
る
哺
乳
瓶

を
使
い
捨
て
哺
乳
瓶
に
入
れ
替
え
る
も
の

で
す
。

○
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

〔
４
億
７
０
万
円
〕

　

令
和
元
年
10
月（
予
定
）か
ら
の
消
費
税

率
引
上
げ
に
よ
る
低
所
得
者
及
び
子
育
て
世

帯（
３
歳
未
満
児
）への
影
響
緩
和
及
び
地
域

に
お
け
る
消
費
を
喚
起・下
支
え
す
る
た
め
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
す
る
も
の
で
す
。

○
カ
ラ
ス
対
策
折
り
畳
み
式
箱
型

ネ
ッ
ト
の
購
入
費
補
助〔

１
０
０
万
円
〕

　
家
庭
ご
み
集
積
所
で
の
カ
ラ
ス
等
に
よ

る
ご
み
飛
散
被
害
を
防
止
し
、
よ
り
良
好

な
生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
折
り

畳
み
式
箱
型
ネ
ッ
ト
の
購
入
費
用
の
補
助

を
行
う
も
の
で
す
。

○
旧
焼
却
施
設
解
体
工
事

〔
２
億
１
０
０
万
円
〕

　
再
資
源
化
を
促
進
す
る
た
め
の
施
設
で

あ
る
、
資
源
物
等
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
整

備
に
向
け
、
旧
焼
却
施
設
を
解
体
す
る
も

の
で
す
。

○
高
齢
者
交
通
系
Ⅰ
Ｃ
カ
ー
ド
購
入

補
助
事
業　

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
等
を
図
る
た
め
、

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
購
入
補
助
費
用
等
の

全
部
又
は
、一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

○
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

事
業　

　

運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
に

対
し
、交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
又
は
タ
ク
シ
ー

ク
ー
ポ
ン
券
を
交
付
し
、自
主
返
納
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、外
出
を
促
す
こ
と
で
介
護
予

防
や
閉
じ
こ
も
り
防
止
を
図
る
も
の
で
す
。

○
保
育
所
等
に
お
け
る
副
食
費
実
費

徴
収
に
伴
う
給
付
（
幼
児
教
育
無
償

化
の
実
施
）

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
幼
児

教
育
無
償
化
の
一
環
と
し
て
、３
歳
児
か
ら

５
歳
児
ま
で
の
副
食
費
に
つ
い
て
保
育
所
等

が
実
費
徴
収
を
行
う
に
当
た
り
、国
の
制
度

に
よ
り
副
食
費
が
免
除
さ
れ
、保
護
者
か
ら

徴
収
で
き
な
い
保
育
所
等
に
対
し
、免
除
相

当
分
の
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

○
２
軸
化
構
想
の
た
め
の
基
礎
調
査

〔
１
０
０
０
万
円
〕

　
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
及
び
京
阪
本
線
の
２

軸
の
沿
線
が
互
い
に
成
長
し
、
寝
屋
川
市

全
域
が
継
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る「
２
軸
化
構
想
」の
策
定
の
た
め
、

新
規
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
エ
リ
ア
の
抽
出
や
実

現
可
能
性
（
都
市
計
画
変
更
、
財
源
、
民

間
活
力
の
活
用
等
）
を
検
討
す
る
た
め
の

基
礎
調
査
を
行
う
も
の
で
す
。

○
京
阪
本
線
連
続
立
体
交
差
事
業
に

係
る
経
費

〔
15
億
４
０
９
６
万
９
０
０
０
円
〕

　
京
阪
本
線
の
連
続
立
体
交
差
化
を
推
進

し
、
本
市
北
部
地
域
の
交
通
渋
滞
の
解
消

と
鉄
道
で
分
断
さ
れ
て
い
た
市
街
地
の
一

体
化
に
よ
る
都
市
機
能
の
向
上
を
図
る
も

の
で
す
。

○
打
上
川
治
水
緑
地
の
整
備

〔
５
０
３
０
万
円
〕

　
打
上
川
治
水
緑
地
の
よ
り
一
層
の
利
用

促
進
及
び
公
園
管
理
の
充
実
を
図
る
た

め
、有
料
駐
車
場
を
築
造
す
る
も
の
で
す
。

○
サ
ク
ラ
の
植
樹

　
　
　
　
　
〔
３
４
２
万
２
０
０
０
円
〕

　
サ
ク
ラ
☆
プ
ロ
ジェク
ト
に
お
け
る
取
組
の

一
環
と
し
て
、桜
の
植
樹
計
画
に
基
づ
く
植

樹
に
加
え
、令
和
元
年
、中
核
市
移
行
を
契

機
に
、市
民
の
安
全
安
心
を
未
来
に
つ
な
げ

る
べ
く
、復
興
支
援
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
宇

宙
桜
の
植
樹
を
行
う
も
の
で
す
。

○
小
中
一
貫
教
育
推
進
教
職
員
短
期

留
学

　
小
中
一
貫
教
育
の
充
実
と
推
進
を
図
る

た
め
、市
立
小
中
学
校
の
教
職
員
を
先
進

的・重
点
的
な
教
育
活
動
を
実
施
し
て
い
る

秋
田
県
の
小
中
学
校
に
派
遣
す
る
も
の
で

す
。

意 　
見 　
書

　
６
月
定
例
会
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大

臣
を
始
め
、
関
係
大
臣
等
に
送
付
し
た
意

見
書
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆ 

児
童
虐
待
防
止
対
策
の
更
な
る
強
化

を
求
め
る
意
見
書

◆ 

信
頼
さ
れ
る
政
府
統
計
を
目
指
し
て

更
な
る
統
計
改
革
を
求
め
る
意
見
書

旧焼却施設

〔
８
２
５
万
円
〕

〔
４
８
９
万
５
０
０
０
円
〕

〔
２
１
８
９
万
７
０
０
０
円
〕

〔
３
９
２
万
６
０
０
０
円
〕
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市
政
等
に
つ
い
て
意
見
や
要
望
が
あ
る

と
き
は
、
請
願
書
や
陳
情
書
を
市
議
会
に

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
書
・
陳
情
書
の
書
式
に
決
ま
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
左
記
の
記
載
例
を
参
考

に
作
成
し
、議
会
事
務
局
（
議
会
棟
２
階
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
請
願
の
提
出
に
は
、
そ
の
趣
旨

に
賛
同
す
る
紹
介
議
員
１
人
以
上
の
署
名

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
記
載
事
項
】

○
請
願
・
陳
情
の
題
名
（
件
名
）

○
請
願
・
陳
情
の
趣
旨
、
理
由

○
提
出
者
の
住
所
、
氏
名
、
押
印

○
宛
て
先
（
寝
屋
川
市
議
会
議
長
）

○
提
出
年
月
日

○
紹
介
議
員
の
署
名
（
請
願
の
み
）

【
注
意
点
】

○
複
数
人
で
の
提
出
の
場
合
は
、
代
表
者

を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

○
請
願
と
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
内
容

の
陳
情
に
は
、
定
例
会
ご
と
に
提
出
期
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
提
出
者
の
住
所
・
氏
名
は
、
会
議
資
料

や
会
議
録
な
ど
で
公
開
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
御
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
請
願
の
取
扱
い

　

請
願
は
、
本
会
議
に
上
程
さ
れ
た
後
、

所
管
の
委
員
会
で
の
詳
細
か
つ
慎
重
な
審

査
を
経
て
、
本
会
議
で
採
択
・
不
採
択
の

結
論
を
出
し
ま
す
。

　
採
択
さ
れ
た
請
願
は
、
関
係
機
関
に
送

付
し
、
願
意
の
実
現
を
求
め
ま
す
。

◆
陳
情
の
取
扱
い

　
陳
情
は
、
そ
の
写
し
を
各
会
派
に
配
付

す
る
と
と
も
に
、
要
約
し
た
報
告
書
を
本

会
議
で
全
議
員
に
配
布
し
ま
す
。

本会議を録画配信しています！

　市議会で開かれる本議会の様子は、インター
ネット（YouTube）で録画配信しています。市
議会ホームページの「本会議録画配信」から視
聴できます。
　議会だよりの誌面ではお伝えできなかった議
案の審議や代表質問の様子が御覧いただけます。

請
願
・
陳
情
の
提
出
方
法

請願（陳情）の書式例
表紙（請願のみ）

本文

○○○○○に関する請願

○○○○○に関する請願（陳情）

紹介議員　○○　○○（署名）

※詳しくは、議会事務局にお問合せください。

令和　年　月　日

寝屋川市議会議長　様

提出者（団体）の住所
氏名（代表者）　　　　　㊞
電話番号

請願（陳情）の趣旨
　１　○○○○○○○○○○○○○○○
　２　○○○○○○○○○○○○○○○
請願（陳情）の理由
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○

公共施設の在り方調査特別委員会
活動報告

　令和元年７月 16 日に、全員協議会におい
て、市から総合センターに係るアスベスト対
策等検討報告書の説明を受け、同日、公共
施設の在り方調査特別委員会を開催し、市
の報告書の内容について質問しました。

委員長　板東　敬治　　副委員長　池添　義春
委　員　�井川　晃一、森本雄一郎、山﨑  菊雄、

岡　　由美、髙見　雄介、奥　　大輔、
元橋　理浩、中林　和江

（定数10人）

委員構成
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政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問　
基
本
方
針
「
命
を
守
る
」
を
継
承
さ

れ
た
市
長
の
意
気
込
み
は
。

答　
本
市
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
危
機
、
公

共
施
設
・
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
危
機
と
い
う

2
つ
の
危
機
に
対
応
す
る
た
め
、
人
口
の

年
齢
構
成
の
リ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
目
指
す

2
軸
化
構
想
の
推
進
や
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
市
職
員
の
「
稼
ぐ
力
」
や
「
先
を
見
る

力
」
な
ど
を
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、「
市

民
の
生
活
を
守
る
」
市
政
執
行
に
全
力
で

取
り
組
む
。

問　
「
稼
ぐ
力
」
に
つ
い
て
、
総
合
的
な

市
の
収
入
を
定
量
的
に
管
理
す
る
新
た
な

手
法
を
導
入
す
る
の
か
。

答　
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
・
イ
ン
フ

ラ
、
市
域
の
狭
さ
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
資

源
、
信
用
・
情
報
、
人
口
の
多
さ
な
ど
の

ソ
フ
ト
面
の
資
源
の
ほ
か
、
水
と
み
ど
り

豊
か
な
住
環
境
・
交
通
の
利
便
性
な
ど
の

市
の
魅
力
、
子
育
て
支
援
・
教
育
を
始
め

と
す
る
特
長
的
な
施
策
な
ど
、
市
の
強
み

と
な
る
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
活
用
し
、
複
数

分
野
に
わ
た
る
施
策
の
一
体
的
な
推
進
、

民
間
資
本
の
活
用
な
ど
に
よ
り
市
の
歳
入

増
加
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
定

量
的
な
収
入
の
管
理
手
法
や
責
任
部
署
な

ど
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
検
討
す
る
。

問　
「
寄
り
添
う
力
」
「
聴
く
力
」
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
増
進
さ
せ
る
具
体
的
手
法

は
。

答　
市
長
と
市
民
が
直
接
対
話
す
る
機
会

を
設
定
し
、
自
ら
の
考
え
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
や
要

望
を
把
握
し
、市
政
運
営
の
参
考
に
す
る
。

問　
人
口
の
年
齢
構
成
の
リ
バ
ラ
ン
ス
政

策
に
お
け
る
現
在
の
本
市
人
口
の
バ
ラ
ン

ス
は
。

答　
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
で
は
、
老
年

人
口
28
・
７
％
で
北
河
内
で
は
守
口
市
の

次
に
高
く
、
年
少
人
口
10
・
９
％
で
北
河

内
地
域
で
は
一
番
低
い
。
府
内
中
核
市
の

平
均
と
比
較
す
る
と
各
々
約
２
ポ
イ
ン
ト

ず
つ
差
が
あ
る
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
Ｊ
Ｒ
・
京
阪
の
２
軸
化
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
２
軸
化
構
想
に
お
け
る
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
緊
急
性
に
鑑
み
、
基
礎
調
査
に
お
い

て
検
討
し
、
第
六
次
総
合
計
画
な
ど
に
反

映
す
る
。

問　
中
長
期
コ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
総
合
的
に
検
討
し
、
責
任
を
負

う
部
署
（
役
職
）
は
創
設
す
る
の
か
。

答　
喫
緊
の
課
題
と
し
て
現
在
、
在
り
方

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

問　
市
長
自
ら
民
間
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
へ
の

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

答　
ま
ち
全
体
を
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で

き
る
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
の
説
明
な
ど
、
直
接
考
え
を
示
す
必
要

が
あ
れ
ば
、
市
長
自
ら
積
極
的
に
行
っ
て

い
く
。

問　

寝
屋
川
公
園
の
市
営
化
の
検
討
や
、

民
間
事
業
者
に
よ
る
公
共
還
元
型
の
収
益

施
設
の
設
置
管
理
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

答　
市
営
化
は
維
持
管
理
コ
ス
ト
が
発
生

す
る
な
ど
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
。
収
益

暮
ら
し
を
守
る
と
と
も
に
次
世
代
の

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
着
実
に
！

ね
や
が
わ
未
来
議
員
団

井
川　

 

晃
一

金
子　

 

英
生

北
川　

 

健
治

北
川　

 

光
昭

西
尾　

 

勝
成

馬
場　

 

才

板
東　

 

敬
治

久
野 

須
賀
子

森
本 

雄
一
郎

山
﨑　

 

菊
雄

吉
羽　

 

美
華

市長所信表明に対する
代表質問のあらまし

代表質問要旨

打上高塚町土地区画整理事業の工事の様子
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施
設
検
討
に
つ
い
て
は
「
稼
ぐ
力
」
を
意

識
し
た
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
大
阪
府
及

び
ま
ち
づ
く
り
連
携
協
定
を
締
結
し
た
Ｊ

Ｒ
西
日
本
と
積
極
的
な
協
議
を
進
め
る
。

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

問　
供
用
開
始
ま
で
の
予
定
さ
れ
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
令
和
元
年
度
に
基
本
設
計
・
実
施
設

計
事
業
者
の
選
定
、
令
和
2
年
度
に
基
本

設
計
・
実
施
設
計
を
行
い
、
令
和
3
年
度

か
ら
施
設
整
備
事
業
者
選
定
を
し
た
後
、

新
校
舎
等
建
設
工
事
を
開
始
し
、
開
校
時

期
に
つ
い
て
は
、
変
更
の
可
能
性
は
あ
る

が
、
令
和
5
年
度
中
と
見
込
ん
で
い
る
。

問　
従
前
、
児
童
・
生
徒
数
は
１
０
０
０

人
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
契
機
と
し
た
学
校
規
模
の
変
更
が

予
定
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、そ
の
根
拠
は
。

答　
2
軸
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
Ｊ
Ｒ

学
研
都
市
沿
線
の
人
口
増
加
に
対
応
し
た

施
設
規
模
に
す
る
。

問　

学
校
規
模
の
変
更
に
伴
う
国
交
付

金
、
補
助
金
の
見
通
し
は
。

答　

公
立
学
校
施
設
費
国
庫
負
担
金
は
、

学
級
数
に
よ
る
影
響
が
あ
る
が
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
は
、
大
き
な
変
更
は

な
い
と
見
込
ん
で
い
る
。

学
校
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
新
し
い
教
育
大
綱
に
お
い
て
重
視
す

る
点
は
。

答　
将
来
、
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜

く
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
「
考
え
る
力
」

を
持
っ
た
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
た
め
、

「
寝
屋
川
方
式
」
の
確
立
を
含
め
、
教
育
、

学
術
及
び
文
化
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的

な
内
容
に
つ
い
て
、
総
合
教
育
会
議
で
の

協
議
内
容
を
踏
ま
え
、
検
討
す
る
。

問　
教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る

手
法
は
。

答　

全
校
一
斉
退
勤
日
、
定
時
退
勤
日
、

ノ
ー
ク
ラ
ブ
デ
ー
の
取
組
を
引
き
続
き
進

め
る
と
と
も
に
、
業
務
量
そ
の
も
の
の
軽

減
を
図
り
、
教
職
員
の
健
康
の
保
持
・
増

進
に
努
め
る
。
ま
た
、
今
後
、
出
退
勤
管

理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。

社
会
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
今
後
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
方

針
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
寝
屋
川
文
化
芸
術
祭
や
寝
屋
川
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う
な
都
市
格
向
上
イ
ベ

ン
ト
の
更
な
る
発
展
を
目
指
す
。
ま
た
、

質
の
高
い
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
を
市
民
に
提

供
し
、
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
た
生
活

が
営
め
る
よ
う
努
め
る
。

問　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
に
伴
い
中
央

公
民
館
及
び
中
央
図
書
館
の
機
能
が
停
止

し
て
い
る
。
社
会
教
育
の
推
進
拠
点
の
整

備
の
方
向
性
は
。

答　
今
後
の
総
合
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
及

び
市
の
公
共
施
設
の
在
り
方
等
を
踏
ま

え
、
市
民
の
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
及
び

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
中
枢
的
施
設
と
し
て

の
再
構
築
を
含
め
、
検
討
す
る
。

問　
図
書
館
の
整
備
方
針
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

答　
図
書
館
の
あ
る
べ
き
姿
と
公
共
施
設

の
総
合
的
な
在
り
方
の
双
方
向
か
ら
、
2

軸
化
構
想
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
構
想
の
中
で

検
討
す
る
。

交
通
施
策
に
つ
い
て

問　
乗
り
合
い
ワ
ゴ
ン
の
実
験
導
入
に
つ

い
て
、
導
入
方
式
の
検
討
、
実
施
時
期
な

ど
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　
年
内
に
無
料
運
行
を
開
始
し
、
検
証

を
行
っ
た
後
、
令
和
3
年
度
か
ら
本
格
的

な
導
入
を
実
施
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

問　
導
入
台
数
や
稼
働
時
間
な
ど
事
業
規

模
を
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
か
。

答　
公
共
交
通
空
白
地
域
2
か
ら
3
か
所

の
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、
導
入
台
数
は

2
か
ら
3
台
、
稼
働
時
間
は
平
日
の
6
時

間
、
予
算
に
つ
い
て
は
、
実
験
導
入
の
結

果
を
精
査
す
る
が
、
タ
ウ
ン
く
る
に
年
間

約
８
４
０
０
万
円
を
要
し
て
お
り
、
仮
に

10
か
所
で
乗
り
合
い
ワ
ゴ
ン
を
運
行
し
た

と
し
て
も
安
価
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問　
2
軸
間
の
東
西
交
通
の
充
実
を
求
め

る
が
、
見
解
は
。

答　
公
共
交
通
事
業
者
等
と
協
議
・
検
討

を
行
う
と
と
も
に
需
要
を
調
査
し
た
中
で

検
討
す
る
。

２
軸
化
構
想
で
の 

京
阪
軸
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
京
阪
軸
に
お
い
て
想
定
し
て
い
る
事

業
は
。

答　
都
市
計
画
道
路
や
密
集
住
宅
地
区
の

整
備
等
に
加
え
、
2
軸
化
構
想
基
礎
調
査

に
お
い
て
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
化
を
推
進
す
る
た
め
の
必
要
な
エ
リ
ア

や
事
業
手
法
を
早
期
に
示
す
。

問　
京
阪
軸
の
ま
ち
づ
く
り
の
課
題
は
。

答　
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
余
地
が
十
分

に
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、「
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
」
に
お
け
る
市
内
の
空
き

家
は
約
１
万
６
０
０
０
戸
で
、「
空
き
家

等
・
老
朽
危
険
建
築
物
等
対
策
計
画
」
に

お
い
て
空
き
家
と
判
断
さ
れ
る
も
の
は
、

約
１
２
０
０
件
で
あ
り
、
主
に
密
集
市
街

地
に
多
く
分
布
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
積

極
的
な
活
用
が
２
軸
化
構
想
の
鍵
と
な
る

も
の
と
考
え
る
。

問　
空
き
家
、
空
き
地
の
寄
附
を
受
け
る

こ
と
、
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
仲

介
と
し
て
市
が
介
在
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
見
解
は
。

答　
寄
附
を
受
け
た
後
の
維
持
管
理
等
の

課
題
が
あ
り
、
空
き
家
等
を
積
極
的
に
改

善
し
て
い
く
た
め
に
は
民
間
事
業
者
と
の

連
携
も
極
め
て
重
要
。
市
の
介
在
に
つ
い

て
は
、
平
成
31
年
4
月
か
ら
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
登
録
を
開
始
。
今
後
、
駅
周
辺
か

ら
地
籍
調
査
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
土
地

や
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
流
動
化
が
期
待
さ

れ
、
積
極
的
に
取
り
組
む
。

庁
内
体
制
の
在
り
方
と
業
務
効
率
化

に
つ
い
て

問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
駅
周
辺
に

集
約
す
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
構
想
を
掲
げ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
高
齢
化
の
進
行
に
備
え
既
存
の
公
共

交
通
機
関
網
を
補
完
す
る
第
三
の
公
共
交

通
機
関
網
を
整
備
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
上
で
、市
民
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、

駅
周
辺
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
集
約
を
図
る

も
の
。

問　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
対
応
方
針
は
。

答　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
等
調
査
結
果
が
６

代表質問要旨
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月
末
に
市
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
、
必
要
な
ら

ば
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
構
想
も
含
め
、
で
き

る
限
り
早
期
に
決
定
す
る
。

問　
Ｂ
Ｐ
Ｒ
、Ｒ
Ｐ
Ａ
、Ａ
Ｉ
の
技
術
活
用

等
に
つ
い
て
、本
市
が
推
進
す
る
事
柄
は
。

答　
将
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
や

人
員
配
置
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
と

と
も
に
、
導
入
に
よ
る
行
政
コ
ス
ト
の
増

減
な
ど
多
方
面
か
ら
検
討
す
べ
き
で
あ

り
、
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
実
証
実

験
の
実
施
、
導
入
可
能
な
業
務
の
検
討
な

ど
管
理
監
を
中
心
に
必
要
な
取
組
を
進
め

る
。

問　
広
域
行
政
に
関
す
る
周
辺
自
治
体
と

の
継
続
的
な
協
議
を
設
定
し
て
は
ど
う

か
。

答　

四
條
畷
市
と
共
同
研
究
会
を
設
置

し
、共
通
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
調
査・研
究

を
進
め
て
お
り
、現
在
、公
共
施
設
の
相
互

利
用
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

問　
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て
、
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
の
導
入
を
掲
げ
て
い
る

が
、
そ
の
対
象
、
ま
た
導
入
に
当
た
っ
て

の
課
題
や
道
筋
は
。

答　
原
則
と
し
て
、
全
て
の
職
員
が
対
象

に
な
る
が
、
窓
口
業
務
等
を
行
う
職
場
に

お
い
て
、
公
務
の
適
切
な
運
営
の
た
め
の

体
制
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か
な
ど
が

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、

職
員
団
体
と
の
協
議
や
職
員
の
意
見
も
踏

ま
え
、
制
度
を
導
入
す
る
。

問　
予
算
編
成
に
お
い
て
、
厳
格
な
検
証

を
行
う
と
表
明
さ
れ
た
が
、
事
業
の
効
果

検
証
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

対
外
的
に
訴
求
効
果
を
有
す
る
か
、

そ
の
事
業
が
な
い
と
市
民
生
活
に
支
障
を

き
た
す
か
と
い
う
2
つ
の
観
点
か
ら
判
断
を

行
う
。
2
つ
に
該
当
し
な
い
も
の
は
、
よ
り

緊
張
感
を
持
っ
た
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

問　
児
童
虐
待
、
い
じ
め
対
策
の
課
題
点

と
改
善
策
に
つ
い
て
は
。

答　

児
童
虐
待
対
応
の
個
別
ケ
ー
ス
で

は
、
専
門
的
か
つ
長
期
的
な
対
応
が
必
要

な
た
め
、
寝
屋
川
市
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
、
今
後
と
も
適
切
に
対
応
す
る
。
い
じ

め
対
策
に
つ
い
て
は
、第
三
者
が
関
与
し
、

即
応
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
意
義
は
大

き
い
も
の
と
考
え
、
早
期
に
機
構
改
革
を

実
施
し
、
い
じ
め
問
題
等
に
即
応
で
き
る

体
制
の
整
備
を
行
う
。

地
方
創
生
・
産
業
振
興
に
つ
い
て

問　
第
2
期
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
の
構
築
に
当
た
り
、
特
に
力

点
を
置
き
た
い
分
野
は
。

答　

持
続
可
能
な
本
市
の
発
展
に
向
け
、

2
軸
化
構
想
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
人
口
の
年
齢
構
成
の
リ
バ
ラ
ン
ス
を

目
指
す
こ
と
に
力
点
を
置
く
。

問　
産
業
振
興
及
び
雇
用
の
創
出
の
施
策

充
実
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答　
創
業
支
援
を
始
め
、
大
阪
労
働
局
と

締
結
し
た
雇
用
対
策
協
定
に
基
づ
く
就
労

支
援
施
策
等
の
推
進
を
図
る
。

命
を
守
る
施
策
に
つ
い
て

問　
介
護
重
度
化
率
の
低
減
・
抑
制
に
つ

い
て
、
本
市
独
自
の
施
策
展
開
を
期
待
す

る
が
、
意
気
込
み
は
。

答　
令
和
元
年
度
か
ら
短
期
集
中
サ
ー
ビ

ス
を
重
点
的
に
実
施
し
て
お
り
、
今
後
、

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を

適
切
に
実
施
し
、
低
減
・
抑
制
を
図
る
。

問　
医
療
費
削
減
と
は
違
う
観
点
か
ら
健

康
施
策
の
推
進
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答　
令
和
元
年
度
は
特
定
健
診
の
未
受
診

者
に
対
し
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
受
診
勧
奨
を

実
施
し
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
が
ん
検
診
や
成
人
歯
科

検
診
の
受
診
者
数
を
増
や
す
た
め
の
個
別

受
診
勧
奨
を
行
う
。

問　
成
人
の
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
把
握
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
。

答　
問
題
を
抱
え
な
が
ら
も
相
談
で
き
な

い
家
庭
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今

後
も
ひ
き
こ
も
り
の
相
談
窓
口
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
等
で
周
知
す
る
。

問　
割
れ
窓
理
論
に
基
づ
く
、
物
理
的
無

秩
序
の
改
善
に
取
り
組
む
必
然
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　
重
大
な
犯
罪
の
母
数
に
な
る
事
象
を

学
識
経
験
者
等
と
協
力
し
、
研
究
し
た
上

で
、因
果
関
係
を
特
定
し
、全
市
挙
げ
て
、

犯
罪
抑
制
の
た
め
の
施
策
に
取
り
組
む
。

問　
犯
罪
抑
制
及
び
市
民
の
不
安
軽
減
を

図
る
た
め
の
対
策
は
。

答　
深
夜
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
期
間

の
延
長
や
青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
仕
様
車

の
導
入
、
重
大
事
件
発
生
時
の
職
員
に
よ

る
即
応
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
構
築
な
ど
独
自

の
取
組
を
積
極
的
に
行
う
。

問　
犯
罪
抑
制
に
係
る
犯
罪
の
定
義
及
び

数
値
目
標
は
。

答　
窃
盗
犯
、
粗
暴
犯
、
知
能
犯
な
ど
警

察
が
犯
罪
発
生
認
知
件
数
と
し
て
い
る
犯

罪
を
示
し
て
お
り
、
犯
罪
発
生
認
知
件
数

50
％
減
少
を
目
標
に
防
犯
対
策
を
講
じ

る
。

問　
外
部
か
ら
登
用
さ
れ
た
管
理
監
の
意

義
は
。

答　
各
般
の
危
機
管
理
を
一
元
的
に
行
う

体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。

問　
高
宮
ポ
ン
プ
場
整
備
事
業
、
古
川
雨

水
幹
線
整
備
事
業
に
お
け
る
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
の
今
後
の
見
通
し
は
。

答　
国
に
お
い
て
、
雨
水
対
策
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
重
点
的
な
配
分
措
置
が
継
続

さ
れ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
財
源
確
保
に

努
め
る
。

問　
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
の
取

組
状
況
は
。

答　
現
在
、
他
市
に
お
け
る
手
法
等
に
つ

い
て
検
証
を
進
め
て
い
る
が
、
事
業
費
が

大
規
模
に
な
る
た
め
、
予
算
の
規
模
や
収

支
計
画
、
そ
の
他
の
学
校
施
策
整
備
の
状

況
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助
金

等
の
国
の
動
向
も
注
視
し
、
事
業
規
模
、

期
間
等
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

職員が働いている様子

代表質問要旨
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市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

問　
選
挙
公
約
の
政
策
の
政
治
理
念
に
つ

い
て
伺
う
。

答　
担
税
力
の
あ
る
子
育
て
世
代
か
ら
本

市
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
、
市
特
有
の
付

加
価
値
を
備
え
た
ま
ち
と
し
、
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
２
つ
の
危
機
へ
の
対
応
を
進
め

る
こ
と
、
及
び
、
徹
底
的
な
住
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
視
点
か
ら
利
便
性
の
高
い
ま
ち
に

す
る
こ
と
で
あ
り
、
将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

２
軸
化
構
想
に
つ
い
て

問　
府
営
寝
屋
川
公
園
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
策
で
存

在
感
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
の
か
。

答　
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
一
つ
の
核
と
し
て
高
い
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
、
子
育
て
世
代
の
転
入
に
つ
な
が
る
付

加
価
値
と
し
て
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

問　
京
阪
沿
線
の
空
き
家
の
住
宅
の
住
み

替
え
が
進
ん
で
い
な
い
と
さ
れ
る
数
字
的

な
根
拠
は
。

答　
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
に
お
け

る
、
市
内
の
空
き
家
は
約
１
万
６
０
０
０

戸
で
、「
空
き
家
等
・
老
朽
危
険
建
築
物

等
対
策
計
画
」
に
お
い
て
空
き
家
と
判
断

さ
れ
る
も
の
は
、
約
１
２
０
０
件
で
あ

り
、
主
に
密
集
市
街
地
に
多
く
分
布
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
積
極
的
な
活
用
が
２
軸

化
構
想
の
鍵
と
な
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
星
田
駅
か
ら
忍
ケ
丘
駅
ま

で
の
広
範
な
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く

と
あ
る
が
、
交
野
市
の
「
星
田
駅
北
土
地

区
画
整
理
組
合
」
に
よ
る
事
業
が
先
行
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
連
携
・
協
力
関
係

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

ま
た
、四
條
畷
市
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
。

答　
交
野
市
と
の
連
携
等
は
、
現
在
、
星

田
駅
北
土
地
区
画
整
理
事
業
と
市
域
境
界

沿
い
に
お
け
る
協
議
等
を
行
っ
て
お
り
、
２

軸
化
構
想
に
お
い
て
も
連
携
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
四
條
畷
市
と
は
寝
屋
川
公
園
駅

と
忍
ケ
丘
駅
間
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
描
く
中
で
連
携
し
て
い
く
。

問　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
今
後
の
方
向
性
は
。

答　
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
等
調
査
結
果
が
６

月
末
に
市
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
、
必
要
な
ら

ば
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
構
想
」
も
含
め
、
で

き
る
限
り
早
期
に
決
定
す
る
。

問　

市
役
所
機
能
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
化
構
想
の
視
点
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
配
置
・
機
能
の
集
約
化
を
図
る
の
か
。

答　
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
構
想
と
は
、
高
齢
化

の
進
行
に
備
え
既
存
の
公
共
交
通
機
関
網

を
補
完
す
る
第
三
の
公
共
交
通
機
関
網
を

整
備
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
市

民
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
、
駅
周
辺
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
集
約
を
図
る
も
の
。
再

配
置
・
集
約
化
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の

利
便
性
を
最
優
先
に
、
行
政
の
あ
る
べ
き

姿
を
見
据
え
、
将
来
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
・

人
員
配
置
の
在
り
方
、
ま
た
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
、

Ａ
Ｉ
な
ど
の
技
術
の
導
入
に
よ
る
行
政
コ

ス
ト
の
増
減
な
ど
、
多
方
面
か
ら
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。

問　
「
乗
り
合
い
ワ
ゴ
ン
」
の
事
業
概
要

及
び
導
入
に
向
け
て
の
進
め
方
は
。

答　
対
象
地
域
内
の
シ
ル
バ
ー
世
代
や
妊

娠
中
の
方
々
を
対
象
に
、
自
宅
か
ら
最
寄

り
の
バ
ス
停
や
病
院
な
ど
へ
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
に
よ
り
無
料
で
運
行
す
る
。

　
年
内
に
公
共
交
通
空
白
地
域
２
か
ら
３

か
所
で
実
験
導
入
を
開
始
し
検
証
を
行
っ

た
後
、
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
的
な
導
入

を
予
定
し
て
い
る
。

市
民
の
命
を
守
る
に
つ
い
て

問　
安
全
対
策
の
強
化
を
求
め
る
緊
急
要

望
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

答　
市
防
犯
協
会
、
寝
屋
川
警
察
署
ま
た

関
係
所
管
課
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

組
を
進
め
て
い
く
。

問　
全
国
に
誇
れ
る
安
全
都
市
と
な
る
た

め
の
方
策
は
。

答　
子
ど
も
の
安
全
確
保
を
含
め
、
ま
ち

の
ハ
ー
ド
面
で
の
安
全
対
策
の
実
施
は
も

と
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
命
や
尊
厳
を
守

る
た
め
に
、
い
じ
め
等
の
問
題
に
即
応
で

き
る
体
制
の
整
備
を
行
う
な
ど
ソ
フ
ト
面

の
施
策
に
つ
い
て
も
強
化
し
て
い
く
。

問　
い
じ
め
・
虐
待
問
題
に
即
応
で
き
る

体
制
整
備
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答　
例
え
ば
、
い
じ
め
問
題
が
発
生
し
た

場
合
、
そ
の
指
揮
等
を
こ
ど
も
部
や
教
育

委
員
会
が
行
う
の
で
は
な
く
、
市
長
部
局

の
チ
ー
ム
が
、
迅
速
に
対
応
す
る
体
制
を

構
築
し
て
い
く
。

問　
親
の
し
つ
け
に
際
し
て
、
体
罰
の
禁

止
を
明
記
し
た
、
児
童
福
祉
法
等
改
正
法

に
対
す
る
所
感
は
。

答　
子
ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先

に
し
た
児
童
虐
待
の
未
然
防
止
に
資
す
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
法
改
正
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
周
知
啓
発
に
努
め
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
未
然
防
止

の
取
組
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
の
体
制

強
化
を
含
め
、
更
な
る
対
応
力
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
。

ま
ち
づ
く
り
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ

新
市
長
の
方
針
を
問
う

公
明
党
市
会
議
員
団

野
々
下 

重
夫

池
添 　
義
春

岡　
　

 

由
美

髙
見　

 

雄
介

辻
谷　

 

恵
一

村
上　

 

順
一

代表質問要旨

「乗り合いワゴン」のイメージ
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▶  議 員 研 修 会 を 開 催 し ま し た  ◀

▶  全 員 協 議 会 を 開 催 し ま し た  ◀

　令和元年６月 13 日に、本市議会初めての試みとして、「議
員改選に伴う議員研修会」を開催しました。
　本市議会が５月１日から新体制となり、６月定例会の審議に
臨むに当たり、従前から行ってきた初当選議員のみを対象とし
た議員説明会に加え、更なる議員の資質向上を図るため実施し
たものです。本市の主要事業概要、人事・給与制度や財政関係、
議案関係書類について、関係課から説明を受けました。

　全員協議会は、市政に関する重要事項等について検討するた
め、議員全員が集まって開かれる会議です。
　令和元年６月13日、７月16日に全員協議会を開催しました。
　６月 13 日には、市から第六次寝屋川市総合計画策定方針の
改正について説明を受け、７月 16 日は、市から総合センター
に係るアスベスト対策等検討報告書について説明を受けまし
た。

公
務
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問　

働
き
方
改
革
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
発

信
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、市
の
将
来
を
見
据

え
、今
後
、積
極
的
に
取
り
組
む
テ
ー
マ
は
。

答　
市
の
将
来
を
見
据
え
た
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
在
り
方
を
踏
ま
え
、
職
員
数
の
適
正

化
を
進
め
る
こ
と
が
、
取
り
組
む
べ
き
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

「
稼
ぐ
力
」
に
つ
い
て

問　
市
の
独
自
財
源
の
確
保
に
つ
な
が
る

見
込
み
の
あ
る
新
た
な
資
源
と
は
。

答　

市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
・イ
ン
フ

ラ・市
域
の
狭
さ
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
資
源
、

信
用・情
報・人
口
の
多
さ
な
ど
の
ソ
フ
ト
面

の
資
源
の
ほ
か
、水
と
み
ど
り
豊
か
な
住
環

境・交
通
の
利
便
性
な
ど
の
市
の
魅
力
、子

育
て
支
援・教
育
を
始
め
と
す
る
特
長
的
な

施
策
な
ど
、市
の
強
み
と
な
り
得
る
、あ
ら
ゆ

る
資
源
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

６
月
補
正
予
算
に
つ
い
て

問　
６
月
補
正
予
算
に
対
す
る
市
長
の
思

い
は
。

答　
市
が
抱
え
る
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
２
つ

の
危
機
の
解
決
に
向
け
、「
人
口
の
年
齢
構

成
の
リ
バ
ラ
ン
ス
」の
た
め
の
２
軸
化
構
想
の

推
進
、新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
メ
イ
ン
ア
イ
コ

ン
と
し
て
の
小
中
一
貫
校
の
設
置
な
ど
、市

外
か
ら
の
新
住
民
の
対
象
と
な
る
方
々
に
本

市
を
選
ん
で
も
ら
う
た
め
の
ハ
ー
ド・ソ
フ
ト

両
面
か
ら
の
施
策・事
業
に
つ
い
て
、早
期
に

着
手
で
き
る
も
の
か
ら
速
や
か
に
予
算
化
を

図
り
、中
核
市
、寝
屋
川
市
と
し
て
新
た
な

時
代
を
築
い
て
い
く
た
め
の
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、効
果
的
な
予
算
編
成
を
行
っ
た
。

留
守
家
庭
児
童
会
に
つ
い
て

問　
留
守
家
庭
児
童
会
で
は
、
任
期
付
短

時
間
職
員
等
が
配
置
さ
れ
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
が
、
離
職
率
も
高
く
、
常
に
欠
員

を
補
充
す
べ
く
人
材
の
確
保
に
努
め
て
い

る
状
況
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
留
守
家
庭
児
童
会
の
体
制
強
化
の
一
環

と
し
て
、
任
期
付
リ
ー
ダ
ー
短
時
間
職
員

の
フ
ル
タ
イ
ム
化
や
処
遇
改
善
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　
新
た
な
財
政
負
担
な
ど
の
課
題
が
あ

る
が
、
留
守
家
庭
児
童
会
へ
の
ニ
ー
ズ
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
財
源
確
保
や
実
施

に
よ
る
効
果
等
を
検
討
し
、
留
守
家
庭
児

童
会
の
体
制
強
化
に
一
層
努
め
る
。

学
校
体
育
館
の 

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

問　
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て
、
国
の
緊
急
防
災
減
災
事
業
債
の
利

用
期
限
が
迫
っ
て
お
り
、
財
源
確
保
の
点

か
ら
も
速
や
か
な
判
断
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
近
年
の
夏
の
猛
暑
化
で
熱
中
症

に
よ
る
救
急
搬
送
も
激
増
し
て
お
り
、
体

育
館
の
存
在
意
義
や
役
割
は
更
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
早
期
の
導
入
設

置
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答　
現
在
、
他
市
に
お
け
る
手
法
等
に
つ

い
て
検
証
を
進
め
て
い
る
が
、
事
業
費
が

大
規
模
に
な
る
た
め
、
予
算
の
規
模
や
収

支
計
画
、
そ
の
他
の
学
校
施
設
整
備
の
状

況
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
国
庫
補
助
金

等
の
国
の
動
向
も
注
視
し
、
事
業
規
模
、

期
間
等
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

代表質問要旨
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市
政
運
営
に
つ
い
て

問　
市
長
は
前
市
長
か
ら
の
継
承
と
一
貫

し
て
発
言
を
し
て
い
た
が
、
市
政
運
営
に

お
い
て
、
前
市
長
と
の
違
い
は
。

答　
市
民
の
「
命
を
守
る
」
と
い
う
北
川

法
夫
前
市
長
の
基
本
方
針
を
継
承
し
つ

つ
、
市
の
将
来
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
観

点
か
ら
、
新
た
に
経
営
と
い
う
視
点
を
加

え
、「
市
民
の
生
活
を
守
る
」
こ
と
を
使

命
と
し
、
人
口
の
年
齢
構
成
の
リ
バ
ラ
ン

ス
な
ど
に
対
応
す
る
２
軸
化
構
想
の
推
進

や
、こ
れ
ま
で
以
上
に
「
稼
ぐ
力
」
や
「
先

を
見
る
力
」
な
ど
を
強
化
す
る
取
組
を
進

め
る
。

小
中
一
貫
校
に
つ
い
て

問　
子
育
て
世
代
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

市
域
外
か
ら
の
流
入
を
想
定
し
た
世
代
に

対
し
て
「
ソ
フ
ト
面
の
施
策
」
が
必
要
で

あ
り
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
施
設
一
体

型
の
小
中
一
貫
校
の
整
備
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
１
中
学
校
２
小

学
校
を
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
す
る
小
中
一

貫
教
育
の
取
組
を
行
っ
て
き
た
が
、
校
舎

を
共
に
す
る
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校

の
設
置
の
必
要
性
や
意
義
は
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
比
べ
て
良

い
点
及
び
悪
い
点
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
教
育
上
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
特
色

あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
今
以
上
に
く
み
や

す
く
な
る
な
ど
、
市
の
独
自
性
を
発
揮
し

や
す
く
な
る
こ
と
、
ま
た
、
施
設
一
体
型

で
あ
れ
ば
、
児
童
生
徒
間
交
流
や
教
職
員

連
携
が
日
常
的
に
行
い
や
す
い
と
い
う
効

果
が
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、想
定
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
は
、

児
童
・
生
徒
の
年
齢
幅
が
大
き
い
こ
と
へ

の
施
設
面
で
の
対
応
や
、
通
学
距
離
に
変

更
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

問　

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
に
は
、

中
一
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
や
、
継
続
し
た
教

育
の
実
施
、
上
級
生
へ
の
憧
れ
と
上
級
生

の
責
任
感
の
芽
生
え
と
い
う
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
新
し
い
住
民
の
「
移
植
」
を
考

え
た
と
き
に
、
小
中
一
貫
教
育
校
の
メ

リ
ッ
ト
に
加
え
、
市
特
有
の
付
加
価
値
を

加
え
る
こ
と
が
「
移
植
」
の
成
功
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
が
、
寝
屋
川
方
式
を

確
立
す
る
に
当
た
り
、
小
中
一
貫
校
の
市

特
有
の
付
加
価
値
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
全
教
職
員
が
方
向
性
や
価
値
観
を
共

有
し
、
９
年
間
の
計
画
的
・
系
統
的
な
一

貫
教
育
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
寝
屋
川

の
子
ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
、
学
力
、
体

力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
ま
た
、デ
ィ
ベ
ー
ト
教
育
、英
語
教
育
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
よ
り
、
論
理
的
思

考
力
を
高
め
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で
き

る
力
を
育
み
、
子
ど
も
た
ち
に
、
将
来
、

社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
と
考
え
る
。

問　
将
来
、
市
内
の
小
中
学
校
を
、
校
舎

を
共
に
す
る
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校

へ
と
移
行
す
る
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　
第
四
中
学
校
区
の
施
設
一
体
型
の
小

中
一
貫
校
に
お
け
る
成
果
を
検
証
・
発
信

し
て
い
く
と
と
も
に
、
今
後
の
児
童
・
生

徒
の
推
移
や
ま
ち
づ
く
り
の
状
況
を
見
極

め
、
市
内
全
小
・
中
学
校
に
つ
い
て
、
短

期
的
、
中
・
長
期
的
な
観
点
か
ら
検
討
し

て
い
く
。

問　
寝
屋
川
公
園
地
域
の
再
開
発
で
若
い

世
代
の
流
入
に
よ
り
児
童
・
生
徒
の
人
数

も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
第

四
中
学
校
区
に
お
け
る
施
設
一
体
型
小
中

一
貫
校
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
る
の
か
。

答　
二
軸
化
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
Ｊ
Ｒ

学
研
都
市
沿
線
の
人
口
増
加
に
対
応
し
た

施
設
規
模
に
し
て
い
く
。

市
民
の
命
を
守
る
に
つ
い
て

問　
い
じ
め
、
虐
待
、
そ
の
他
の
諸
問
題

に
係
る
課
題
は
。

答　
い
じ
め
問
題
に
対
し
て
は
、
こ
ど
も

を
守
る
課
と
教
育
委
員
会
等
が
、
高
齢
者

等
へ
の
虐
待
に
関
し
て
は
福
祉
部
が
、
セ

ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
等
に
関
し
て
は
人
事
室
が
、
市

民
の
命
と
生
活
そ
し
て
尊
厳
を
脅
か
す

様
々
な
問
題
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
所

管
す
る
担
当
部
署
に
お
い
て
、
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
通
報
窓
口
の
一
元
化
を
行
い
、
第

三
者
が
関
与
し
、
即
応
で
き
る
体
制
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
は
、
大
き
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　
幼
稚
園
や
保
育
園
、
学
校
関
係
と
の

更
な
る
連
携
が
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、

多
数
の
案
件
を
抱
え
継
続
的
に
児
童
虐
待

問
題
に
取
り
組
む
に
当
た
り
現
時
点
で
の

十
分
な
職
員
の
人
数
は
確
保
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
「
移
植
」
を
見

据
え
児
童
虐
待
問
題
に
対
応
す
る
職
員
を

増
や
す
計
画
は
あ
る
の
か
。

答　

児
童
虐
待
対
応
に
お
け
る
現
時
点
で

の
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、年
次
的
に
社
会

福
祉
士
や
保
育
士
等
の
専
門
職
を
増
員
し

体
制
強
化
を
図
っ
て
お
り
、関
係
機
関
と
連

携
を
進
め
る
こ
と
で
、基
本
的
な
対
応
は
可

能
な
状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
子
育
て
世
代
の
「
移
植
」
を
見
据
え
た

増
員
計
画
に
つ
い
て
は
、
児
童
虐
待
は
、

子
育
て
世
代
の
増
加
が
ケ
ー
ス
数
の
増
加

に
直
接
的
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
と

認
識
し
て
い
る
が
、
児
童
虐
待
対
応
職
員

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、
本
市
の
相
談
対

応
件
数
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
体
制
強
化

を
含
め
、
適
切
に
配
置
し
て
い
く
。

公
務
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問　
本
市
で
は
、
水
・
金
曜
日
の
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
徹
底
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
勤

務
時
間
終
了
時
に
パ
ソ
コ
ン
の
電
源
を
落

今
こ
そ

　
　
未
来
志
向
の
寝
屋
川
へ

大
阪
維
新
の
会
議
員
団

元
橋　

 

理
浩

奥　
　

 

大
輔

中
川　

 

健

中
谷　

 

剣
将

福
田　

 

篤
志

代表質問要旨
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市
長
所
信
表
明
に
つ
い
て

問　
市
民
の
生
活
・
命
を
守
る
た
め
の
具

体
的
な
施
策
は
。

答　
災
害
時
に
お
け
る
危
機
対
応
力
の
強

化
や
地
域
防
災
力
の
向
上
等
に
加
え
、
健

や
か
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
確
保
に
向
け

た
、
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
地
域
福
祉
の

充
実
な
ど
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る

た
め
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
進
め
る
。

問　
市
民
の
話
を
聴
く
こ
と
を
進
め
る
に

当
た
り
、
新
た
な
取
組
は
。

答　

市
長
が
自
ら
地
域
に
伺
い
、市
民
と
直

接
対
話
す
る
機
会
を
設
定
し
、自
ら
の
考
え

な
ど
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、地
域
の
課
題
等

を
把
握
し
、市
政
運
営
の
参
考
に
し
て
い
く
。

コミ
セ
ン
単
位
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
小
中
一
貫
校
は
、
地
域
住
民
に
対
す

る
説
明
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
き
た
。
今
ま

で
説
明
し
て
き
た
こ
と
が
変
わ
る
の
か
。

答　
寝
屋
川
公
園
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

の
中
核
的
な
施
設
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
に

も
特
色
を
持
た
せ
て
い
く
た
め
、
基
本
設

計・実
施
設
計
先
行
型
で
整
備
を
進
め
る
。

今
後
と
も
、
各
種
関
係
団
体
等
へ
の
説
明

会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
意
見

を
聴
き
な
が
ら
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

問　
中
学
校
給
食
の
改
善
に
つ
い
て
、
今

後
の
検
討
方
向
は
。

答　
２
学
期
以
降
に
温
か
い
給
食
の
実
施

を
予
定
し
て
お
り
、
食
缶
等
の
購
入
等
、

導
入
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
乗
り
合
い
ワ
ゴ
ン
が
提
案
さ
れ
て
い

る
。
い
つ
、ど
の
よ
う
に
実
施
す
る
の
か
。

答　
年
内
に
公
共
交
通
空
白
地
域
２
か
ら

３
か
所
の
無
料
運
行
に
よ
る
実
験
導
入
を

予
定
し
て
い
る
。

問　
国
保
料
や
介
護
保
険
料
の
引
下
げ
の

努
力
と
減
免
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
。

答　
介
護
保
険
料
は
、
給
付
適
正
化
に
取

り
組
み
、保
険
料
の
抑
制
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
度
以
降
も
市
独
自
減

免
の
対
象
の
拡
充
を
図
る
。

　

国
保
料
は
、大
阪
府
の
決
算
内
容
を
十

分
に
精
査
し
た
上

で
、令
和
２
年
度
以

降
の
急
激
な
負
担
増

を
回
避
す
る
た
め
の

激
変
緩
和
措
置
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

問　
４
市
リ
サ
イ
ク

ル
施
設
の
解
消
に
向

け
て
の
取
組
は
。

答　

社
会
情
勢
も

踏
ま
え
、構
成
市
の

意
向
を
考
慮
し
た
上

で
、引
き
続
き
協
議

し
て
い
く
。

　
【
５
月
】

７
日　
第
１
回
議
員
協
議
会

15
日　
第
２
回
議
員
協
議
会

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

21
日　
本
会
議（
５
月
臨
時
会
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
幹
事
長
会

22
日　
幹
事
長
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

23
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
本
会
議（
５
月
臨
時
会
）

28
日　
幹
事
長
会

31
日　

�

初
当
選
議
員
に
対
す
る
市
内
公

共
施
設
等
の
視
察

　
【
６
月
】

５
日　
議
会
広
報
委
員
会

13
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
員
研
修
会

19
日　
本
会
議（
第
１
日
）

　
　
　

�

公
共
施
設
の
在
り
方
調
査
特
別

委
員
会

27
日　
本
会
議（
第
２
日
）

28
日　
本
会
議（
第
３
日
）

　
【
７
月
】

１
日　
議
会
運
営
委
員
会

２
日　
健
康
福
祉
常
任
委
員
会（
※
）

３
日　
文
教
生
活
常
任
委
員
会（
※
）

４
日　
総
務
都
市
創
造
常
任
委
員
会（
※
）

（
※
）各
常
任
委
員
会
終
了
後
に
予
算
決
算

常
任
委
員
会
分
科
会
を
開
催

５
日　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

　
　
　
幹
事
長
会

８
日　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
本
会
議（
第
４
日
）

11
日　
議
会
広
報
委
員
会

議
会
日
誌

市
民
の
声
聴
き

　
　
安
心・安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

太
田 　
徹

中
林 　
和
江

と
す
取
組
を
全
国
の
自
治
体
に
先
駆
け
て

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
想
定
し
て
い
る

取
組
は
、
職
員
の
心
身
の
健
康
を
維
持
で

き
る
も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な
ど
、
多
様

な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
働
き
方
の
ニ
ー
ズ

を
考
慮
し
た
取
組
に
つ
い
て
は
、
職
員
の

心
身
の
健
康
は
も
と
よ
り
、
公
務
能
率
の

一
層
の
向
上
と
人
材
の
確
保
に
大
き
く
寄

与
す
る
と
確
信
し
て
い
る
。

寝
屋
川
公
園
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

問　
未
来
の
街
を
見
据
え
た
寝
屋
川
公
園

の
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
一
つ
の
核
と
し
て
の
地
域
資

源
と
認
識
し
て
お
り
、
子
育
て
世
代
の
転

入
に
つ
な
が
る
付
加
価
値
と
し
て
最
大
限

に
活
用
す
る
た
め
、「
稼
ぐ
力
」
を
意
識

し
た
活
用
方
法
に
つ
い
て
、
大
阪
府
及
び

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
積
極
的
な
協
議
を
進
め
て

い
く
。

寝屋川公園

代表質問要旨
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６月定例会 議決結果一覧

9 月定例会の日程（予定）

　公職選挙法により、政治家が有料の挨拶広告
や、夏まつり・盆踊りなどへの寄附、暑中見舞
いなどの挨拶状を出すことは禁止されています。
　なお、公費での弔事の香料などにつきまして
は、市議会として廃止しています。
　市民の皆様の御理解と御協力をお願いいたし
ます。

9 月 2 日（月）＝ 本会議
	 3 日（火）＝ 健康福祉常任委員会・分科会
	 4 日（水）＝ 文教生活常任委員会・分科会
	 5 日（水）＝ 総務都市創造常任委員会・分科会
	 11 日（水）～ 13 日（金）＝本会議（一般質問）
	 18 日（水）＝ 健康福祉常任委員会協議会
	 19 日（木）＝ 文教生活常任委員会協議会
	 20 日（金）＝ 総務都市創造常任委員会協議会
	 24 日（火）＝ 本会議

※�いずれも午前 10 時から。議事の都合で変更される場
合があります。

議案番号 件　　名 議決結果

報告第７号 平成 30 年度寝屋川市一般会計繰越明許費の報告 報告終結

報告第８号 平成 30 年度寝屋川市公共用地先行取得事業特別会計繰越明許費の報告 報告終結

報告第９号 平成 30 年度寝屋川市下水道事業会計継続費繰越しの報告 報告終結

議案第35号 寝屋川市執行機関の附属機関に関する条例の一部改正 可　決

議案第36号 寝屋川市長の給料等の特例に関する条例の制定 可　決

議案第37号 寝屋川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定 可　決

議案第38号 寝屋川市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例の一部改正 可　決

議案第39号 寝屋川市国民健康保険条例の一部改正 可　決

議案第40号
寝屋川市における東部大阪都市計画宇谷地区地区計画の区域内における建築物等に関する
条例等の一部改正

可　決

議案第41号
寝屋川市における東部大阪都市計画太秦桜が丘地区地区計画の区域内における建築物等に
関する条例の制定

可　決

議案第42号 令和元年度寝屋川市一般会計補正予算（第 2 号） 可　決

議案第43号 令和元年度寝屋川市国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号） 可　決

議案第44号 令和元年度寝屋川市水道事業会計補正予算（第 1 号） 可　決

議案第45～52号 人権擁護委員候補者の推薦　他７件 適　任

議案第53号 副市長の選任 同　意

議案第54号 固定資産評価員の選任 同　意

議員提案第８号 公共施設の在り方調査特別委員会の設置 可　決

議員提案第９号 児童虐待防止対策の更なる強化を求める意見書 可　決

議員提案第10号 信頼される政府統計を目指して更なる統計改革を求める意見書 可　決

議会だより印刷コスト１部 7.14 円（115, ５00 部発行）

政治家の寄附行為は
法律で禁止されています

※議案内容・議決結果は、市議会ホームページからご覧いただけます。
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